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序論

ザリガ ニ CωnbaroulωjatoJlicus(de Haan， 1841) は，北尚道，市森 3 秋 11I，出

子りょに 1)1~ })じする 11本川イjt1fi である。本 f!Ú はノ~ ibAが冷た くj15治な小川や ;NJに生息

し(能)i，1978)) その体 l~ は 7cm'こ注するが，通常は 5-----6cmまでが多い( ~. 宅 2

1982)。本 fifl，よ，その jttyIUIが -係に濃い H白尚色で， )陶)仰は肖色がかゥた!伯尚色

をti:し， 1'. iuiから見ると仰は白色を品び， ~It)山掌白i の 1" 刷は 11白いオレン ジ 色で，

各歩仰の先端も Iltj色である (I ~ 111， 1970)。雌維月IJの形態的特徴としては 3 雄

の加 1)日lJJ支に :_ffJ十I:状の{、JJI瓜)肢があり 2その外側には毛があり，第 2，3)陶脚の

陀節ド l(rIに|付 IIIJする小iR状尖起をイiするが，雌には第 1J虫)伎や尖起がない(上

111，1970)0 

11: ) j I時代，ザリガ ニの円行 gastrolithは医薬品として利川されていたため

I~~;J ftlliに取 'JIされ(111 I I .，1，馬場， 1993) ，蝦~松前 i遣を "1 心とした北海道地 βから

将ilf家への|猷 I~ 11，，1，にもなっていた。別著者らが不Ij})t ，礼文島で 11:輩の jjを対象

とした 1111き取り l制伐を行なったところ，凶行やザリガ ニを焼いた物は， 40-----60 

{I: 的まで1:に漆かぶれ， Jlrli 病 等，の L~ I~\J 柴として川いられていた。なおザリガ

ニ類には占 (1色を 14する例{本 bluecolor phase (Dowell and Winter， 1969; 

Fitzpatrick Jr.， 1987; Grier， 1991; Hund， 1954; Homot and Gall， 1971) 

がU¥現し，ザリガ こでもこれが凡られる。青山色制体は 0.06先程度の頻度で得

られ，これは特別に薬効が若しいと信じられていた (米内LlI)私信)。本種は

食川としても利川されていたことがあり ，北 i師道の支妨湖Jr.ltのザリガ ニが大正

ノ〈皇以"位の|燦， J;f自ISのfd11大典での料山の -IIII~ rザリガ ニのクリームポタージユ」

として H¥されて J')， ~~ ， ~lと卜・ の簡1111丹 !1 f 11111，となり fl'JI交も Ihk，..されたり ((1" L， 1 9 5 3 ) ， 

然日IJ~，~J 8~ のものが 11 IJ採点や 1111点呼のず1Ni 1111¥料 JIHになる (JilAjJ21991) なと 3

4: fiflは111i級料 jlHの良材として不IJ川されていた 。 このように本倍は ;.K}中川養舶の

刈象flfiとなるばかり でなく ，l!l ili: (よベヅトショップで飢 11川の '1:秒jとして極め

て )~:j (llIiに取 1]1されている。

本純の分イliI ~j I )l~ '1:以j山である秋川 lll!大町i， U 八申請沢町 j位以 では nl~ 体 数が激減し

ている品少純として， い~I の 地域わ えの人;然 ，jG 念物に わ 1とされている (il河本， 19 



32)。北 iflj)Jl においても'j:_以数の減少は昨しく，かつては州ぷ ú~Jj ， k令i)iMj， ?llij 

i訴 ;I~j ，然万IJiNjやltl!;剣山 ;I~j ~ry の北村Ijili I付のlt牧(())(きな ;~JJ i({をqlI心として，ほと

んどの;k系で 'l:_以がl;，tめられていたが(川 111・本 jJ)J，1 9 3 8 a . 1 9 3 8 b; N i i y a rn a ， 1 

934; 仁川， 1 936・1938a.1938b.1938c)，J込柴の伐川 (iWl出， 1981) や北米比の

ザリガ ニ がルら込ん疋とみられる水カヒで激減した(イi川， 1982)0 1995年に

は絶滅危似科としてリストアップされ，極の仇:fdについて危ぶまれるほどにな

った。

北海道卜勝地JiのW::)lj IIIJでは，減少したザリガ ニ の資似を 1111復させ企材とし

ての利 川 の jljJ1~ を 1\ 1 uhjしている。そのためには ，本極 の資狐生物学的な知見は

イミ III~くであるものの ， これまでそうした 釧究は 乏しく ， .tttl養地や資源管理に取

り*llむための資料が 1-分に川怠されているとは言えなかった。

-日本におけるザリガ二類の分類

IIt Wのザリガ ニ釘! Astacoideaは3科3岨科 29lf.ri1 6 IIE h.五 402極-t2 IIF陣が報告さ

れており，ザリガ ニが版するアジアザリガニ胤 Cambαruidω の分知、学 tの位置

は以ドのとおりである (HobbsJr.， 1988; 三 宅， 1986)。

節足動物門 Phylu皿 Arthropoda 

月l殻 L綱 Subphylu皿 Crustacea 

~t1< r 11失点 Class Malacostraca 

ト脚 11 Order Decapoda 

ザリガ ニ 111~ 1 J Infraorder Astacidea 

ザリガニ上不| Superfamily Astacoidea 

アメリカザリガ ニ ド| Family Cambaridae 

アジア ザリガ ニ ! II ~H Subfamily Cambaroidinae 

アジアザ リガ ニ)瓜 Genus Cwnbαruidω 

Cambαroidどs hJ~ の 11 リ hJ~ 災組としてはアム ー ル川 1'- 流， 11' 1日点北地 ノソに 分イliする

シュ レ ンクザ リガニ C schleJllui (K e s s 1 e r )， q， Itq *北地ん， !;i)j射 、|三品化部，ア

ムール川流域にみられるマンシュウザリガ ニ C.dauric;us (P a 1 1 a s ) ，判1f!詳 1ド品，

2 



"1 1 "1 ~~北地 Jj Iy.j f~~ のチョウセンザリガ ニ c. s i m il is (K 0 e 1 b e 1 )の 3純がある

(Birshlein and Vinogradov， 1934; Ki皿， 1976・1977; Koba， 19J9; イベlJ..J， 1 94 

1・1942; 1山地・本場， 1940; べ宅， 1986)。

なお，本諭ではザリガ ニ知'{とはザリガ ニ L利の総称をtRし，これには北 f.J求

に分イliするザリガ 二 不1Asiacidae，アメリカザリガ ニ科 Ca皿baridae，件j! I ~ f求

に分イIiするミナ ミザリガ ニ 利 Parastacidaeが含まれる。またサ'リカ ニ とは

C. jatoJlicu.s のことをぶすこととし， 1~ld 行を(史い分ける。月~ (1:， 11本 111内には

アメリカザリガ ニ ProωmbαrltS darkii，タンカイザリガ ニ Pμcifast，μcus 1ωllltSι:ulus 

leniusc・ulus， とその 11I~純であるウチタザリガニ Pμczfast，αcus Lenillsculus troωbridgii の2

fln 1 IIE fillが北米から移航され分布している( ~ 宅， 1982)。アメリカザリガニは

北尚道，本州、1，川 11<.1，九州に広く分イliし，Jk川などで普通に見られるので，分

イII城の|以られたザリガ ニ よりも-般的になっている。ただし，北尚道の生息地

はihll良からの排水が流入し ，Jk ?lui が )I~ {I: r高めに推移している水系に|以られてい

る。また 3 タンカイザリガ ニ は滋21以の淡海池だけに分布が|以られているが

(I ~ III ， 1970)，ウチダザリガニは北出道東部で分イtiJ或を急速に拡大している。

-ザリガ二の研究史

ザリガ ニ ~!は，食川として不Ij川されているばかりではなく，その以胸中部に

含まれるカロチノプロテインがサケマス lJrI等の魚類長勉川の色揚げ飼料として

イf~~J なため (Suprunovi ch et al・， 1983; Wolfe and Cornwell， 1965)，欧米で

は大i11に不IJ川されている(G a r a t e etα1.， 1 986; G 0 ill e z etμl.， 1 986 a; G 0 ill e z et 

αl・， 1 9 8 6 b; M i 1 i C LL a e t aL・， 1985)。そのため北アメリカ，オーストラリア，

ヨ一 日ツパ ク 111心 とし た 1"-以内地で 3 数多くの川知!がJ¥¥'/ i~ ~Ili に llY.り々Il まれ 3 そ

の(i)f火が行われている 。 また，ザリガ ニ飢は淡木に(¥:む身近な大 JldillkQ飢であ

り 3 三~ I付Aく例でのかiJftが作幼なため ，I j:_ llH学[内なス験川のiliJJ物としても円から

(史川されてきた 。 このため 3 多岐に減った分肝でげ先制 (iiが fiわれている 。 ま

た近年は，ますます j円}jllするザリガ ニ {i)f火打 11¥1の Iq1際的な辿給機|対として， 18 

|係ザリガ 二'γ 会 (InLernalionalAssociatioll of Asiacologyニ IAA) が利l縦さ

れている。イメ'主 会 には) 210ずl以上(1 993 { I ~ J)~ (1: )の会uが Ji)f hJ~ L ， 2 i I :に・皮，
い，11際シン íl~ ジュウムを IJU 会し論文集を IH 寸など) IIt W "1でザリガ こ の {ijf火が
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r，r，先に:(JOOなわれていることがうかがえる。

ザリガ ニの (j)rJy" (よ，シーボルトが 11本からオランタに J、〉ち 'filfった十宗本を de

lI aan が Astaι1tぷ jaJ)(JJl icuぷとして 叫，1必した ときから ~fì まる (d e Haan， 1841)。その

後， Andl'ews (1909)， Balss (1914)， Faxson (1884・1885・1914)，Okada (1933) 

によるJr~態制然による分以'芋 IY:J検討を純て， Jj~ (I ~ のC. jatmliclts に(在世づけら

れている。 刊に And C' c~vs (1909) は，その 交 J主計~に~i: 1 1して詳細な 在日祭を行な

い， IliJ hJ~ の他 tlH との 比 11攻，険討を i JOな っている。 九州大学才l営教伎のミ宅貞作

も，ザリガ ニ の分灯!γ 的な位置やアジアザリガニ h~ の極の検索ぷについて，キ11

文を伐している( ~ I包， 1973a.1973b'1977・1982・1986)。

. h ，系統に ついては Huxley (1980) や Ortmann (1902) が東部アジアの

アジアザリガニ 凶の b.((の 交後探や雌の 粕包 受 作総れを "1IL¥とした詳細な観察を

行なった。彼らは，これらを他のグループと比較険討し，アシアサリガニ属は

)J;i 灼的な)f~ttlを数多くイiしており， しかもヨーロッパに分布するグループと北

アメリカに生息するグループの"1聞がJな形態をぶしていることを発凡し，アジ
アザ リガ ニ凶の中山JJ&はザリガニ類、の発祥の地であり，そこから|立保斜地ヘザ

リガ ニ数が拡 散したとの説が提示されている。

以上のように，分如、や系統の {j)f究はおもに国外の耐火首によって行なわれた

が， 1 930 {!:前後には， 11 4: l司|付のみ;極の分 イlij.!!~ に関する桜告が 11 本人間究者に

よって相次いで発ぶされた。|司 III (1929・1931 )は太平 洋 側 の分印刷版である

行予りょにおける生息地について， ~潟水 (1932) ，必 III (1939) は 11本出側で巌

も l判部に悦位す るノ 1 :0 以 j世である大館山における分イIÎ 状~)~について，それぞれ報

告している。なお，かつてザリガニは梁川として利川されていたため， 1930 11: 

IjlJ後 に秋 川 lll! 卜(})大口1'¥"Jo とそのよ!.i郊のノL以 j血に(よ， 人為的に修l!1'1さ Alt:こら Lい

(松 111， 1939; 他 h~ ， 1978)。 古本山におけ る本 純の 分 Mは fll111 (1 9 2 9 )が行

制11な訓伐 を行な ってお り， 11本i1JjU!IJではザリガ 二 の II~O 以 j世が数 多く ~~ られてい

るものの，太平げ 側で(よ J1:以地が え しいことを似 (ijして い る。また |川1.11(1929)， 

Okada (1933) は， -1 t ifJj .iiJ全域において多くの Jl:_ ，1斗j山を記録しているが，これ

らの似 (llは) J1~ (1: (よザリガ 二 が絶滅した j必リ? での分 (1 ) が，iL~似 さ れ て い るため 3

・'i11、?の 11山な ノ1:0以状川 を土11ることのできる 1'1'uiな資料とな って い る。サ リプj二

のいq外での分イliに つ いては， 1吋111(1929)， Okada (1933) が， diJI大"O?llH宇部



の飯仏教股が(米作した 42 本を tl~ 拠にした十草木大 ~(I (J1~ ロ シア制サハリン ，コル

サコフ地区)における分イ1i記録がある。 しかし， Urita (1942) はコルサコフ

地 Ix~ を Ilj 訓合したと ころ ，本 fln はみあたらず，サハリン I '~j 郎にはサリカ ニの分

イ11はみられないとの比例がぶされている。また ，13~ 拍: fi-は点片(大学 J1tl学部に t長

代されているはずのサハリン j>Ì~ ザリガ ニ の隊本の ~N 1立を試みようとしたが，係

メト;は消火していた 。これらのことから ，111外における本経の分イliに ついては疑

問仰せざるを仰ない。

ザリガ ニに 村氏的に W'I=.す るヒルミミズ郊のの!究も数多く報告されている

( L野， 1938a)。特に北海道大学問学部の山 II !T:ては，ヒルミミズ矧の分類体

系を雌立する優れたltJf:先を行っている (Yamaguchi，1932・1934; ILJrl， 1935a・

1935b.1938・1954)。また，これらののf究報告は 2 当時の北海道のほとんどの湖

にザリガニが 'I=.以していたことも/示しており，貴重な情報である。その後は水

皮)j:北村lj;自民 J.KN~ {J)f 'jY， Ji)i.の {i)f:先有による室内ノk糟での飼育実験による生山学的

側先がみられる 。似，1(i. (1 942 )はlIli削除よa による成長促進を試みており，倉 111

(1960)， Kurata (1962) は脱皮に{‘ドう成長を観察し，他の[jJ絞類、の成長状況

との比較を行なっている。またNiiya皿a(1934・1959) は保々な極類、の Ifl殻類の

染色体数を調べ，ザリガニについても染色体数と性を決定する染色体をゆjらか

にして他の IjJ抜方!と比較する等，当時としては極めてrWi一新的な側先を行なって

いる。

1970年代にはみ;胞の例体肝生態学的な見地からの (iJf~先が始まる。島桜大学の

L川市 ーはザリガ ニ の減泌総本を飢然し 3 その繁舶 JUJ，t包卵数，卯の大きさを

|りjらかにしている(1:川， 1970)。秋川県花輪，uでlfJi校の生物の数民を行なっ
ていた他凶行{太郎(よ，山f(J，Uを 111心とした日制!な J1~ 地，ViJ伐を夫胞し 3 サリガ 二

とそれに 'I.f'1:.するじルミミズ矧についての保々な生態学 f内知I~~を妓している

( i1U )，{， 1 9 7 8・1981・1984)。こ れら ・辿の (i)f火は 3 のちのザリガ ニ (J)f:JY.tiにと っ

て参与-となることが多いものであった。 た， Sato (1990) は， i'IIJ川に分布す

るザリガ ニ がエゾサンショウウオ JrYJl{)bius retanlatus を~111食する(9IJを桜;つした 。

ス工 ーデン の Un8Slam (1969・1972) (よ，米 lld)l・(~ザ リガ ニ が(以 i三i する JJ-: カビがi

についての主 I)'J夫以を実』包し，北米))'(1ザリガ 二 はJK力ビに対して必い州市IJを持

つ・ )j， ヨーロッパ， 11 ~>: ，オ ース トラリア J慌のザリガ ニ は氷カビに刈しでの
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lilH ，t'l:に乏しいため，北米))(ザリガ ニカ1の愉n¥や的人(よい染 1111の位向rに つ ながる
こと を代仏ーする liji文を先夫している。このがi気と 0)III!肢がjな|共l係(よ 11向じられて

いないが，北iuJillのザリガ ニ が激減した flll山として，ウチグザリカ ニ P. 1. 

trowbridgii が~\}ら込んだと)ぷわれるがj% が闘うすることを Ij ~ I俊する知山もある

(イjfll，1982)。

本{I)f火は将米においてザリガ ニ のi田技抗l1， r'i ?}J~l TI月!を)民附するにあたって必

裂と与えられる '1:物'主的矢11凡の集約を IJ的として行なった。その過程で得られ

た，ポリエステル品川町を利川しての詳細11な巣穴の形状， (見ノk益と個体数密度の

関係， '1: ，1斗j世における符制作のある繁げiMJ JUj ，成長，性 lt)が命，死亡率の解

析) ~lt)山欠 H1 状似の W( Iりjと欠 H1}J~i 凶の火|り] )さらには円 l付谷物の観察だけにと

どまらない夫験 l切な千法による食性の解明を!1Jjらかにした削究等については，

前例がない。

なお) A~ (i)f jY_における野外調査は北海道札幌市) I司岸川村の小川川，同鹿追

UJJの湖1，秋川りよ大飢djの小川川で行なったが，生息地保護のため，これらの地

区の詳細な地凶は省略した(図 1)。
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第 1章

体各部の名称および体測定基準

ザリガニ獄の体行 1~i~ の才l 祢は Huxley (1980)， Hobbs III and Joan (1988) 

により民Inされたものが-般的に川いられている。本論文で倣うザリガニ

Cambaruides jatωllCUS おいてもそれらを尊重し， 一:宅(1973a'1973b) を参考にし

て 11本ぷぷをあてはめた(12<'1 2 )。ザリガ ニ郊の体測定基準には，以ドの 3極数

がある:1.全長， ~n f{j先端から j壬節のぶ端まで 。2. 似角を 合む ITfi胸 Ejl長，傾

向先端から 11flJ陶'11JI: '1'総後総まで 。 3.vn)陶'11長 ，IIU岱後縁以 j陶 Ijl Lから頭胸

111 I卜'.'1'総後縁まで(1文13 )。本 {iJf'j'tは 11:体を対象としたが， ~t 11在の測定を試みる

と，版印を j目先に)/I!1111 (させる。しかも，その腹部は体節部が多いため，腹部を

含む全長を JI ~ 政に討IIJ ~とすることは極めて凶難である。また，鋭い街角を含んだ

符[fuを合む凪)陶 111l~ を測定することも，個体が動くので難しい。しかも額角の

形状にはかなり州体JEがみられることが，アメリカサリガニ Procwnbarus dαrkii 

で報刊されている (PennJr.， 1943)。以上の出 11Iで， 3つの体長iWj定基準のう

ち， ~ t=. 11与の制体に ついて ， 1~ も JE (I'(gに， しかも谷幼に iJlljAできる ivti)胸中長」を

採川した。 QJIJ陶ljlJ去の訓Iji-Eは粕j支O.Olmmの電子式ノギスをJlJいて行なった。
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第 2章 生息場

緒

{ル泌 J.!!xに分布する )1¥， 11: 111 )波数の多くは j氏 L に巣穴を~:I! っ て It iriしていること

が多い。例えば|・仰 11の口ブスタ - l!ommαrus g，ωnmμrus， H ωneru;ωlllS や II脚頬

のシャコ OratosquiLlauratoriaが巣穴を V:llることについてはよく女11られている

(Berrill，1974; I1amano etαl・， 1 994; i!~ ~!r ・ノ~ ) 1-， 1 98 9; N a t s u u r a a n d H a m a n 0 ， 

1984; Whale， 1992) 。 ザリガ ニ 矧も巣穴を~/fl り，泌山 chimney を形成するこ

とは 11jくから矢11られていた (Abbot，1884)。泌山とは，ザリカ ニ鋲か巣穴を制

I
J

jlJする|際に j点 Lを1m11日Hから 1)1:111¥するが，それが UU1 1郎に溜まって 111状に禎も

っ た郎分のことである。泌山は巾なる排 n\ された泌であり，存 {I: 忠義は 1，~いと

する説もあったが (Abbot，1884)， IJl/Eでは巣穴の a 部として機能しており 2

111j瓜):-:により /1:じるノkハ.の泣いから，ガス うどJ負に宵りしていると の 者えか支配

的である(lIobbsJr.， 1981)。また泌 111は，その大きさにより地 111の巣穴の容

量が推定できるので (Hobbs III and Joan， 1988)，そのイi燃や形状を知lること

は豆長である。なお iJt:111 には 2組類あり，り己山が巣穴の U~J 1 1出fSを閉じてしまう

closed chimney と， IJU 1 I ~~S を閉じない open chimneyに分失点されている

(Pennak， 1953)。

ザリガ ニ 郊の巣穴は川住のための ~I日i として利川されているばかりではなく，

氷泌を交えじさせ (Sutel¥ and Richal'dson， 1977)，さらに治存阪ぷ idをI自)J11さ

せた 1 にザリガ ニ ~n にとって￡民な力ルシウムの波 j立を l制終する働きがある

(Lake and Newcombe， 1975) はと， 11 : )斗 iお j~'~ の公定に役 ι っ ているとと- えられ

ている。また ))t リ I~ lJJ J ~í とな っ ていることも多い(H a z 1 e t L et a!.， 1 974 ) u 

ザリガ 二 もまた栄火 をf8i楽し，成熟雌(よ冬季にその 111に能もり ， )i( ~ J)IJ寸るこ

とが久11られている (iWih4) 1984)。 しかし本純の栄火に|対する矢11はは乏しく，

特にその )r~ 状 lよ|リ l らかにされていない。 た，ザリガ ニは， J ~_ に/]\系の lti 1-.流

I~I~ にノ 1 : I斗よるが， そこ では!!日 山な湧ノkがI，'Jイrにわたり (Jl ~介されている(im Jぜ， 1 

984) 。 そのため本十II~ ，よ川水との |対除が1軒以であると与えられる 。 か L， 14: (ド



"内 に泌ノkllf と 11~1 {本数的伎 の |込|係 に yi: 11した 似iJ31は1J-なわれていなか った。 本 fit

で は小 川 における m 火の分 ('Î と JI ~ 状，およひ川水 111 と (I ，~I (本数術伎の I}l(~'，に勺い

て半li(iiよる。

多~ 1 j支行

ノJ"i可 Jr I {.tこニf:3，する主民タιミグ〉タナ平行
[材料と )jil~ ] 

，tJlJ ~t (よ 19911r 5) J 12 11 に北村Ij)li 札 I~Jt ，U )'i川地 区で行なった 。 ・'ij 山 I ~̂ には浜水

の，tc}/.~ ~H をイi する 100mれの小川川があり，その川 i隔は1.5m程である。小川川の

hlU i;~ にはコンクリート i設作等の人仁の工作物はない。生息地の 1 -- }(gが濃街な広

I立制の林辺に裂われるため生息地は rlilくなっている。水 I耐はその治集等により

ほとんとのr'~i~ 分が桜われていたが ，川 岸で t高架を子で除くと巣穴の IÆ r 1 郎が認

められた 。 しかし ，小川川の流れの '11では巣穴開 I1部はみられなか った。 ;K"1 

では ，ザリガ ニが治染のドに潜 んでいるのが観察された 。

そこで ，β形作(1皿x1 m) を流紅の 10mfIjに)11 r;~に置き ，計 10制在地点にお

いて 1m11郎の様 fを観察した。また，巣穴開 I1f刊が観察された川伴内iの j底上を

tkMミし，純作矧Jill .11来flhxを調べた。

[結果]

すべての l凶作地点 で1mI . I ，~H が制策され，その i密度は平均 4.5 (bl;j¥l----fd大14) 

似/IIIであった 。 1mI 1 ，~1S付近に，見1 シ'(VlIl i'ilJ II，Jに 1)1--t Hされた氏 l.iGはd.められな

かった 。 川 jド('nSに(よ， L Jj に制本の +l~ ì~S が (l (1:するものの ，;k 1擦に(よ他物や低

利(よみあたらと広か っ た。 そのため 川i; ~の |ゆ 1 - f~1Sは j氏1". が以 tH Lていた(1ヌ14 )。

この J11 i;~ f'dSの *¥J_1-_市IIJA (よ， '1'粒(1"1少(作 0.25-0.50mm) と訓11料砂((王0.125-0.250

mm) の 0 ，~ 1 カi ， 約 50 犯を ， lj めた (ぷ 1)。
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炎上北海 道 札幌 l打の小河川 のザ リガ こ が

.m火を 1JII1って い た 川 伴の粒1.制lJ此

!氏民- 粒{壬 ( m m ) ih~ lli hl (見)

傑 4.0 4.0 

砂 傑 2.0 -4.0 1 . 8 

極粗粒砂 1 .0 -2.0 5.2 

組粒{沙 0.5 -1.0 12 . 6 

'11粒砂 0.25 -0.5 25.0 

細粒砂 0.125-0.25 25 .4 

微粒砂 0.063-0.125 13 . 8 

シルト ー0.063 12 . 2 



気三~ 2 'E{行

ノJ"~HJ J I I ~ニオ云 Lすと〉 二封毛プ三ぴ~ JEラ二IJ.こ

[材料と Jjit ] 

m 1Niと11dじ1111、'i) IUiJ汽 l必所で.w.J~~ の奴取も行なった 。 m 火の引をとる)]-法

はポリエステル制 )J}iを川いる沢野 (1990) の)jii;に準じた。千今調白地 j.11のtf日[I 

部には Ilfi任.Jえさ 10cmのJ1rJ化ビ ニー ル製の筒を乾く注し込み，ポリエステル樹

)J日をH:人した。 1I"Jのれ人にはポリエステル樹脂( ::) 1-点Jf (株)のエスターK

2351) 2Qと似化 川触似(11本illlJJR (株) のパーメック) 100 mQを伎川した 。 iL

入411与!日l後，似化したm}~l を似り返した。 m'型は行部位( [:kJ 5 )を測定した。

m火を 1~ 1(1 Iから川たときイパiUから λ:端までの日li縦を附(凶 5-a) とし，左右

のUUI I ì~~~ から iは拠，~H までの日li 雌の長い Jj を奥行き( 1理15-b) とした。巣穴を UVJ

IIlIから凡たとき1J.1 ~ i~i~ からド郎までの ~li 縦を泌さ(l文15-c) とし，ノ'k II:flから閲

LI 日~~ lcl近縁部までの 1111さ([2<1 5 -d )を，それぞれ測定した。

[結果]

調査 r1 1411与のノrkilulは 15. OOC )気温は 16.20Cであった。合計 64~ の m 型を得る

ことができた。 mJ~I~ の .il\ (凶5-a)の平均は 42.1cmで，これは生息する個体の

体長の約 8(庁に{、rI"iする。奥行き (1)(1 5 -b) の 、IL均は 23.6c皿で似の約半分であっ

た。 深さ(1文15-c) の、Ii-均は 4 .5cm と 小さ く ，ほ(ま氷、I ~ に )J!i !Jりする巣穴を刷って

いることかわかる。代 lJt(よ平均 246.8mQであった(ぷ 2) 0 IJ}J I I 部数は|注 1~ i~~ の

、Vj匂が 1. 3 fl，'1 )ノj('"の、|え均がo.7 fl，'1であった。 6本の!花火に}l-)厄していた特徴は，

I;~ I ~ に IJIJ 1 I印字 {Jしている jlLであ った。 木 I11にIJIJI I仰 を(f l た~ )lj'Jが-l'ド認め

られた。また) .~~ )I.'J IJ}J I I (Id ~ の氷 山 からの fall さは平均 (ぬり11 )で) 0.8 (-1.0--5. 

0) cmで，いすれも木 I(Iiレベルに近い JIjrにあった。県 JlJ!には 3 くぼみ 》膨らみ 3

蛇1i) t北辺)くじ (IIIJ(~l~ か 1it められ 3 波利iーであり ( 1χIG・7)) .~ "(1のぷ 1(1Î に l~~ れて

いるIl?I(II (~IS (よ;i'}らかである o .m ".'11'トJII(II (よ卜 i\ l ~ が、 Ii j I !で ， 仁川が、1:川1えを 111する

「かまはこ J"iJでめ)/. v 断 1 t' IÎ のサ イ ズは !Ù~ (1.1)が I~! ， î <1 '"'-5 C III Wで ， "1'丸山 の I~!d が 6

--7cmであ ったむ Jr ~ j， l.il )~'1 を 11n! り泡 す 作業 11 1 ， よべての"n火に i'llj川 /j(が人 つ



On I and 

In water 

Dorsal view 
Lateral view 

凶 5. m穴の i![iJ淀 川位.

a， ~il\; b， !拠 irき， C) ~従 u，ノK1(1]から IJfl1 I f¥ISまでの l同



十2

A 
。

十2

十3
+3 

c ~ 0 

"---一一一一一一__J
。

一一一一"-._/ー/一一

Dorsal view Lateral view 

|ま16. ザリガ ニ の巣型住1. 

}品メし は lJfJI I郎を II¥す.

数'ド lよノkl(lI ;から ~Jfl I J ~IS までの尚さを IJ"¥す.

スケ ー ルは 5cm.
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Dorsal v;ew 

B 
+5 
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F 

Lateral view 
1:;<17. ザリプJニ の巣型.

MAメL，よ 1m11向1を示す.

数 Ir: IよノKi凶から 1m11 fm ま での尚さを I I~ 9" . 

スケー ル lよ5cm.



去2.北海道札幌市の小河川におけ るザリガ二の栄火

のJf~ 状と IHJ [ J部

一-一ー一 一ーー一一

m )~I{ 奥行き 淡さ 代 M IJfl ! I MjS以

( c m ) ( c m ) ( c In ) (m Q ) 

陸上 JK ~ 11 

A 19.5 1 1 . 6 3.0 185 . 0 

B 30.7 1 9.4 2.7 102.6 2 。
C 35.6 37.7 6 . 1 464.9 

D 39.8 28.8 4.9 340.6 2 。
E 56.8 17.4 4.4 109.8 

F 69.9 26.7 5.7 277.9 

平均 42.1 23.6 4.5 246.8 1.3 0.7 

巌小 19.5 11 . 6 2.7 102 . 6 。
巌大 69.9 37.7 6 . 1 464.9 2 



ていることを制終した。

貧乏 3 j妥ti

つう士平行 一昨J~艮グ〉ノJ'-. i可 Jr I tこさ二三t-J-之2

ill!T (4文委父三野彦芝と ifJ二a寸く 主量。)ロど1(三子三

[材料と jjiL ] 

iUIJ汽は秋川リ1(大合llリiの餅川地区にある小川川に設けた 12 i.E J ，~\ で行なった 。 な

お，小川川(よ iAeA'I: 1 10m f'，!なので， 10皿おきに定 jai-Lをi111けttI 1 2注入札とした 。 この

小川川の川川は 0.5.-._，， 2.0mで， 1 riJ地区の湧ノk地から灼まり 1'-;1くへの流人郎で終

わる 。 川の 111，jI ~ ~ には ; jl，{色ローム肘の慢があり，ノ'k luiは杉の治校なとによって周

年組われている 。 また，川の 1~ luiは)1:，集結J等で後われるため，付近と比較して，

~は池光されて涼し く ，冬はそれらの治~が治ちて l り j るく 11是 か く なる 。

1981-----1989年にかけて， 1rj JJ L i1)に11"1， 1 I11 (1 x llI1)の )j形作を許定点に

i泣いて竹内にいたザリガ ニの例体数を計数した o 11]: 1"1 ，これら 12定以の平均 II自

を}~ /1¥し，この小川川におけるザリガ ニの例体数とみなした 。 また， JKの流量

の"安とするため， ltfもりJ;titftにある定jliのノk泌を測定した。

[結栄]

ザリガ ニの例{本数術伎と入E)，'，¥のノ，}<i宋の変動を |文18にぶした 。 似体数倍!立は 3

例年， 4) 1 tJ'iより徐々 に j円)JIIし， 8)J-----10)1にhll，'jUUを記録 Lた後，激減する傾

向があ った。 たたし， 1989イ1:には 7) 1 以降の州休数術肢の NI))11 (よ制察されなか

った。

氷深については，粁 11:IY'.lに，浅 くかっ千交えとになる (triItljが認められた。似体

数術伎に ついても ，訟でイ1，(1/')に低くなった(1文18 ) 。 点以の 11~ W j句仇と例休紋治位

の年平均 U，'tとの |対係を |χ19に IJ¥した。 1981，198211'.にはAく派は 5c皿で ，サリ 力ご

の11:.以i半'iI止も 11 -----t 2 fl，'，1 f本/111とlfJjかったが) 1989イ1:には Jj(i京1(、Ul，"街伎は .1n，~1 (ト/

IIiに似ドし た。;Jく派 と(li，jf本数市伎の U'r)の Kendall の )I~'j {¥'/ト111誌i係以は τご0.82-1

(N=9， P<O.Ol)であり，ノ|く泌が浅くなるほとザリ力 二の{It'，li j ~ 紋仇:泣か似 く な
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ることが lijJらかにな った。

二五 劣ミさ

北河ljj目札 I~~ ，uの小れ1]川において栄火山 11 ~~S は，すべての制作地点で認められ
たため31花火はこの川;; ~の全域に分 イ1I しているものと出われる 。ヰミ(，J f 火で得ら

れた mJ~j~ の I)}J r 1 ì~IS のい': (i"'tは s ノ1<r(liから、|え均0.8cmL}J にあり，川 H~ の水|白í~ の

やや l~ に (li- itI している。札制 dî の生以地は泌ノk 起点にあり，しかも II :_ 肖する樹

木からの多くの治決も lIZめられるため保ノ1<)Jがあり， )Jくftt:の変動は比較的少な

い。よって，本生以 J~_xの 1m 11郎は ，JM 1f: ，川作のノ1<1削除に位置していると考え

られる。このことは， j花火に安定的にれ1]川ノkを導入するのに役立ち，サリカニ

が ill] 川と作 bA に引き~とすることができる JI でもイi 利であろう。 LIII (1970)は

秋川収入;館 j位以ザリガ二 11:息地で認められた栄穴開 11部がノ1<11Ii際に位誼してい

たと桜代しており，イメIJ，'Jf'tにおける U~J 1 1 部の位置と J~ )lliしている。なお，札幌

市の訓内地|べでは，リ~ J~jl を ~11! り返す作業 '1 ' に巣穴 '1' から河川ノk の流失か認めら

れたが，これは栄火の村山が)j(際にあったためと ，考えられる o J 11作に巣穴が観

察され，この巣穴 '1'かられ1]川水が認められた例は 3 フランスのト'1orvan地区の

ヨーロツパザリガニ AustrutotanlObius戸μlli戸sおよび北アメリカのオンタリオ州の

オンタリオサリガニ Cambαnts兵Jrdinesでも報公されている (Crockerand Barr， 

1968; Lachat and Laurent， 1988)。

オンタリオザリガ ニ C.j()ydiJles などのザリガニ知1は・般的に巣穴の|旭川部

に iJ~ 111 を )f~J& よる (Crockerand Barr， 1968)。しかし， fL I~ )i ，uの小川川でわ-
った 1制作に おいては栄火 山11部に泌 111がみあた らなかった。なお， f火川以大台({

地|メー (I~III ， 1970)，および lIJ森山恐 111J出|ベ(fm Ji{， 1 9 8 -1 )におい ても 3 巣穴

IJU 1 1 (~i~ のイ{- (1: (よ十li;ilされているもののiJt:山の (r-(1:については記述されていない

札l悦diの11:_仏地でか己 山かl1tめられないのは， tぷヅ〈の I)(.J1 I frlSに)iliび1I¥.:ぎれた I-_は 3

IA I 1仰が川 j; ~の点 1(11 隙 に (\'， 1;'1 9- るため 3 川水で ~Æt されたためであろう u

イメIJlJ~t で f~ 1 た t~ Jft'1 (よ H~ ill ~与を イ j するため ry J'j<状や rTJ Iド状を tiiする栄 }1J!がd

められるものの， )I~ 本 (I ~J には 2 つの 1m 11 i}t! S を市l l j ぶト ンネル 状の hll~ ，iuになってい

る om シ\:の I~i ，¥は) 1たわ きや泌さを大きく I~ I 11 1 ってるため ，日~ Jtnの仙，iuは l長い十字



状を l11しているものが多い。 オンタリオザリガ ニ C.jurdiJlどsO)!+l J1t' l の JI ~ik (よ )t~

本IY0には仲状 で，「YJ 'jそ状や fTJ'/状を t14する栄 J11もlit.め られ ると 4li;ijされ てい

る ( G f' 0 w， 1 98 1; W i 1 1 i a III S et al.， 1 974 ) 。 本 {iJf 究で?!}た栄 JV! の H~ i)~ (よそオし らと

IIIJ微であると々えられる 。 能 J~d (1 984 )は 14i森山沿 1I11山l-̂_において，サリガ ニ

の栄火をみ つ けて ~II! ItilJしたところ任5.-.....6cm れの小郎出が認められたと報告して

いる o ft~ 1I1 地区で認められた小部屋とは，本側究で何られた!長引における憤道

や空 il，~ 郎に fll 、 !i するものであろう。札帆 dj の生息地で fH られた巣穴の形状は主L

~ I刊に 2 つの IJU I I 1~i~ をれil ぶ神状であり， しかも 2つの巣IUの閃 1I r1lSは，すべて川

山のノ'1<IIlI際に佐川している。よって，巣穴全体が川作のノ'1<1療に位置していると

考えられる 。 ザリガ ニカ'!の巣穴の形状，形成される i必所，水系との関係は，種

の(1:i，~ Jl11lをlえ|決している 。 そのためオーストラリアのタスマ ニア烏では， 1司じ

水系に 2flU~!のザリガ ニ 知が出生していても，巣穴の陥築場所が呉なるので fH:

み分け」がみられる (Richardsonand Horwitz， 1987; Richardson and Swain， 

1980)。

111穴の形状等は行分失f、i作で共通点が多いため 3 「生態学的な分如、」として分類

体系を検討するための 111裂な情報となっている (HobbsJr.， 1981; Horwitz 

and Richardson， 1986)。そこで，これまでに挺|討された巣穴の形状等による

分知をザリガ ニの巣穴に適川してみた o Hobbs Jr.， (1981) は巣穴の倫築され

る場所，形状， ;1く系との|対係，不IJ川形態を基準にして，北アメリカのザリガ ニ

類、の巣穴を以ドの 3組 ~1 に分知している 1. primary burrowo lt!i住吉が 1ifの

ほとんどを巣穴の "1で過ごし， 1例{本が l巣穴を Iliイiする。巣穴の形状は極めて

彼雑であり IJ~J 1 I ~iS には泌山があり，巣穴はれIJ 川と灘れた i必所に構築されるため

?IU川水と践することがなく， J出ドノkと，iill絡する。}，Ifi t行は l也ド水との岐点で見

られる。 2. secondary burrow 。 巣穴はれIJ 川 ;k と縦れた湯川に~築され k首位M­

は，ほとん との11ケJUJをつ1火の '11で過ごす。 しかし ， ~11j川水が Jfl ;Jく す る I :I~ WJには》

1，1 }イtrr (よれIJ川に H¥る。 リ1火の 1m1 I ì~iS には ~J~ 111 があり巣穴は似体な JI ~ 状を tii す

る。3. L e r r i L 0 [' Y lJll l' l' 0 ¥v心 見iプ((よれリ川に~~ 1皮Lた)11 J; ~ ~I] に HIJ ~たされ ì lリ川水 と
の|対 .wか派 く，;w 'iï~ ， !，I: (L打lよれリ川で)I:_ 71~ し， 1包 Ijl~ ， ，;吃!UJと()栄火に nilもる 9

1花火の }r~ 状 lよ II'[ 糾 4た で あり， 41 プ〈の 1m 1 1 1\IS には iJt 山が )I ~JAされない こともある d

ザリガ ニ の栄火を こ の分以に )Jti 川すると，リ1 プ〈の Jf~ 状が 11' (糾i'1~ で ~Jt 山がみられ
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ない， ~ミプ〈の )I~ J)X される j必 }Yr が川山である，巣穴が i llJ 川木と の 1~IÆ かぷい とい

うJ11から 3に分失!'!(される。なお ，3にhLiする ft[iぢ!としては ミシシッビーサリプ]

二 Cmnbarus!oJlgir，οstris，イリノイザリガ ニ ClαtU')1ωlUS，ヒガ シアメリカサリカ-

Prucωzbμrus {lι'ltlus なとがある。 IIorwitzand Richardson (1986)はタスマニア

のザリガ L 矧の栄火を氷系との|対係により 3f1n矧に分方!している。 A. 巣穴カ5?IU 

川や ~I~)j の j山ぷ水と辿給している。 B. 地 1" ノk とつながっている。 C. 卜I~ ノk 等の 4

lI!j的な地-t:水を求めて巣穴が形成される 。ザリガニの巣穴はこれらの'"では A.

に、liてはまる。これに談巧する極:triはタスマニアオオザリカニ AstιゅSlS

goultli，タスマニアザリガニ Euαst，αcusannatus，マロンザリガニ Cher，αxtど}llUmωlUS等

である。 宅|付水制で ftrijf1 されたザリガこでは，巣穴が JI!~くても脱皮，繁殖で

きることが舵かめられている(第 3，4阜)。また，持1iのをtl祭では北 ?iIJ;芭釧路"j

のビシャモン川や 1，リ山)ljIIIJ の i，~j に分イli するザリガ ニは巣穴を持たない。このよ

うなことから，本村にとって巣穴は生息にとって必民不 JIJ !Jくなものではなく，

底質の状 jMtq;によっては巣穴を形 j点しないまま生活か III能であると忠われる。

ほ L に栄火を )f~J& 9るIjl殻類では底上の状川に応じて，法み場を選んでいる種

が多い。例えば，オーストラリアのタスマニア島に分布するタスマニアミナミ

ザリガニ Parastaωidestasmωl'lCUS は，lID物の '1::.育する場所には+Hが多いため巣ナ

を愉楽できず， ~1fl 秒j の '1.:. flしない場所を選んで巣穴を払1!っている (Lakeand N 

ewcombe， 1975)。また，アメ リカン口ブスター fよωnencωlHS では低質の粒径が

荒く転イiの多い J沼山だと似イiドに隠れて小川するが， J氏質の料作が制11かい生息

地だと!花火 を的築 する (Whale，1992)。札帆 rbの小川川では，川 ;itに転 fiや他

物がみられず(Iχ14) ， しかも j氏問は"1位{沙と制11粒{沙 L休で比較的制11かく (長 1) 
栄火の ~JII! l'ilJ t)l作幼だめ J たため ，!花火 をJ、'fって '1:， ?，f，していると考えられる。

巣穴は)，1;11 ，)戸川として，fIJ川されるばかりでとよ く，ノ1<iMを安定 させたり (Suter' 

and 

Ri chal'dson， 1977) ，治介恨み~ IJ1をJ¥V/ノべさせ る (Lake and Newじombe，1975)等

のq:.}斗以 j~'~ を交えとに ηlj していると与えられる。そのため本 I)~ !J( f，Uj等でザリ力

こを ft，iJr1する jJJ(~に(よ， ，~プ〈を伯楽で きるような J1ピ 1-- を与えてやるん-がより 11r-

ましい島IJri J~1 j~'~ を )I ~J&できると ，考えられる 。

ザリプJニーの(1，'11(~，数術 l止のチ 郎会化は， illl¥ Jltと抱卵 JUjIl'dによ って iたえとされてい
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るものと出われる。秋川りlL大館"iの小れIJ川では例年 12)1--3)1の11¥1は伽|体数的
伎は Oili くになるが，これは水 jilll の似卜-に fl う I~ 冬のため，県シ'(に他もるため

であろう。はお 11Jみlll!公 1I1Jf(~ のサリガニについても ， iMI長か似 1"9る冬季に巣

穴に能もることが女11られている(能以) 1984)0 ・ JJ) 198811-:までは) 1ほ年 10

) 1に似体数的肢が以 1""'1ilftfによ主した(凶 8)が， これは第3t;!fでのべるように，初j

反の繁抗{!JUJに抱縦雌から雌れた，新J:!l)JII人{同体が多数 {i-，((したためである。 19

89年には 7) J以降の州体数術伎は低い水準にあったが， これも 3 第 3阜で倣った

体長と抱卵数の|共!係を求める訓台のために 6) Jに 14個体の胞卯雌を収集したた

め，これらがむしていた総計6311101の卵からの卿化似体が )J[I人できなかった影

響が lU ている~Jj能 J性がある。

ノk 訪日でぶ J1~ されている減水泣が，ザリガニの年、IZ 1匂制体数 f何度の減少と密岐

に|刻係していることは iリ11" Iである(凶 9)。湧氷星の減少は，ザリガニの生息場

の減少を引き起こすばかりか，その環境iMJ主をイミ交え:にし，水質を忠化させる。

さらに，ノtzi宋の減少によって) fl日食行からの述え並行動が遅れたり， ;]( Ijlで行わ

れる脱皮やうど阪などが|小!難になると 4考えられる。本調台を'夫胞 Lた秋川県大館

rliの小川川において泌ノtzl止の減少は著しく，このまま l次世すればザリカニが絶

滅することは必至である。以上の 11M山から今後，谷地でザリガニの増舶を凶る

場合には，巣穴を形成できるような底上と《わせて卜分な泌ノk量を{確保するこ

とが極めて重要になろう。



第 3章 繁殖

一一一
一者，道庁

1 . 1 本 II~ I I付に分イII-9るザリガ ニ矧のうち，アメリカザリガ ニ Pmι・ωnbμrllSclayk ii， 

ウチダザリガ ニ Pacljustacus feniusculus tyowbyuLgii，タンカイサリガ ニ P. f. 

feJliμsculus にIXJしては繁舶の女11川が多い (Suko，1956; Suko， 1958; L 111， 197 

0) が 3 ザリガ ニについては口調11な訓白に乏しい 。 本純の繁舶 11:態について初

めて訓合を行ったのは鏑木 (1932) で 2 初j与に欠肢が行なわれ，雌が受精袋に

M'U.をJrjl)法し，雌(よ 8~ ljl~ してから ~I~ が紛化するまで)院内i で抱卵すると報告して

いる。しかし，この桜 (iiには jL体的な訓企のデータが j添付されていなかった。

た I ~ III (1970) (よ抱卵、J~81 休を合む数似体の似 4~ 飢??をを行ない， 1包 ~11 数，リIJ の

形状， j以jJ支への卵の{、j イヴ状 i)~ ，胞 01:1の 11与WI，JUJ IIH， 1 j: 11~1 の此りIJ 1111数について報

(liしている。以外での繁舶 IL=. r.患のデータを取ったのは徒出(1 981・198-1)か初

めてで， ltJJたりllのじ}i Illfと大対III1IJで秋季に行なった調査をもとに， fllJ j世はの生

物学的 hl 小 }f~ を雌定している。しかし，これらの制査は，それぞれ角地区で・

皮しか行なわれていなし¥0 • JJ ，能出 (1978) は，室内制内により本極の つどj妥

姿勢を|リlらかにしている 。 しかしながら，これらの側代は，ごく少数の標本鋭

然や i件発的な 1判官出111民による断片的な知見や宅内 Aく憎での ftJIj白結以に Aづいて

いる。そのため必ずしも小山地における lr維な繁舶サイクルや成熟サイスを総

代していないむれもある リ 本市では fllljriドにおいて うど版， ((f 1)11 1 j' 1))の kll~ぎを f j 

なった。 また， 北 ~1山(1)り))泊ιUの)小 jわ川H付lリj川と ;1湖洲l抑州V別|およひび‘分 (1

|バ巾|いjの小 jれ川11川lリj川でJ!辿1血l色!あ私'((t ~J ~伝五 j係.~ !J朱ξをjわjない， その紫タI!'i!，'J WI， 'J:. VJ) ，]'. IY0 ltl小)1~ を水め た

なお 3秋川 lll(の小 i'IIJ川で(よvJ'iJIillj 111 l~ と抱卵数の|共l 係をよjとめた u

MaLing (よ，づt1 去 ， ぅ~ J ・6 と刷 1 ，v~ されることが多い 。 2 つ の ， J~ d討を等 Lいと W(.府l

する ~Il メくもめ る か， -1 ~ h'，"Jで(よ， Mtの'j:_封itlrHか仰の川、|勺に itll人 δれる fJ 1¥!)を交)i， 

h:ff.が*，'i8叶を tlW:の(本外に(、J~"f させる ij軌を公肢と I 111.j ，lhを 1'< ~JIJ する与ー え /j (泊

'1
1
， H¥ L~' )を 1%) 1I し た。 なおイ.~ Niでは， tlWのめ3JかWIJ0) JJ (.1)にあるい臼を !!jf位

する片品""，'でめ るji:状(イ， e:lllllulus venLralis に，M!が '~， 'i ~止を(、J ~I 't dせ るこ とが
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制策されたので(本市郊 1im)，"交政"の不11訳語を川いた。

多p;1 iliヲ

良司手ま1"'"tこ才二云Lする5i..ミ j妾，

DIJ守子動および.祭主主安直 j否j其月

交f長1j-1UJのfJl~は， 1 986 {j: 10) j 1 11から 1988 'il: 1 0 ) J 1 I Iにかけて行なった。雄

2 ~~I 体(平均以胸中長 22.6mm ，範 Ull 18 . 5 --25. 1 mm ) ，雌 3個体(、I~ l~j uJI j陶IjJ長22.

4mm，範 IJtl19.1--27.0mm) は， 60 x 30 x 36cm (65 Q )の氷柚で出合制行された 0

Dl試似体は秋川山人命'i11 jで収集した釘t}山等に欠H-lがみられない個体を川いた o

Dt試例体を長JUlll'dにわたって人 _[飼育すると天然とは見なった繁殖生態を示す

lザ能性があるので， 1Jj 11: ，新しい制体とうど燥し，計 15似体を飼育した 。性の判

別は， I101dich and Reeve (1988) に従い，第 1・2版)肢が変形して うど足以となる

ものをよ任，これを欠きめ 3}陶)仰の基部に生舶孔があるものを雌とした。 飼育氷

のiviJiM (よ行なわず，!開|りHよ|立射 11光を避けた自然光とした。水惜には循環よの

減過誤を校出し) 2 ~ 1m 11]:に 3 分の l の換水を行なった。投自l~ は 211 に l 度，熱情

糸川飼料テトラミン(テトラ・ベルケ社製)を翌日に伐 nt~ がお r- 妓る花度とし

た。飼行!UIIHJ111は8:00，12:00， 17:00， 22:00， 24:00に在日祭を行なった。その

ときにうど版行動力i 制然されたときは，在Jl~をを継続し， 1 J-1UJが終 f後に雌雄の vfi

)陶'1'J乏を ?JIIl~にした。なお伐 1 l\ 1 の飢察は!照 l引を川いずに行なった。

-t1~ ftllの}f(:リIj11ケWl(よ初j併であるため(本 42第2"-4 UIi )) }}U ~Ij 行動のâ:U 奈は 1987

11:3)j 1011から ど1)J3011にかけてわ:なった。 (Jl ，iA OI~1 (が(よ -1t iflj ili j:)11凶 lドト1:~~ のヒシ

ャモン川で j来集した 。 本flH'よゆ'1jJ旬 '1'1去18.0mm l'~ L に))~ Jえすると J包リIJ1l 1~1 付ヘが l l\ J 1~ 

するので(本!?め 2--4 uI‘1 ) ，それ以上の大き主のJM10 (1M休(、lil~j 23 . 1 m III ，範 Url1 

8.0--28.3mm) をftllJfiした 。 なお， ，t'l:の川知J(よI!oldichand Reeve (1988) に

従った 。 本制燃で(よ， そ~I段 ii到Jの制どきと l'iJ似の条('j:で DliJriとff!l祭を 1J--なったか 3

ftlIJ f1 水iM(よユ ニ ット式ク ー ラーを 川 いてヒシャモン川と 11iJ阪に Hi_協ときせた。



[*I~ * ] 
うどj友利 1UJの飢??5のsIIJff JUJ 11¥1 '1'の水 jilliは， 平均 15. ooC (純 IJ11 5 . 4 '"" 2 4 . 7 oC ) で

あった o t111J ff JUJ 11¥1 '1' に !1~~ 皮した {l，~l 休はみられなかった。 しかし， r'L 91Jは2例記i

然された(1 98 71j-3 ) j 2 1 I 1) vJ! )陶 I lI l~24 . 7 m m; 1988イ1:4) j 7 1I )以)j~lj 111 1え24.5mrn)。

交政わ!助が以初から以後まで飢労をできたのは日1-7例であった(ぷ3)。こ れらに

j l )illして飢??をされた行動を以 1"にぶした。なお， ()内の II!jlHJは，その行動;か制

策された平均 11与1111]と火以 IJU始後の、Ii.均 11与川fiJをぷす(7例の、Iz均)。

1.雄はJlt1rの背後から近づき ，片Jjの針tJ闘で雌の歩仰をはさむ。 (16.8分間 ;交

接開始後 0---..16.8分 )。

2. 雄は，'，らfJ1JIttjけとなり， Illaβ の針|仰 で雌の少)仰をはさむ。(19. 0分tlt1;交肢

開始後 16.9'"'-'35.9分 )。

3. h:fÉ は ~þ J仰で雌の!腹部を抱え ，交J長)肢を雌の環状体 にj妥触させることのでき

る佐世まで徐々にがJJftする (凶 10)0(11.0分間J;交接 1m始後 36.0---..47.0分)。

4. h立は針|仰で雌の歩仰をはさむのをやめ ，歩)闘 で雌の riti)陶 '11郎を胞える。な

お， h:ftが雌よりも小さい j必107は 3 よ，ftは交妓 '11， ~It)山 で雌の歩仰をはさんだまま

である。次に MfはうどJ長)肢を以状 (本に肢触させて 3 計f[-の入った 'tN臼 (Kossman，

1972) を(，J/iさせる 。そ のとき雌は JJ¥l内;をメしめているが ，Ht (よ ;ill'1jj' JllL加を ("1

ばし) J-d， hIを1111げてJltiiの)山部を包んでいる(1文111 ) ψ 川はときどき版 JJ ~ を動か

すo (84.0分Il¥l;交妓 IJU灼後 47.1'"'-'131.1分 )。

5. h;ff (よ交 J去)肢をJi:状{本に以 内出 させ る行 動 と，)_t， J山でJltirの以l陶"1f，i) を j~ th~ す る

行動をやめる。 (11. 0分Illd;交政 IJ目的後 131.2---..142.2分)。

6. h:(F.は以 II¥L:し))ill '，:行の7J:.勢となる。 (3 . 1分!日J; 交肢 I]}J~台後 1 42 . 3---.. 1 45 .4 分 ) 。
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ぷ3. ザリガ 二 の交法

イド J J 11 11，11 1111イfY ノk711J うど J長II，Jf 1111 
交法 11M{1~ 

vf! JJ何'1J lx (ωIII ) ulii持
( uc ) (分)

c:f1 ♀ 

1986イド 11)J2511 8:45"，-， 10:45 10. 0 120 25 . 4 1 9 . 0 

11}~ 2711 11:35"'-'13:20 8.2 105 25.4 27.0 

11)J 29fl 11:00"'-' 13:40 8.4 160 20.5 24.7 

11 fJ 30 11 12:00"'-'12:10 8.5 1 0 25.4 27.0 交法途中で 雌逃 亡

12月 4 11 12:00"'-'12:15 8 . 1 1 5 20.5 25.4(♂)  雄|司 tで交後行動
1987年 12月 1411 12:00"'-' 14:00 9.2 120 24.0 22.0 

12月21 r 1 11:00"'-'13:00 7.6 120 24.0 1 9 . 1 

1988年 l月 20II 20:50"'-'21:20 6 .9 30 18 . 5 24.5 交後途中で 雌逃 亡

1月 28f 1 18:30"'-'23:30 10.2 300 18 . 5 1 9 . 1 

7月 12 [ 1 17:00"'-'17:20 22.5 20 22.2 1 9 . 3 11 

7月 13日 19:20"'-'19:30 22.4 1 0 25.1 22.2 11 

7月 14fl 10:30"'-'12:15 22.6 105 25 . 1 24.0 



r~1 10. 交俊行動. ME (下 iJllJ)は雌(上 iWJ)のドに滑り込む.



図 11 .交後姿勢.



7. 雌はがJill:し， Mfと断れる。 (1.6分II'¥J;交政 U}J始後 145.5-----147.1分)。

うどJ妥:(j 1i)J 7がidl祭された 11の、11.1匂ノ1<iluiは10.6 0C であった 。~ 肢はJl!it.kif.とも般

の似い状態で行なわれた 。 また ，うど後行動7が飢叙された雌Mf.のvJi1陶 fjl1えを比

較すると， h.(fのJjが大きいのが7例 "16例で，雌のほ!胸 111長力5lft.よりも大きかっ

た例は-皮だけ制??をされた (ぷ3)。また， 1カJJ以内に 21111以上の つど肢を行なっ

た伽|体は ，Mtで3(I~I 休 d められたが ， 雌では観察されなかった ( 表 3 )。交肢は

終始， ME 1:体で行なわれ，雌の (1発 的 な行 動は7だけであった 。 また，交妓は

1"1 rllに行なわれる JJ，Jfiが多かったが ，佼 IHJでも観察された(j_~ 3 )。

Mfがうど肢をぷみ， 1 -----3の行動をぷすが3以降に近反しなかった例や， mが他

の雌に対して 1，.._， 3の1i 1VJをぶした例も観察された(表3)。こ れらの例では雌や

粘包を(、j，{Iされそうになった雄が， ltl初に "JijJjに歩いて逃，ililしようと試みる。

それでも逃れられ伝いときは，服部を激しく数 Inl，Jlll lluさせて， /1< "1を遊泳し
て逃点した。

Pf~ 卵行1VJWl祭のためのか1fJ }ijl 1m 1¥ 1 ，ノ1<i凶は‘v均6. 50C (範Vtl3 . 9 --9 . 90C )で
あった 。{GGI~ は長 I~6例{本で飢察され ，供試似 体の60.0見を 1J iめた 。 それらの個体

はすべて佼 II¥Jに注卵し， A ~ II¥Jに庄卵した 例外;はみられなかった (j_{ 4 )。 また，

産卵した全ての州休は 11:.み lUした 卯 を受粕させ抱卵し ，}'f 91'J似体における胞卵

個体の tH別本は 100.0%であった。それらの 例 体では IL飾な j包卵数の計数は行な

っていないが， I1例制祭によると，秋 川以の小れIJ川 における抱卵例体(第 3章

第4un)と卯 biがほぼl'iJ似であった 。 なお ，ft'iJ fr WI II¥J q 1 に 11~~ )交は釧察されなか

った 。Mason(1970) はザ リガニ飢が陀卵するわ'.1VJを以トーにぷす 3Jillりに I-{分し

た: 1. }}'( ~ ljl'J ，‘'jiJ :( J 1)J 0 ((.:卯 (I，~I 体力5 /Jくれlljのf{J勺に間まり， ~t， )山で版 1I 去 を しごく f J~ 

1VJ ，グル ーミング groomingを:(J~ う。 2 . N~ リ I~ 1 J" 1UJ。グ ルーミンゲが 作11~ して

から卯の VI.，'1'，が終わ るまで。 3.Jl'(i 1) 1~ 後:(i 1)J 0 (本を .Ai_::のリ スムで )よ似させる

行動 turningが終 fするまで。この定義に従い ，'(今lt9 1~ (II~ (本でJl-)illして ill討を

された行動を次にぶした 。
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同 j陶Ijl長

表 4.ザリガ 二 の産卵

一一一ー一一一一

19871ド3)12011 21:30~4:20 8.0 27.3凪凪

3 J J 28円 22:00~5:30 5.0 28.3 

3}] 30日 23:00~7 ・ 10 4 . 1 24.5 

4 ) J 9U 19:40~ 1:30 7.0 1 9 . 1 

4J] 1011 21:30~5:30 7.5 18.0 

4)j 14L1 0:30~5:40 9.9 21.2 



雌lよlr91 ~ の 1 )ill U'd ，f'I ~ ，'，ijからノkれlljの f{j咋に間まり 1 1也の fl，'，l休がよ!j_得ると激し く

)ùい やった u また，その ~M (1-， Iよ主1t仰 を休の 11~ I(!Iに突 き1'1¥し 3 やや|付 O!IJに1111け て
「ノ1の Ij< J JI，' J を )I ~ ) )~し， 17{ ま っ た UJ J ~í の (殺を ， 'j íJ ))に1111しil¥9。 そのため 1 ;Jく伴1:0) 

f(jは作んだ状態に必る (1三112)。

J)f: 911 4 '"'-5 1 1 'Jijになると雌は1:に針I仰 と第 1・2歩仰で ，'i_ち 1 wi胸 1j! i怖が J氏信長か

らシじすそに雌れる，f'l~ I止に休を持ち Lげ、，第3・4ti-， !仰を川いて !lU!肢をしごくグルー

ミング が紛然された 。 その行動のおi策される頻度は 1 }主 GI，jの4'"'-5 l] flijまでは，

11] 11 f J-っていた 51111の制祭 "1で 1'"'-31"1であった。釘II交は j主卯の 1----311f日になる

とl匂まり， 1 1.1に4----5 1"1 ~Jl 察された。 {j~ 試 n，~ 体は tlW された 11主 ， (本名部に~)~等

が{、J;{iして ii;れていたが ，J)rt GI~ の 1 ----2 1 1 II ijには版)伎の汚れだけが治ちていた。

2. ff卵行 動

a. グルーミングの停 止

断続的に行なわれていたグルーミング行動が停止する。そして度。N開始が

開始される。

b.ゼラチン状物質の分泌

雌は 仰|臼けとなり，腹部を {It， ばし足扇部を tHIげた状態で，腹部全体で「パ

スケット引」を形成し，その姿勢を 保 つ。その 11与，針|脚や歩!仰は頭)陶 ql古fSの外

側に Iru かつて政射線状に投げ I~H さ れ，「万蔵 」 を行うような姿勢となっている。

その後ゼラチン状物質が版 部 に分泌され ，その物質は第 2歩!l4J付近から足扇に

かけて分イliした 。こ れらの ii到Jは、|三i匂21.3分!日J~c き ， 観察された |昨日刊行;は}主卯

閲灼後、IL均0----21.3分である。

C. p'f:. GI~ 

ゼラチ ン 状物伐の ' 1 1 に G I~ が f)I: ，'1 ¥される (Iχ1 1 3 ) 0 f j illJJが継続した 1I，1f11¥1は ¥I_':

j句23.2分II"du i J. l)Jが制然主れた 1I与U¥J，:;， ~よ )l(リH 1m !Jfi f女平均 21."1----c!-1. 5分。

3. rL G I~ 後 i J-動

卯の fJl:，'1 ¥ fを，n聞は vf!)向 Ij1 l~i S の 側 l(tÎ が Jl~ 僚に {、I くように 悩 たわり 3 このとき釦

仰 と)1-，!山 (よ，やや 1111げられた状態で 1 JlU l(tIのん.Ituヘ(11'ばされている 。 Lばらく

すると 1 nUL (よ !10.Il'II がJ1I伐に以 触 するような 辺市の姿勢と似る 。 その後 1 )}じ 1)1~ (I，~ I 



位I12. 産卵白I1のザリガ ニ



図 13 .産 ijl~"1のザリガ ー



(本は逆の/jItljのwl)J旬'1 1 側 (~l~ を j点僚につけて愉たわる 。 これらの以転行動は，

立のリ ズムでk役された。 イiをItljいて偵たわるわ:1UJと， )ill 'iÎ~ の姿勢 を (~~ って い

たfJ' 1!)J ，次に)，:を1(Ijい て H~ たわるわ・ 1VJ を 11"1 0)以似 fj MJとdると，その 1"1紋(よ 6

{1M休の、FJ句で 10. 11111であ った。b('1以ii lWJ の 11ケ U\Jの l~ さは、jí- 1匂313.1 (純 UlI， 240 

~ 395) 分であ った。なお， 1例だけ(1 987 1 f 4 ) J 9 1 1， l!JI胸'11長 19.1皿皿)ではあ

るが反転行動の 11与 II\J を l 卜~ (1ftに記録できたので|時間配分をぷすと，反転行動は 10

川繰り返され，イi側を li'Jいて愉たわっていた l時間は平均 12分(範凶 10......， 18分)0 

左側を，，'uいていた 11，'[II¥J ，よ，平均 10分(範 Utl6......， 18分)。 通常の妥勢を保っていた

IkJ IIU は，、I~ Jむ9分(範 UII5....... 14分)であった。

第三~ 2 j三百

ノJ"inf J r I (.，こ二f:3 tする第三三ヲ直 l司其月

[材料とんi~~ ] 

剥台は， 1 99 1 {I: 1 ) 1から 19 9 2 {!: 1 2 J Jにかけてほぼ句)J 11nl ，北海道の岸川村に

あり IJ -4~ iM に j主ぐ小川川 で 実 b包した(凶 1 )。この小川川は長さ約 lkmで，川幅

はlJ大でも l皿松，水深は ltlも淡いところでも 5cmである。調企地区には流松 40皿

おきに謝 fi~)~ を設け r11 2 S地点とし，得定)，).には剥丘 1ljにi皿x1mの止j}杉枠を設

置してサ'リガ ニをは1&した。 /kil，J は 3 小川川の L 流 î~，H と t.: 流仰のAく泌がほぼ|司

被であったため， iAi f¥:の"111'1]地点を定}，'-.i_として訓IJったo t~ 11ftした個体は，現場

で顕胸 1111{の測定と以ドの請をは祭を iJ-ったのち，近郊の IJ ¥れu川に以流した。 性

の・1:リ))IJは， lIo1dich and Rceve (1988) に従 った。た だ L， l!f! lJí~ø '1' JJ_ 10m rnょ;前

の例体に ついて(ょ うど山肢がよ免法であり (Kul'ata， 1962)，内 11日だの ，tllU ~JIJ が

州知fであるため， JIW Mtを1リ}JIjせずに縦エヒとして倣 った。航に ついては，抱卵

. t包f(~のイ j Jm， *，Ii包の{、jイヴ状訓 (Kossman，1972)，セメ ン ト似の状況

(Stephens，1952) についておi絞した。 とにお， セメ ン ト IH~ と(よ JJQ 対l 他自主を(Jーす

るサイ ズによ:七し たHW， の)!iJJk のJl~側に特別 (I~ に川られ る l ' lm で あ る。ア メリカザ

リガ ニ P. clurkii ではJ)I'J犯の季節I'I~ な ÙJ l~ に fl いプとよi と ìTJ Aを繰り返し， 1'1 B[ 

が多いほと卵巣が先述していると 4((~ ;，Eできる( ~ 'c・松ト・， 195~ じま た い包 と

38 



は，火以 11ケに Mfが雌の版印に{、J~t'f させる*，'] [-の人 った袋であり 2 交政の {jJmの

H1十JEとなる (ワ13t;i.311Ml)。 J包 91~ '1' 0) リ I~ についてはよブ自 IIH 卯と jt IIH l)IJをI-{}}IJし

た。セメン ト W~，よ ・七・松卜 (1954) の制政に従い ，Ji JJ立の J&D!IJに 1'1f)f か) ，I，~ (，: 

た状泌を ，'，iJJUJ (s Lage A)， l'll)fの数かJ¥'(/ )JIIして+111，に似 して JiJJ立 の Jl~ 側 全体

に広がった状態を後JUI (s t a g e C)， 1，ltI I月の '1'11¥1を'1'JUJ (s t a g e B) とした G

[結栄]

，H 231'11の，1J.'Jftにより，総計でよfr599 flM {.tf~ ，雌 621例体，椎エヒ 431似体を観察

することができた。

~，Li 包が d められたのは以胸 '11 長 18. 1m皿以上の雌であ った。 |βj僚にセメン卜腺

は1ifi胸 111J~ 1 8. 1 m m ，抱卵は 18.0mm，抱維は 18.1 mm以上の似体 で観察された。よ

って成熟は以胸'1'J三18.0mm以上の例体でみられると考え，これ以上のサイズの

側休 で抱卵 0r'，1体な どの n¥J見本を計算した Ch5)。粘臼付者個体の割合は， 5 J j ， 

6) I (こは 28.6'""-'66.7%であったがり!と 8)Jには 0'""-'18.5おに激減し l 9 J Jと10) jに

は J~l )JIIし20.0'""-'44.4%になったのち，そのままの頻度で推移した。セメント腺

の/l'， J)~のモードは， stage A が9JJ (1991年が 86.7%; 1992年が 14.3見)， stage 

Bが10)J (19911j:が33.3%;1992年が 44.0%)，stage Cが11JJ以降(1991 年が33.

3 --.， 44. 4 %; 1 992 {I:が0.0'""-'41.7%) と， 1カ )Iずつ遅れた 。 抱卵する ljJ殻類では

ー般的に， }}じ卯後しばらく は未発!ll{GI~ として発 ' I =. が進行し 3 そ の後 |時間が経過

して卿化近くなると免1I1~ 91~ となる。Jlli ~I~ 後あまり nを!日j が経過していないとみら

れる点先 IIU卯を他卵していた似{本が何られたのは， 1991年は 5JJ (33.3見)と 6

n (4.8見)， 1992作は 6JI (57.1お)であ った。比 卯後 2 あ る限度 のu主!日jが経過

し卵7化か )Jiいと与えられる先 IIU01~ 抱卵例外がn¥H~ したのは， 1991 1 1 : (よ 6JJ (95， 

2%) だけであったが l 1992イr(よ 6)J (42.9お)と 7)J (20.0お) で， [，IU {j:において

6 J Jがモ ー ドであった。 山H(:fl ，~1 休 の n¥ J~~ は 1 ， llj ，V.'J伐 {I:において 7) JにI}Hられ， 1 991 

{I: (よ 8.8%，199211:(よ 20.0%であった o 点先1I1~ ~H ・先 IIU 91~ ・山村1: (II~I 休 のじークは ，そ

れぞれ l力 )Iずつ遅れて n¥ J}~ した(ぷ 5 )。
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位が多数とはり +1111に怯触する4人他
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気全~ 3 長官

:tii'JJ (.，ニヰラ Cナる第三三列車)-a-J只Jj

[材料とん iL] 

訓台は 1991'Il1J1から 19 92 {I: 1 2 J 1にかけて 1rj) J 11"1 ，北村lJ).且の脱出 IJIIにある)tiJ

utJ 80 Omの湖lで行なった(12<1 1 )。この湖jは桜，'::)855 mに位置し，ほほ I'J形で， h芝大

;Jく訪日 5.0m， 、|え j句ノK?京1.6皿で流人，流 IIIrnJ川はない。湖岸 20皿おきに三I40~ }，~を

設け，作ki:jJょには 1洲fi1ほに 1m x 1 mの )J形作を設置してザリガ ニ を採取した。千今

ii;j.11のノrkifuiに大 j11が川られなかったため， I~j に位出した l 定}，~でノk 泌を測定し

た。 1%111iした例休はめ 1m!とbリ伎な制労者を引なった後に，近仰の小川川 へ版流

した。

[*8 * ] 
i~ 1 241'11の飢祭により h1t54 9 ~~体，雌 595 似体，稚エビ 169例休が何 られた。精

包は山1J陶1111ミ18.0mm以上でをJl察され， liiJ {.主にセメント腺は 18.1皿皿，抱卵は 18.1 

mm，抱縦は 18. 1 mm以上の大きさの個体において li¥射した。 よって，頭H旬iド長 18.

Omm以上の雌は成熟サイズに迷していると与え，これ以上の体サイズの雌で抱

卵例体などのr'1l刻字を計算した(長6)。粕包付着例体の剖介は， 5) 1まで 100児

近くの llaJい知度で推砂したが， 6)j --8)1にO近くになった。 9)Jと10J 1に地 )JIIし

て 100%に近づき，それ以降は高い ~1ï }交を保った。セメント腺r'U別のピークは i

カ)1ずつ辺れて r'11 J}~ し， stage A が9)J (1 991 {I:， 47. 2 %; 1 992 11:， 75. 0 % )で，

stage Bが 10)1 (1991~1 ， 80.0見; 1 992 ~ 1:， 35. 3見)， stage Cが 11 ) 1 J '~ 降( 199 

111:， 71. 4'"'"' 80 . 0 % ; 1 992 ~I ~ ， G 6 . 7見)であった 。 ボグt1Il~卵を抱 91~ する!ttiÊ は 4)1 '"'"' 

6) 1にかけて判然された 。 発IIHGI~ は 1992 1 1 : の 6)J (6.7れだけに認められ》抱鮮

側体は以架されなか った (ぷ 6)。なお 3 ぷ先 IIU91~ t臼リI~ 削{本の .';11fiは 1991 ij:が 10

0% (4， 5)J) -- 38.1お(G ) J )で， 1992イ1:が 100見(-1)1) '"'"'77.3見(5 ) 1 )で 2il: 

11
1

"を通じて 4--5)jにヒ ー クがある。 泊。I~ . i包Ht州(本の n'1 J}~ 状川(ユセメ ン ト 11以の

ピークのように刷WI的に，111，J~ó しなかった。



}.(6. ~仁陶泊の洲j におけるザリガ ニ の蝋地雌制体散と 1 1\ j見知l主 (X)
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" I点熱サイ ズ ド通した u!l胸1)1U. 18l1li1‘1， Iの制{本.

I --宅.fí~ 卜( 1951) U)定花にばい I AIよ1'， (自の知的が胤肢のn!l0(11 1: }.'，~ (1: 4・-6i人態・ BIよ A~ : ('(J) '1'1111. Clll"色山知
粒が多数となり相 Ifに出触する状態.



訴さ~ 4 長官

5主、有王再主 R良グ〉ノJ"ぜ可 Jr I l.tこ去云けーる

j包-!1fJ勢とと事~安直 l司其月

[材料とんiiL ] 

訓 fitJ~ J9T， 1本!Rん iJdよ第2i;zの第3u↑jと1，リ係とした。ただし， ，調査WJtt¥Jは 1986

---1989年にかけて行なった。 4~ 奴~は定 J11 を設定したが， hl も L 流に位置して

泌ノkの修科が姐いえE)，l，~で，副社台 fTj にノ1< illJ を~!IJ ~じした。 11j られた似体は第 1nI1と

|司じ|付作を記録した後に小川川に反した。また 1989年6fJ 411に係集された抱卵

例体については持ち州り，抱卵数を計数した。

[市15541]

39 ['I}の制終により Mt45 0 ~~j 体，雌 439 個体， ，稚エピ210個体が得られた o なお ，

本生息地では泌ノk の彬響が強く環 1克が安定しているため，個 í~ 数密度に大き

な{I:変動がみられなかった(第2章第3節 )0 また本調査では 1r~IJ の採集で得られ

た個体数が 10数例体的後と少なかったため ， 各年のデータを J~ )j1Jにまとめた。

採集したザリガニの抱卵雌の展小個体の頭胸 中長は 18.0rnrnであった o この個体

より大唱の雌は繁舶能力をイiし，成熟サイズに達している個体と仮定して ，18. 

Om皿以上の雌に，liめる抱卵雌や抱椛雌の削介を ..>>.7にぶした。本発 IIU卵 を砲卵し

ていた雌は3))---... 6JJに，'1¥.ß~し，そのピークである 4)Jには 96.4%の似体に抱卵か

認められた。 5JJ，6)1には繁納能力をれする OM体の約 I!:VJ..がた IIU卯を抱卵 Lて

いたが， 7) J になる と 抱卵 (I，~[休は 7.7% に激減し， 8) J 以降は在日察されなか った。

抱桁例休は6)1，7)Jにのみ何られ 3 そのピ ーク は7)1で38.5犯の制休に dめられ

た。それぞれのピークは点先 111~ 卵胞卵仏'，1 (4~ ・ jé IIU 卵胞卯例体・抱 fi~ (lbJ休の順序で
fj~ J)リ的 に ，'1¥J!~ した。

抱リ11 数 lよ 1~川休、li たり 33---... 69粒であった o 抱卵 (I，~ (本 の凶 JtiAllI jl J三 (X，mffi) の (11
1

iえに従 って 抱卵数
(Y) (よJ門大する似 ，tuが i泌められ IIIJ自の11¥1には， Yニー50.69十-1.

704Xの|対係があ った (以小 :呆法， N=14， r=0.85， Pく0.001) (1刈1-1 )。
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表7. 分 flilキj11l~の小 M 川に生息するザリガ 二 の雌における繁勉 j占1 !UI . 

制 n(よ198 G 1rか1')1 98911: にかけて ij-a)t"L， ('r .tk fiE: U) j出U)(1M (1.-似 U J I ))IJ (' ~ I r?され t.

ー---'.< ---唱 一

v!'i JJ旬11' 1~ ぷ発 1114~I'J 発 1111~I'l 1ii tH: 1111 HL ~ù J支 (見)

月 おi保e IIL j句ノ'Kil"l 18111Ul・ Jメ I~ 抱卵 Hnif本 J包 ~I~ (凶(本 (ib1 f牛数 一一一ー 一一

白|数 (OC ) の {I付{本数 数(B ) 数(C ) ( [) ) 100 x 100 x 100 x 
( A ) C/A U/A 

1月 3 9.5 。 。 。 。
2月 4 9 . 1 5 。 。 。 。 。 。
3月 4 9.4 14 3 。 。 2 1 . 4 。 。
4月 4 10 .2 28 27 。 。 96.4 。 。
5月 2 11 . 7 30 1 5 1 5 。 50.0 50.0 。
6月 4 11 . 0 4 1 1 3 2 1 2 31.7 51.2 4.9 

7月 4 12 . 1 39 。 3 1 5 。7.7 38.5 
8月 3 1 3 . 4 3 1 。 。 。 。 。 。
1月 2 12 .7 11 。 。 。 。 。 。
10月 2 12.7 15 。 。 。 。 。 。
11月 3 11 . 9 5 。 。 。 。 。 。
12月 4 10.0 。 。 。 。

事生物学的巌小形.



云きf劣ミさ

うどj長1J: ~J は， 7)1) 11""'"' l)Jに飢察され(ぷ3) ，天然における交肢の|時期(友

5・6)と多少の追いが認‘められた。これは飼向)]<泌をノく然と |υj線に Ht:移させな

かったことが )J;iI人|と jUわれる。また，交伎の 11与IHJは以伎を)lliじて観察され，特

定の 11与II¥J11iに集 111することはなかったが (}{3)，河川イくと 1，iJ係なノ1<iMで飼育実

験を行った能以 (1978) も"IJ微な飢祭料製を版行している。よって、午息地に

おいても，交阪は~~伐を Il'tl わずれ: なわれていることがぶ|俊された。

S k u r d a 1 et ul.， (1 986 )は，天然の生息地で産卵 !~I のヨーロッパザリガニ

Astacus αstaC2ts の雌は iカ所に fYiまり，ヂ活発となり行動範 U!Iが狭くなることを

報竹しており，これは本れ'，*でflJられた産卵前行動と同伎である。ザリガ二の

交彼 11与11¥1，交政川数， うど版姿勢を凶|付に生息する他極と比較した(表 8)とこ

ろ，ザリガ ニのうど倣 11ケU¥]は他位と比べて長く 3 アメリカザリガニ P. darkii の

約6的，ウチダザリガ ニ P./. trouノbridgiiの約 11倍であった。ザリガニの交段姿勢

は他極と比 '1攻して雌!iitの{¥J:，I"iとilt)仰のもむ川のイj1mが特兇的であった。なお，ザ

リガニ数で雄がド側となり， Æ{~ が îlt 仰を川いるのは，交 J安行tJJ の辰初に雌を~

躍するためだけである極はザリガニだけである (Huner，私信)。よって，本種

の交後姿勢は極めて希であると考えられる。

・穐の産卵は f支1mだけで観察され (表4)，野外においてもこの時間帯に産卵

が行われていると与えられる。 Suko(1958)は本|付水柚で飼育したアメリカザ

リガニ P. CIμrlui が伐lI'dに作卵したと械化している。北アメリ力に生息するア

メリカシ口アシザリガ 二 Orumeclω !i;nOSlts でも j中卯は皮 11¥1にfJ:われ(A n cl r e ¥v s ， 

1904)，ザリガ ニ と"リ係である。

ウチダザリガ ニ P. 1. trowbridgiiやアメリカシ口アシザリガ 二 0.I im (}S US で(

宅内ノlく村iiでの制然により jl'{，卯行動が詳しく 11G，1売されており，これらの行動を本

純と l七LI攻したところ，ザリガ ニの民主卯前後， N~ ~I~ 1 i 1)Jは他位とほほ IriJ除であ っ

た(R9)。 なお初i祭かIJに乏しいため |りj縦なれlj論は 11¥せないが， ((~ ~I~ f主fJ-' 1VJにお

けるザリガ ニの)x'I!J_¥の 11'・さは，他磁と比べて遅かった 。 またアメリカシ口アシ

ザリガ ニ 0. Lunosus では jえ'1以1;. ill)J により/じれの)阪jJ主に均等に ~I:Iが{、j 〆行するとキ11
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fI;されている (Andrews， 1904)。ザリガ ニ における反転行動の怠義も， )正イiの

JlU岐にバラ ンス凡く卵を{、J~"f させるためかもしれない。

Ij l 位以において，交 J左や l(~ 卵の JJ U~ ，他。I~ するクル ー プではリIJ の版 JIムへの(、J

lf Jj iL には，い くつ かのタイプがあり，それぞれのタイプは分知俳ごとに J~ 泊

している i部分が多い。そのため，ザリガ ニ の繁舶 jJ泌がどのタイプに j再するか

を|りjらかにすることは生態乍的な特性やそれと関係した分知的な作置を認識す

るためにも抗~である。 I jI妓 ~1 のつど妓，陀卵行動は大きく分けて 2 )ffiりある 。

つはスジエビ PuLaernonpαUczルnsなどのように雌がまず産卵前脱皮

pre-spawning molting を行ない，性フェロモンを般 ll¥し 3 これに誘凶された

よ住と交後した!I't後に比卵する Jt!である (Kamiguchi， 1972)。 他の ー』つはモクズ

ガニ Erioι:heir jato Jl icu のように JI:脱皮|時期!に交践する引である 。 これにはフエ

ロモンが|刻りしておらず，雌は交法後しばらくしてから注卯を行なう。さらに

後打は 2)~fl に分けられる 。 モクズガニ等は Mr 1:導的に交版行動か行なわれ，雄

が雌と強制的に うど i~ が行な う 強怠 '~1 force ma t i ng であり， ~(t は交法相子の性

の認識が卜分ではなく， i変触した相手と うど後することを試み，交岐に{下う複雑

な行動を;J¥さないのが特徴である (Kobayashi and Matsuura， 1994)。 一)5， 

シャコ OratosquiLLα orutoria は交肢の前に彼雑な行動をぷし，これによって相手

の性の認識を行なう (Hamano， 1988) 。ザリガ ニ の交妓行動は，産 91~ ，脱皮 H与

}切以外に行なわれ，雄主導的であり，交J左前に彼雑な行動を示さなかったので

強姦塑に胤する。なお， Pippitt (1977) はザリガ ニ 郊の多くは姐姦型の交俊

行動を行なうと報(りしており，この矢11凡は 本結*を支持している。また，本橿

では雌 ItIJ1:で うど肢を試みた京Ilみ??わせもをtl察されているが(ぷ3) ，この行動は

ウチダザリガ こ でも側代されている (M a s 0 n ， 1 9 7 0 ) 0 t.(F 1， iJ Lで交肢を試みるの

は，ザリガ ニの交岐ii ~J にフェロモンや後維な行動が ff {l~ せず，交段付l 予の ， t'E

の認識が卜分ではないことが )J;(I刈し ていると出われる。 1"tl91~ WJのアメリカシロ

アシザリガ ニ 0.Lim OS1tS ，よ作。I~ liij }悦 j支を行なわないため{本名部が汚れているが，

産卵行動でグルーミングを行なうため版 )伎の 汚れが取れ，これにより卵が確

実に(、j符す る (Andrews， 1904) 。グルーミングによって ~lj れが治ちるのは，そ

の歩!仰に倒i状の!刷毛が 'I=.えており，これにより版肢を隙るためである (Andreh'

S， 1904)。なお， / J ¥ rllJ川 においては集される本相の JI二脱皮JUIの似体も通常， (本
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f今日gカ$i I jれている(加 4I';i: 1:0 1釘'j)が， };f~ 卵JltiE はグルーミングによって版肢がき

れいになる 。 よってザリガ ニ におけるグルーミンクのぷふ(よ， M か }ff~ 卯，jíj J~~ 皮

を行なわないため ，il jれたままになっている JliLJ肢を少 JlLlJの II~JIJ 毛できれいにし 3

Øl ~ の{、j /fをωjけていると考えられる。 J白。I~ する '1' J'泣飢 1.J山111のリI'Jか!lll!Jム(ニ{、j1'i 

するんIi1~ は人きく分けて 2つある ( Aiken and Waddy， 1980)0 1つは付右物質

adhesive substance が必卵と!日au寺に雌の体内から分泌され，その物質によっ

て卵が版岐に(、j心する JJiLである。他の lつは ， GI~ (1体の分泌する物質によっ

てイ，j，{"fする Jjil~ である。ザリガニは応ゆI~ に先 'J. ち， (、r;{守物質とみられるゼラチ

ン状の物質が版印で t~l 討をされた。よって， GI~ の付折々 ~L としては前台の(，J 着物

質による Jj法であるとィ号えられる。

小川川(北沿道 )I)川村，秋川県大館 rU)と~，~1 (北海道鹿追 11IJ)において雌は

ほぼiIfi胸中長 18m回以上に成長すると粕包(，JJi )セメント腺の発注，胞卯 ・胞稚

といった繁刷機能がみられ成熟するので，これが生物学的 M 小 }f~ と考えられる。

これら 31也 I~ では生息ヤ 1 1\ 1 や /1< jM などの J~ J克が見なっているにもかかわらず生

物学的以小}f~が等しい。本 flfi の M 小}f~は ili 伝的に仙|定されていて，多少の様 I売

の追ーいではえそが'1:じないのかもしれない。

北海道の 2地 l正では，五i 季に *1う包が{、r 者していた雌の t l ~ El頻度が低下したが，

この 11与 WJ は抱卵 ・ 抱椛例 (1~/ 1¥ J1~のモードが過ぎ ， 脱皮fLM (本が認められた 11主!UIで

もあるので(第 41;t加3・4tm ) )稚エビの般 /1¥を終えた雌の脱皮に伴って精包が
消失したものと考えられる。 9)Jと10 ) j は紡包を有する 似 体の ~n J主が噌}jllして

いることから，交政 11与Wlであろう (ぷ5・6)。セメン卜似については )stage A 

のモードが 9)J) stage Bが 10)J) stage Cが 11j J以降にみられ(長 5・6)) n1tl 

l位以で， ヱ'i1~1~ {tlが発注を好iめてから 卜分に先述するまでの JUIII¥Iは9J jから 11 J J 

でかけ，I[~\ になるものと与えられる。 J包リI 'J . J包雌 (1 1'11 川、 1I I IIH~O)iIL 防か()みると

小れIJ川で(よ 5)J) (I~J では 4) J に }f( 州 した (II~I 休がり )1 ----7) J までの 2 ・ 3 力 jJ 11¥1にわた

り)t包卯 .1包脱しているのではないかと)ぷわれる。小 i'IIJ川ではた IIHリIJ1包YIJ(I，~休

と抱椛 WII 体が制~をされたが ( 衣 5 )) ~NJ ではそれらは飢然されなかコた(火 6 )。

小?IIJ川 と刈jのぶjilllをj包リ11・山艇 が制労ぎされた JUJI/Idである-1JJ"--7JJだけに j上11

て比似すると) ì l~J 0) Jjが1"""t:/)に iff:移している (ぷ5・6) 。 そのため刈ではリI~ jt 11: 

のJUJIlld が比似 I'r'.lj:¥lくなり， IJlJ 白 11主に先 IIJ~ ~ I \J 泊。I~ . t包縦 (1111体力'ifi II ~奈されなかった



のではなかろうか。 以上の ことを 考えあわせ ると 北尚道のI!'，j地|ぺ での繁納(よ年

に11111であろう。また， 11'，j J位以の繁仙}，'J!UIは11iJ係であり，繁げl機能をむした雌

がh:(f.と 9Jl-----10Jlに交J去を iiない， 9) 1か ら11 J 1にセメ ント似を先述さゼ ，セイド

の 4JJ-----5Jl(こJf(~ GI~ した後， 6JJ -----7Jlまで抱卵・抱縦し， 8) 1には 卯の卿化と 版印

の縦エビの JJxll¥を終えるものと考えられる。

秋川り1! 大館 Ijj の小川川では，未発眼卵のt1\~見状況から-J5. えると，応。IJWJ は 3

JJ~4JJ であろう (ぷ 7) 。 抱縦似体は 6JJ ， 7JJにll¥刻した ので ，これらの JJに

卿化が ll ~ じるものと出われる。 抱 GI~ ・抱稚伽I {本の IH刻MiJ交のピ ークは 11::1 wlであ

り、その lHJ>~Mi 肢も fJJj いことから，、1 1 地じくのザリガニの産卵も似体当たり ~r: 1 

1111しか行なわ ず，存に比例iした例外;の 抱卵.1包椛JUJU¥Jは3-----4力 JJであると考え

る。よって分イ111判|似の II ~ μ 地である小川川における繁地時 JUJ や II1J 放は，北海道

の生息地とほぼ川被と結論される。しかし，大館 rljにおける咋卵 H与WJは3J jで

あり北海道の生以j山よりも村 F!，!く，抱卵 JUJ1出も lカJJほと長 い(長 7)。これ

は北海道の 21淵汽地lえと比べて大館市の生息地は，冬季もノk泌が比較的高く惟

移する -}j ，抱卵がl認められた 4JJ-----7Jjでは ノk泌が比較的低めに推移 するため

(ぷ7)，必 GI~ jUJはいまり，抱卵 WJrt甘は長づ|いたものと出われ る。鏑木 (1932)

は，大館 rU 八幡沢(別ィ'l: の +11 染 iJ~ 地区)のザリガ ニの卿 化が 5JJ -----6JJにiJ-.われ

ると幸liftしており，4:紡*と は ・致していない。鏑本 (1932)の謝金した当時

の八幡以は，冬季のノk泌が制点よりも向めに雄移していたと出われる。このた

め卿化が J}~ (J:の大館 rU餅 111地区よりも半く生じていたのであろう。また， _t III 

(1970) は，北海道 や秋 川りI~ rl~ のザリガ ニ の lt: GI~ JUJは 1 )}f~ GI~ JUJにはい WJ群と後

WJ It下の 11:21"1あるとみ伝 Lた。この jlli 11Iとし て抱卵州休が4---... 7 ) Jと長 WJIHjに減

って以集されていること 1 .1じifJj;自で tI1Hしたザリガ ニの十(1:エヒ u)vii lIijJ '1' J三平IlJ)~ 

に2つのモ -1、(全 j之10皿ffi，全長 15mm) があったことに似拠を iitfいている。

た 3 本|付 flli]fj した ~M 体か 7)J I..'II)に応卯した ことも 月!111になっている(L IU， 1 

970) 。しかし徒 )~d (1 984 )は， )tJ点取りILf以山 )iUの椛 エビの 体長 が 1 ~ 1:: II~I (こ lJ大で

5 ~';~ .f'，~皮しか j成長しない と ~'I'I ，iiおしている 。また 小川川におけ るJA1三を求めた首3-! 

I';{ tu 3 iiiiの311以でも、1;J包VJ!lIilll '1' J~ 5 m m (全長約 10mruに十1.1‘'i) (7) ~ I : ~J~ ltI二と山!)JlW 11' l~ 

7mm "Jij後(全長 15mm Æ'，~ 岐に |、11 、''1 )の似体肝(よ ))IJのコ;)¥ート(:hf~ Lていることが

紘かめ られている 。 この 1~Wrに従えば， J.III (1970) の飢 ??を した2つ縦エヒの



モードは兇なるイド級H下ということになる u また， ~ 1: )斗 j山と l，iJ械なノKiMで制台し

た試験では， Q，i] (1した，iI10似体のうち 8:卯は 6{II~I f小に比られ 2 それ らの J;(~ GI1 !UI 

は3)Jド11)から 4)J'I'11.)に集 '1'していた 。よって 3 以前に夫施された1".111 (1970) 

のか1rJについては以 j九条件ーの l市制11が小川であるため lリjパはできないか，その
とき飢祭されたりJ1'. i ，)の比リI~ が天然の J>'a 91jと1，リ 11与JUJに起きたとは考えがたい。

よって，ザリガ L の此卯 JUJは年 1l' 11であると推策する べきであろう。また ，各

調住j也|メ.の繁舶WJでvfiH旬'111長 18m皿以上の雌に，ti める胞 91~ 例体の割合の H\ 尉頻度

はほぼ50幻メ Lを，Iiめており，ピーク|時には 100見近くになっているけが多い(表

5'""7)。そのため，成熟サイズに達した 18皿回以上の例体の多くは年!日iに1[nJ }主卯

すると考える。以上のあ111架から， 一般的にザリガニの雌は頒胸'IJ長 18m皿以上で

成熟し，うど肢が 9)J'"'-' 10)J ，セメント似の発迷が 9'"'-'11)j，産卵が 4)l， f包卯が4

--6) J ，伯雄が7) Jで， 1例(本が 111:に 1rllJ }生 91~ すると言えよう。

北村Ij迫の小川川と湖で$，'1包{、j右側{本の 11¥別頻度を比較すると ，m1Jでは 1991年，

1992 il:ともにピーク 11与には成熟雌の 100%の似体に粕包が認められた。 しかし，

小川川では 1991年に 66.7%，1992年に 57.1 %と低めに惟移している(表5・6)。

jj， J成熟雌に，Iiめる抱卵・胞椎似体のr'1¥現状況に注 f1すると 3 秋川県の小川川

と北海道の ?I~J と 1 99 111:における北海道の小川川は， f包 91~ .抱椎個体がピーク|時

には 100%近くを，1;めた(ぷ 5・7)。しかし， 1992年における北海道の小川川での

砲卵・抱稚例体の 11¥別ギはピーク 11与でも 57.1見と低めである(ぷ 5)。このように

北海辺の小川川で~，i 包{、j 右側体や抱卵・抱税制体の 11¥刻版!交が低いのは，生息

地II¥Jにおける 11=.以ヤ Il'dの泣いにも起 l人|しているのであろう。ザリガこの うど肢の

1りは，成熟したよ.ftが七件的に行ない，雌と lj白fHIJ的に交依する必怠守lforce 

matingであり， -t'L 7 ..L. [1壬ンが介!t:しないととえられる。よって，交伎の頻

度は成熟したJltffh:ftが)ti)illする臨本に依存することになる 。 ;r¥)Jでは 'I=.iliヤ 11¥1が広

いため 3 隠れ家である札(i の 1': からr'I'，て i ，~ :ftに行動しやすく ，)J~ 熟した雌脱が

{左側!する機 会(よ多いとみられる。 ・Ji，IJ¥ ;IIJ川では))父州 LたtlUt(よ 11i11_ 11"1は繁

地する機能を持っているが，イく j京が浅いため IJ:. }ぷ'くそI!'dが扶 くなり ザリガ 二が転

イ i の 1 " から 11'，にくく，ぬれもめるため )1~ 純1)11にfJ似Jできないのであろ う。その

ため，火以の機会が|・分に(J'(ti以でき F小れ'J川で(よ *8J包{、J{i (1M休の 11¥ J~~ ，iu伎が 1L 

4史的低 くなり ，イj~~N 卵 を j包 ljl~ できなしリ&刻 tlU~ が 1 1\ J 1~ するのではなかろうか。秋
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川 V，~の小 rllJ ) 11では， ;1< 泌が ltl も浅い場所である iJ~t Ult ~~~においても Aく 泌が 4 C III f'f 

J主あり ( 1ヌ18・9)， 1仏大ノJ(?米が 5Clllである北 (flj).uの/J ¥ i IIJ J 11よりも午以ヤ!日!か JLい

ことは|リjらかである 。 そのため， 2 ~IIJ ) 11 II\J において他。I~ Jltif.の 11¥ J~~ ~!'i岐に ?L~ か午

じたのであろう 。 イメfdlO)繁竹IliにノrJ<iM条件が大きく影響していることは (i{gかであ

り， 11: 7，~ '<~ 11'dが秋くなると繁船出動に J~~ 彬轡をりえることも懸念される 。

メド純の J包リI~ 数は 1 ~I~I 体、li たり 39---- 69粒であった(住114)0114:に生息する他の

ザリガ ニ矧の 1~1~1 体、li たりの抱卵数は，アメリカザリガ ニ p. ι:/arkù が 200---- 100 

0粒(:官， 1977)，ウチダザリガニ P.1. troωbridgiiが 150----800粧 (tllJ， 1970)，

タンカイザリガ ニ P.1. leJliusculusでは 9'"'-'350粒(上[11， 1970) と報刊されてい

る。これらに lじ牧すると，本純の胞卵数は少ない。また，これら 4極のリIJ任を

lt '1攻すると，ザリガ ニ は2----3皿lll，アメリカザリガ ニ p.ιωrkii は2皿皿，ウチダサ

リガ ニ P.1. troωbridgiiとタンカイザリガ ニ P.1. leJliusculusは2.5----3m皿で，ほぽ IriJ

様である( :_ Iと， 1973a) 。またアメリカザリガ ニ P.clark ii ，ウチタサリガニ

P. 1. troωbridgii ，タンカイザリガニ P.l. leJliusculusは l個体が 1年に 1[111だけ産卵を

行なう(て宅， 1 973 a) ) .l.~ もザリガニと I'ÎJ じである 。 よって，ザリガ ニ が国内

に生息する他のザリガ 二矧と比較して繁勉ノjが弱いことは lりjらかであり，ひと

たび減少した資泌を川彼させることは容易ではない。



炎 8. 11本に分布するザリガ ニ 矧の失後 1r !IVJ 
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20"-' 25分 l円に数日l 雄が上になり、

針!腕lで雌を凶定.

三 宅 (1973a)

ウチタザリガ ニ

Pacifastucus lenutScuuIS 

8----20 1 11 に 1!nl J庄が I~ になり、

劃|胸lで雌を凶定.

Mason (1970) 

ザリガニ 147 1 nに l回 雄が下になり、

歩脚で雌を固定.
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表 9.ザリガ ニ 類の j主 GI~ 行動
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ザリガ ニ 近 づく 似体攻智 2.セメ ン 卜状 1ι 2 ~ 8分

Orconectes グル ーミン グ 物質の 11¥fJiI_ ti 3 ~ 4分

Jimosus 3.卵の排出 I t1 rJ1 o ~ 11分

ウチダザリガ ニ ノk他角に悩まる 1. i万歳」型姿勢

近 づ く個体攻単 2.セメント状Pacifastacus 

leniusculus グル ーミ ング 物質のtl¥現

3.卵の排山

ザリガ ニ ノk憎角に留まる 1. i万歳」型姿勢

Cambaroi des 近 づ く個体攻 2.セメント状

物質の IH現

3.卵の排 til

Japonlcus グル ーミン グ

AllUl'eWS (1904) 
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緒

第 4章 脱皮および成長

Ijl紋釘!は脱皮にfI':い )Jx.Jーするため年齢形質がみあたらず，体長と作曲itの関係

を女11ることが難しい。そのため， Ij 1 J'投獄で j成長式を求めるためには jti止の制 (4・

を収集し，その(~~ J去を ijllJi.Eし，その体長市II)戊をコホ ー トに分解することが行な

われる。 辺市はれコホ ー トには JE)'~t 分布が適川されるが，この適 NJ がff:. =!iであ

るか内かを得制的に作 Iitするため謝台を経|時的に行なうことが必袋である。刷

Nのところ， Ij l 佐知における年齢と体 l~ の i剥係を求めるには，この子;去を民川

するのが 4 般的になっている (Hamanoand Morrissy， 1992)。 しかし，サリ力

このような冷ノk城に年以する桔ではhx長が泌く，しかも方命がかなり長いこと
が予先日される。そのよう必純では，出i齢化した制体の体サイスの分散が大き く

なり 3かつ， I JIJ後のコホ ー トのサイズが近践することが組、注され，年齢の解析

が|材難であろう。よって， -<1.: t.fn では，飼育を併川し，名(本サイズの個体力~ 1 ir: 

I1¥Jでとの，fll度成長するのかを予め調べておき，この結*を参与にして， {本長長J1

j点頻度分イIiの角的に if令を、liてはめるのが適切と考えられる 。 また雌では ，t生成

熟に fl:って， MIやぷ成熟な似体より，成長が遅れることもどえられる。よって，

j成長速度は雌Mt)JIJ， (本ザイズ日IJに求める必裂があり，成長式も ，t'tJJIJに計算し

なければならない。なお， )成長速度を求めるんiitとしては，ウチダザリガニ

Paczfastacus lωuuscuLus tyowbridgiiやノーブルザリ tf二 AstacltsllstacllSではブラ A ~千 ':J

ク!裂の外，~i~ 似 H般を{、j けた州休を I j:_ }斗 j世に肢がtL， Ili flりする /jU~ が川いられてい

る (トlcGriff， 198:1; Skul'dal and QuvenilJ， 1986).; しか L， うそi三か IOcmJ'(L 

iこ)JX民1るウ -J')"ザ 1)tf二二 P. L. tm凶brulgii やノ ー ブルザリガ 二 A. llsfUL'l{S (Lo 

wery， 1988) と比べて 2 本，fln の(本 l~ は成長しても 7cmW (:.七， 1982) と， 11ij 

述の 2Nlとlじ牧して小さく 3 外郎似 li能川けは燥しい。そのため ft，ijr1卜・で成長辿

肢を求めざるをiげない。

・般的に 111/i~ ~1 で(よ)~~ )主に fl って休 J~ の J\"/ J:..が比られ，それ以外の 11，1"JUIは(j~ 

サイズは変化しなし 凡 なお， イメ f1n の分布 J3~ で(よ点 jilll U〕余白j金1)Jがあり ( r'u :~ ..;]~ 

54 



m 1 ~ 3im )，脱皮の H、1JUIが比較的氷出が if:iめに Ht:砂する 11与JUjに|似られることが

予処!主れる o !I~~)長 11与 JUJ 在 J 山 Jk~ することは， (1.~ 1ミカ)1'('1 J:.. ~ . る 11)( l~ Jり!を〉、11ることに

なり， J& J~ パを泌i 川す る I ~で 役に，'/つ。このために，作例外灯の脱皮 11与 HJJ をj:1J

JJIJ する Jj 泌を {I'((~ '1.しておく必 必がある 。アメ リカザリガ ニ Procμ;nbμruscfark iiで

は脱皮が起こる1I，'fJUI に(小作 (J， I~ で許しい変化が起こることか弘11 られており( ~Ú Ij f ， 

1982)，こうした午与微を J目1}t{することによって /1:}斗 l山における }g~ )交の 11与JUIをiりj

確にできるものと!ぷわれる。 メド草ではザリガ ニの 脱皮 11与WIを求めるため，室内

水併において脱皮にイ'j':う体作部の変化を lリjらかにした。また成長」えを求めるた

め， 1 ~II の脱皮に fl う体長の別大と脱皮頻度から成長速度を求めた。また ，こ

れらの知見を似拠として，生息地での)ili絞収集によって作成された体長ヒスト

グラムのf伴析を行なった。

貸さ~ 1 j支行

愈司 f回 f lli己居芝 L二イ半う f本季子音ß~ 三2 (ヒ

[材料とノ7法]

飼育は， 1987if4JlllI1---1988年 12月3111の問に行なった。 Ut~個体は釧路

diのビシャモン川および秋川県大館 djの小れi]川で収集した 32flr'ij体である 。 U~ 試

個体はiIJI)陶 fjf長(1文13 )を測定し，第 3章第 l節の JJ~h に従い a性の判日IJ を行なっ

た。ザリガ 二を ，小イしのあるプラスチック製の訂J(9x6x5c皿)に個別に似谷

し 2 それらの ~líJrJ ffiを60x 30 x 36cmのガラス氷相'"に白いた(表 10 ) 0 fll~ とし

てテトラミン(テトラ村山熱川f.(t~líJ 料)だけを 211iこ. I立，で 11 に妓 ñl~ が少 id

残るれ肢に ljえた。ガラス水村ijのflriJfrノkは2;出!日11Jjに1/3をj拠点した。 Wilリ!は特

に引なわ r，1I1[ frJ 11光 を巡 りた ，'，然光卜に，Il'(l ¥た。また，ガラス 4く附にはり{j1京

式油過を行ない油会しした 。さらに ，ユ ニ ットパ水州川クーラーを付設して， UliJ 

内木村ljの水jilllをヒシャモ ン川ザリガ ニノ1:息地のノJ(iMとIrd除にJ任惨させた(Iヌ115 ) 

アメリノjザリプj二二 P. ιlarkii では )~~ J支11ケJUJ(こ _，11fj f川('11) (似品川)が ili も ~JI 片に

牧化し， 1行で jlJfすと'内 μにへこむことが京11られている(~fl Ij 1) 1 9 8 2 )。こ れに

従い，イベ (JllU¥ flr'11 f本に ついても 711 11}に11'11，刻卵を つかむ 十111伎の必さ で汁Ijf側i¥l)
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凶 16・ '11般の軟化を観察した丹11(11. (斜線郎)・
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表10. ザリガ ニの制角状刷

れ か|向Utl9fi11与の 制角1m9fi 11 脱皮 1I
JJrt胸 IJf民

<:(' 

♀ 

26凪凪 1987i，: 4)JIIII 198'1il:10JJ 611 

1 988 it: 9 J J 1 9 1 1 

23 1987if 4)J II1I 胸11111'1'に脱皮 II4・

23 1987年 4J1 I I 1I I 988 it: 8 H 28 1 1 

~ 3 1 987 il: 4 J-i I I I1 抑IIIU'1' C:. H見皮せ r
22 1987年 4H1111 11 

22 1987年 4年1111 1987勾 5H 4 [1 

20 1987年 4月1111 則附"，に脱皮せず

19 1987年 9月2011 198?!ド 4J J 2311 

1988年 5H1011 

18 1987年 4月1111 則HII'"に脱皮せず

18 1987if-4月1111 1988 iド 6Ji2011

16 1987 if-4月1111 則削'1'に脱皮せず

15 1987年 4月 11[1 1988年 9月 151J 

14 1987年 4月 1111 卸IIUJ'1'に脱皮せず
13 1987年 4年11[1 1988年 6J=f 611 

11 1987年 4J=fl1U 1988年 5月 1511

11 1987年 4月11[J 1988年 5月17[J 

26 

24 
1987年 7月 1[j 1988年 7月 71j 

1987!下 4月11日 1987年 7月2711

1988年 6月1611

24 1987年 4月1111 1988年 5月30II 

1988年 5J-:j 131 j 

23 1987年4j-J1111 1988ir: 8jJ 1911 
1988年10月1711

22 1987年 4月1I1 J 1988 il: 8 jj 201 ) 

22 1987年 4)11111 1987年 5j-J 311 

20 1987iド 4)J11 11 I 988 iド 5J 1 3011 

19 1987年 4JIIIlI 1988年 6月 11J 

16 1987!1: 4fll111 1988iド 7J 1 1011 

16 1987年 4月 1111 1988年 9J-I 41 j 

15 1987年 4打 1111 則110'1'に脱出 ilず

15 1987年 9J-J 2011 11 

14 198711: 4月 I11j 11 

13 1987iド 4)1 11 11 1988 il: 5 jJ 1 1 11 

13 1987ft: 4Jl1111 1988il: 6Jl 211 
I 1 1 9 8 7 Ij: 4 J J 1 1 1 1 1 9 88ft: 5 J j 1 9 1 1 
一一 一一一ーー



( 12<1 1 6 )をおi灼と人足し1nでつまみ，へこむものを秋化しているとみなした。

また， (本色， í1~ ゴた て干の状(')~も IrlJ 叙した 。 なお) vf! J/~ø III 1之10mlll ，-! ~ il:l:i 0) (11111けへ(J，'iIi' 

に'1
1般が 11火らか く 秋化以~ i)~ の lU }Jリがつきに く いので本夫~には仙川しなか っ た u

脱皮が初めて liJ似された 11および脱皮がわ:伝われた 11以降は， 1リ.11 ，背 1I1~与の

軟化状山や(本色， {.本ゴ~の変化て与を記録した。

[結果]

制 (j11'の111:，'，'，'j水jillは19871j:6JJ1711の16.60Cで長低ノk出は 19 8 8 {j: 1)j 2 8 I JのO.

20Cであった(Iχ1 15)。脱皮、LiI Jと脱皮前後の傾化状泌が飢終できたのは 27似体

であった(ぷ 10)。これらの例休が脱皮した 11与JUJは， 1987 {j-:はりj2311から 10) J 

61 Jの!日jであり， 1988{j ~ は 5)J 10 r Iから 10111711のIHJであった。脱皮が観察でき

た1Jの水制は， id117iが 19 8 7 {j二4JJ 23円の 14.OOC， 1泣低が 1988 1j-: 5 ) j 1 3 [ 1の7.9CC

であった。

脱皮に{'j:い， I jl般の透明化，軟化，体ぷ全体におけるゼラチン状物質の付着

等の変化が認められた。これらの変化は脱皮の l時期J (Iß~ J支前，脱 j支出前，脱皮

l直後，脱皮後)に対応している。そこで脱皮村|を段階 JJIJに4州に[x.:J)IJし(表 11 ) ， 

その経 H与的変化を示した(ぷ 12)。

脱皮の 6I J 11Ijまでは，すべての個体の脱皮十1Iは!日であった o 脱皮十11Nをぷす

例体は，脱皮の 511前から認められ，脱皮が近づくにつれ，その脱皮十1Iの個体

数の U¥JJ~ Mi }交は l\~ )JIIし， I~~ 皮211 ，'，Ijには 50児以上のか11体が+11Nにな った。 なお，

脱皮 1;11111から Wへと変化した州体が rljび IIIへ以ることはなかった。

脱皮後す べ ての íll~1 休{よ JÞ~ 山村11となり， I (よ I~~ 位 、 'í 11から 211後にかけて制

労きされた 。脱皮十11II (よ脱皮後 1.....， 1211にかけて制政され， m~)長 311 後にはすべて

の似体が十11IIとなり，その{受， ~、 11 IIの例{本の ;I;IJi守(よ減少した o !1~~)主ト11 II 1はj脱皮

411後からn¥ J}~ し，その ;';IJ 0iよ徐々に J\~ )JIIして， W~ 山の 1 3 11後にはすべての似

体が +11IIIとなった。



ぷ 11.体?を郎の特徴を主主にした脱皮十Ll 1 "-' IV 

の定義

IB~ )支 +11 制i策された(本各部の特徴

体表の汚れがない

ゼラチン状物質が申般に付着

背IjliWl 部を含む[f3殻全体力i軟化

頑 jj旬Iji部の叩般が透明化する

II {本表の汚れがない

背 111f]llJ 郁のみが軟化

III {本表が汚れている

背中側部が硬化

W {本色が胤化

{本表が汚れている

背Ij'l部のみが軟化



表 12. 得 !l5~ f曳fllを呈する似体数(見)

一一一一一一

れ泊 1Ii点。 ftJL終 !15~ Jy. +11 1 !15~ J主ト1111 )H~ J主111111 Jl )~ J主HIrv 
(lhl (本数

-20 27 。( 0 ) 。( 0 ) 27(100.0) 。( 0 ) 
-10 27 。( 0 ) 。( 0 ) 27(100.0) 。( 0 ) 
-6 27 。( 0 ) 。( 0 ) 27(100.0) 。( 0 ) 
一 5 27 。( 0 ) 。( 0 ) 26( 96.3) 1 ( 3 .7 ) 
-4 27 。( 0 ) 。( 0 ) 24( 88.9) 3( 11.1) 
一 3 27 。( 0 ) 。( 0 ) 21( 77.8) 6( 22.2) 
-2 27 。( 0 ) 。( 0 ) 12( 44.4) 15( 55.6) 

27 。( 0 ) 。( 0 ) 7.4) 25( 92.6) 。 27 27(100.0) 。( 0 ) 。( 0 ) 。( 0 ) 
+ 1 27 10( 37.7) 17( 63.0) 。( 0 ) 。( 0 ) 
十 2 27 ( 3 . 7 ) 26( 96.3) 。( 0 ) 。( 0 ) 
十 3 27 。( 0 ) 27(100.0) 。( 0 ) 。( 0 ) 
十 4 27 。( 0 ) 24( 88.9) 3( 11.1) 。( 0 ) 
十 5 27 。( 0 ) 23( 85.2) 4( 14.8) G ( 0 ) 
+ 6 27 。( 0 ) 21( 77.8) 6( 22.2) 。( 0 ) 
+ 7 27 。( 0 ) 19( 70.4) 8( 29.6) 。( 0 ) 
十 8 27 。( 0 ) 15( 55.6) 12( 44.4) 。( 0 ) 
十 9 27 。( 0 ) 11( 40.7) 16( 59.3) 。( 0 ) 
十10 27 。( 0 ) 10( 37.0) 17( 63.0) 。( 0 ) 
-j 1 1 27 。( 0 ) 5( 18.5) 22( 81.5) 。( 0 ) 
-j 1 2 27 。( 0 ) 2 ( 7 . <1 ) 25( 92.6) 。( 0 ) 
-j 13 27 。( 0 ) 。( 0 ) 27(100.0) 。( 0 ) 
120 27 。( 0 ) 。( 0 ) 27(100.0) 。( 0 ) 

JB~ J支liiJ; 0) JB~ Jy. 1I ;十 J !B~ JY_後.



重信 2 a行

tiーサ予誉・ 11IJ t本グ〉克之 一一

[材料と }j法]

1 [1 ~の脱皮に 1l う凶胸 '1' l~ の別大を|リ!らかにするためザリガ ニ を室内ノk 袖 で

飼育した。小川川や i~J でイ~ ftfiの脱皮が飢然できるのは 6j jから 10J Jに似られる

ため(加 41;): tf~ 3・4節)， ~liJ (1 JUJ II¥Jは 1992{fの6) J 1 f 1から 10)J3111とした。iJtM: 

個体は北ガIj.lU }'j川村の小川川で収集し，以胸 '111長 (~J 3) の測定と， ・ttの判月IJ

を行なった。 ，t'l:の判万IJはめ 3r;t第l節と|司被にして行なった。制台のJj法は前節

と11iJ係にし，ノ1<i~~ を供試例休の採集地と IlïJ 係に舵移させた(ぷ 1 3 )。飼育環境

による彫響を少なくするため似試制体は 1411に・度、新しく奴集した個体と交

換し、 fll1j内JUJII¥J '"にJ:ft60例体、雌 60側{本の副 120fIDl Wを飼育した。 供試個体は

IZ均1iJIJ陶'1'J~ IよMf.1 6 . 2 m m (1t~ 小 5.2mm ， hl 人~ 29.0田皿) 雌 16.4m皿 ( ld小6.-1田皿 3 iii 

大29.0mm)であった。 小:flrは脱皮から 2f 1以内に体長の I智大が終 fすることが予

備実験により般かめられているので，脱皮から 311後に以胸'11長の測定を行な

った。

ザリガこが 1{I: I日lに脱皮する川数を知るため， L記の fllIJ育実験と|司係なノヲ法

で雌雄各30例{本が例行された。名制体は天然での脱皮 II，JJUJである(第 4単第 3・4

節)1994イ1:6) 1 1 11から 10)13111にかけて継続して飼育された。本極は!1J1胸'11長1

8mm以 t~ に成長すると繁刷機能がみられるので(第 3 章第 2--4 U↑i)， 0~ i'v¥個体は

休サイズにより A~ hえ休(以 )J~d '1' l~ 10m m lj 1 ~ 18m m 点満)と))え休(以Jt~lj !j I長 18皿mJ、l

L )に|ベ分した 。 まため 3市山2印)と I"JじJII1111で， i1J'! JJi'lj 111 J~ 1 0 Illlll J ス卜・ の nl~1 (ドは Ht

エヒとし，行体サイズでJllitb.f(: ) )IJに10 nl~1 体ず つ ~lïJ (jを行な った。 なお， fj._の lリり1)

は tf~ 3 1';1: tu 1 uiiと11リじ jjU~ で 1 j なったが，縦エビでは|勾 IIJ~ での-t'j._の刊日IJ が難しい

ため(第 3，';1: tf1 2目j)， Wi微鋭卜・で交妓 jJ支や'1=.州lイしの制悠を行ない， ，ttをIX_:))IJし

。
↓に

[結*J

制rfJUJ川"，に Mt，雌行29 nl~ 体、三 1-58個体が脱皮した 。脱皮 liijのほ1Jt旬'11長 (X



表 13. 室 内ノk惜の飼育水漏の紅 )-j変化

) J ノ'kilcl (OC ) 

平均 範凶

6 Jj 1 0 . 0 8 . 5 -1 1 . 4 

7月 10.2 9.2-11.2 

8月 12.4 11.0-13.8 

9月 10.8 9.2-11.4 

10月 10.6 7.5-10.7 



Jll m) と 11~~)支後0)vfl胸Ijl1ミ (XN ， I、JllJll)には雌Mfとも村山!な金 1111)れて与がみられ f，

以 1':のIII[紋|共|係が認められた。

Mf: : X N I ，= 0 . 4 2 8 t 1 . 0 8 2 X N ( n = 2 9， r二0.996，P<O.OOl)・・・・・・・・・・(1 ) 

雌 XN川二1. 124十1.032XN (nこ29，r=0.997， P<O.OOl)・・・・・・・・・・(2 ) 

また， IiIJ式II'dにはイiぷな;~.~ ，よ}!!{かった(八分散分析、 P~>0 .05) " よって雌雄

のデータをひとまとめにして 1111~I~ 式を flJ 計算したところ以ドのようになった

(図 17)。

XNリニ0.7512t1.059XN (n=58、r=0.996、P<O.OOl)・・・・・・・・(3 ) 

脱皮前のiIJiJ刷Ij1 l~ (X N、mm) と100x脱皮後の以胸中長 /J~~ )支的のiIJI胸 111長で求

められる成長係数 (Y，お) (Mauchline， 1977) の関係についても，変 Itll}，~\は認

められず， JltiE Jdtとも Ili総川出lj式が得られた。

雄: Y=116.0-0.264XN (n=29， ドー0.454，P<0.05)・・・・・・・・・・・(4 ) 

雌: Yこ120.5-0.550XN (n=29， r=-0.705， P<0.001)・・・・・・・・・・(5 ) 

Illtj式にイjjj j'1~ ，よ l認められなかったので(八分散分析) P ~>0 .05)) 雌雄をひと

まとめにして内計算したところ次のようになった

Y=118.1-0.3993XN (n=58， r=-0.584， P<O.OOl)・・・・・・・ ・・・(6 ) 

成長係数は以胸Ijl長の地大に従い徐々に減少していた(凶 18)。

各体サイズにおける 1i 1: II¥jの脱皮 lnl数をぷ 14にぶした 。ぷ然での脱皮期間で

ある 6J1から 10)Jにおいて縦 エビ は2---311'1 (、 I ~ 均ぽ2.41nl ，雌2. 51"J )， "k J成体は

1 --21"1 (平均縦 1. 511'1 ，雌 1. 31"J ) ，すべての J)児休は 11111の脱皮が認められた。脱

皮 1111数は雌縦で大ふがみられず，体長の J的大に従って減少する傾向が認められ

。
た

3 長行

ノJ ~ inr J r I ~.こ才-3 Cする 郎己 βと u寺其汀 と J:r~之

[材料と )JiJi ] 

J~~ )支H与101を求めるための，v，'J内は 199111:から 199211:にかけて 11j) J 1 1"1 f日位 fJ"な



/.;d' 
グ

〆.~;;

〆;~全，〆

XN十1=0.7512+1.059XN
n=58 

30 ε 
ε 

ema1e 
o female 

r= 0.996 

P<O.001 
20 

10 

£
mcω
一一ωυ
の
立
の
」
何
ハ
)
ど

O

E
』窃
O
仏

30 10 20 

Pre-molt carapace length (mm) 

'
n
u
 

ハU

I~I 17. 

X N ) lellgth， じd1、dpはce(Pl'e-molt ザリプj 二 における JH~ )史的の胤胸 中 長

υ) I対{ゑ.X N t 1 ) lellgth， Ca.l'apace 

).\~ゑ~，よ WI (，lf (!u U) 95目的州 l出舛をノJ'¥す .

a-
EL
 
l
 
nu u
 

ふ
E
L
Q
U
 

ハunr 
，，z
・、、

と JB~ )5!. 1去のぱiJJ旬Ijl1-< 



¥、¥Y=118.1-0.3993XN
n=58 

¥¥¥r=-0.584 

P<O.001 、、、・
.、、

。
•• ・0• 

120 

。(ヌ)

、、
、、
、、、
、、
、、
、、、
、、、
、、
、、
¥
O
 

、、、
、、、
、、
、、、
、、
、、、
、、、
、、、

• 。
-• • • 

。

• • 6 
ハU
A
1
E
'
 

A
E
E

・

」

O
H
ハ)の
h
F

£〉〉
O
」り 。

。
• 。• 。

emale 
Ofemale • 

-ハ
u

nu 
ハu
d
E
I
 

30 20 

Pre-molt carapace length (mm) 

10 

と成長係数X N ) length， 白

u
n
L
 

内

aDa
 

nd
 

p
A
 

内

dnし+し、.. aa-nu
 
m
 

白
U
F
A
 

nva 

，，，‘
、

同18. JB~)_史的の凶胸 "1 1乏

Y )の関係.s
 

pa 
n
u
 

ι
'
L
 
P
U
 

3
u
 

t
I‘
 

-hu 
+しMH
 

nu
 
n-
円
h
u
，，，，‘
、

で百|口した.100 x JB~ )支 tIIJU) V.l'! 11旬"1長 /JH~ ~ 後の刷 JJ旬"1長，成長係数は，

以来~ ，よ 101[，1;仙の 95%信州 IU{WをノJ"した .



vft !J同 'tl1三(山岨) 脱皮 [111数

表 14 .室内ノk憎で飼育したザリガ ニ の脱皮頻度.

ftfïJ 内 lよ人然で IH~ )Q力i行なわれる 6JI"-' 10)1の1111(二行なっ fて

一 一一

ト
E
N
1
 

l三分 ・ MJ (本数
iドJ句 範凶 iドI句 叶

H
H

範

♂ 稚エピ 10 5.8 4.0-7.8 2.4 2-3 

未成体 10 12 .7 10.3-15.6 1.5 1 -2 

J&体 n
U
 

4za-- 23.5 18.4-30.8 1.0 

♀ 稚エピ nu 
-
-
E
A
 5.9 4.0-7.7 2 . 5 2-3 

未成{本 nu 
--A 

13 . 1 10.2-15.4 1.3 1 -2 

成{本 10 23.2 18.2-30.9 ハU
'
E
E
A
 

- 第 3章に従い 1 vfi I1旬'11長 10mm_，.K満を稚エピ 1 10mm 以上 18mmよi前をぷ

成体 1 18 m m以仁を成体とした.



った o 制作 j必所と収集JJ1)~ は加 3t;'i: ~~ 1仰と l'iJ般にした o f!jられた W，I(本(よ必{，史伎

の制然 3 ぱ!j向Ij1 l~ (!刈 3)の測定，れの 'I:UJJIJを行なった後， ili ~' I ~ 0) / J ¥ illJ ) 11に版

流した。 J'i~ (，IJi位。)， ~J 似はめ 4 '\~- な~ 1印 でjLiiべた JAì'V~ に従い，月i，j JjlJをつかれ・f'fI長(})

'JTIiさで vfi}j旬 I jI側，\i~ を人ノ止し れと iJli日で つまむと IjI伎が へこ み， しかも以胸 111i'di 

のljl放が透|りj化していた似体を秋'11{!ol体とした。1lJ1j刷IjI1ミ10mrn--Aよ渦の例体は，

通常の状態でも先立が秋らかく軟化状況の判万Ijがつきにくいため，こうした殻似

度の飢狭から除外した。 Jドtの'I:U矧jは第3章第 1Ii'riのJjitに従った。

成長式を求めるための l調合は 199011:から 1992年にかけて毎 J11 ~ 21!tl松皮の頻

度で行ない) iT tilーで361"1の収集を実地した o 得られたサンプルは性別に頭胸 Ip

長を測定した。なお収集えj~t や性の \I~U 別 )j i去は第3章第2節と同様にした。本生

息地は湖水の彫併を強く受けるため) J員出が安定しており，似体数 i密度や繁勉

11与WJの年金rTJJも少ないため (tft3章第 2節)， 1Jj 11:の成長状況も IriJ係であると考

え，データは以W11:'を!>()JIjせず)J }Jリにまとめ，解析した。 本車で後述するが，

止i生息地では 12)Jか ら5)Jにかけては脱皮がみられす頭胸 ljl1えが変化しないの

で，これらの WJI日jのデータは 5)]にまとめた。体長組f)えのヒストクラムは階級

悩を色々変えて検討した紡栄) friもコホートを判別しやすかった 0.4皿田を採川

し，誤差を考慮して 3J貝移動平均により)J )JIjの体長ヒストグラムを雌雌で作成

した。なお，~縄のけ比は各体サイズで 1 : 1で季節変化がないため(第 5章第 l

節)，椎エビは iドI~ の|正月Ijをしないまま如胸中長 10 皿 皿以上の制体と|司係にしてヒ

ストグラムを作成した後，行クラスの似体数を 1: 1の割台で雌厳に分配し.)JII算

した。体長来HJぷの lEHl分イII分解は 3 マルカールの '1'11¥1法 (ld止法) (亦右足 l 198 

5 )に基本をおいた Ji~L~ で行ない ，コホ ー 卜を分解した 。成長 1111 級として， )通i且E 
;市1'1

(Pauly alld Gashut μZ， 1975) を以川 し》マル力 一ルの '1
'
11¥1 i去を 川い て迫 )lJL l 

あてはまりの良さを AIC(Akaike， 1973)でぶ刷し l I tI，j打 を i ヒ，þ(~ した。

[がj県]

脱皮 11与JUJの，U，'J~t (よo，11 2 3 1" I f J:ない，総 ，H599 n川休 のほと 3 雌62 1 (l，}1 (1~ ， iIf! J1~ø 111 
j毛10m田本 jliiの縦 エヒ 431 (I i，1 休カ~ rU られた。 'I~ 111 W!I休が Iitめられたのは 3出Jtb:([と

も6)Jから 10)Jであ った (ぷ 15)。

68 



表 15 . JヒifJj;白の小川川におけるザリブj二 の軟 fjl1161 (4，- 0) IH JJL秋川

JK ilut は~"i数(a )・ ~* '1 1 II ，~I (七(1) )・ 1 () u ̂ 1) / d ( % ) 
11: ) J 1 1 ( "c ) 

♂ ♀ ♂ ♀ ぴ4 ♀ 

1991年 1 ) J 6 11 5.4 。。
3 }] 3 1 1:1 4.7 4 4 。。 0.0 0.0 
4)~ 2011 6.5 5 6 。。 0.0 0.0 
5)-j 1 1 IJ 11.8 8 9 。。 0.0 0.0 
6) J 1 5 11 14.2 43 40 3 2.3 7 .5 

7月 14 r 1 16 . 7 45 63 2 4.4 1.6 
8μ25 f 1 17.8 55 59 2 1 . 8 3.4 
9)i 22 f] 13.4 33 3 1 3.0 3.2 
10)J 161J 14.4 36 32 6 4 16 .7 1 2 . 5 
1 1月 231l 7 . 1 22 1 3 。。 0.0 0.0 
1 2 fJ 1 [1 5 . 1 42 28 。。 0.0 0.0 

1992年 1)J 12[1 1 . 5 。。
2 n 16日 0.7 。。
3月 14 I-j 2.9 G 。
4月 11日 5 .2 。。
5 j J 1711 1 5 .2 29 25 。。 0.0 0.0 

6月 21 " 15 . 6 36 38 4 1 1 . 1 2.6 
7 )i 7l J 16.7 1 4 2 1 3 7 . 1 1 -1 . 3 
8) J 511 1 8 . 5 48 46 2 . 1 2.2 
9 ) J 811 17.2 47 46 2 . 1 2.2 

10)J 1011 1 1 . 1 6 1 44 3 4 . 9 2.3 
1 1 ) J 411 9 . 2 35 59 。。 0.0 0.0 
1 2 ) j 211 8.5 36 57 。。 0.0 0.0 

・ iIf{ J陶'11民 10mrn以ドの(凶体数.



il: JUJ (~'.)な J不 m により ， Mr 1 4 5 4 n ，~1 休 3 雌 1453 ~，I， I fイ~ ，縦 エビ 31 8 fl，~1 体力S fUられ 3

その 伽1H~ 数倍皮 lよ 3.6 fI，l，l休/IIIであった。 1はノベ {I，I，I(4， 0) ilJ'l )jiAlj 111 J~ (よl.(f34.2ωm， JIW 31 . 

6mmであった。 11]J J， Mfでは 9"-' 1 1 ~i，1 ，雌 では 9"-' 1 0 fI ~1 のコ)I ~ ー トカid，められ ，7 

) Jには ル1，1体数が 多くて分 以が少な く1/1央他が小 さいnrがみられた(I~I 1 9 )。ィー

極の繁地 11与JUJは以手で年に 1111Iであり (加 3423124)，iりjらかに 7J jに}jll人の111

が認められる(凶 19) ことから本経の卿化J-1(t=O) を7) jとした 。また ，室内

水袖-での ftiIJrJ実験のた/i*，本将の 1il: tl¥jの脱皮 1"1数は， 1IJI J陶11'長 10皿皿点満 の個

体で 2'"'-'31"1 ，ぽij向'11l-i 10mm以上 18mm木満の例体で1'"'-' 2 1111， 1IfJ j向'11長18皿皿以上 の

例体で 11111であり (第4fizti12ml)3 その成長係数は 110f'E J交である (Kurata，196 

2 )。これらの先日比 を*IiみfYわせて計算する と，111: 11¥1で角個体の頭胸中長は 10

"'"' 30お紅成長しているものと判断できる。1I~ #l分布併にお いて ，ある正規分布

の、I~ Jむ他 を1.1'"""-1.3Uうすると次の JE刻分イliの平均他 に・致するため(凶 19 ) ， 

各lEHl分イliが1ir 級灯によって構)~えされていると判断し， Pauly and Gaschutz 

(1975)の成長 1111忠良(以卜の式7および 9)と通常の ベルタランアィ一式 (以ド

の式8および 10)をあてはめた(凶 20)。なお ，本 章の収集において ，稚エヒよ

り村|二大きいサイズであり稚エビと|司被の成長と雌定される頭胸 rp長10-15皿皿

の個体では成長状川が雌政 "iJ被であった。また第5単第3節で行なわれた粘度の

高いf-*iRにおいて何られた稚エピでも成長の状況が雌雄で I'JJ慌であった。その

ため，本調査で ~W された稚エビも雌維で r'1J じような成長をしていると考え，
各成長式に加えた。

よlE: L 1二106.6(1-exp(ー0.02987(0.08333ttO.9444tO.3279sin

(0.5236t-0.6947)))) (n=69， AIC=-62.45)・・・・(7 ) 

Ll二55.47(1-exp(ー0.005782(tt7.594))) (nニ69，A 1じ二9.626)・・・・・(8 ) 

雌 Llご126.2(l-exp(一o. 02413 (0 . 08333 tt 1 . 213十0.2768sin

(0.5236t-1.548)))) (n二70，AIC二 一17.16)・・・・(9 ) 

Ll二54.46 ( 1-e xp ( -0 . 005844 ( t十8.059))) (n二70，AIC二35.64)・・・・(10) 

ここで )L Lは卵7化後 t力JJ "の以胸中長 (mm) である。なお ，Iddパに おけるあ

てはまりの良さを AICでlじl依すると， 雌Mt.とも Paulyand Gas c huLz の )J~ 長式

のJJが良く述10した。これらの式では雌h:ir.における jfはわずかで ， ~tzi 1 )1~ vr! jJi1lj 111 
l三は， ll~~ が 106. 6mm， ~r-が 126.2mmで‘あった。また， 1，1 1'，'，Ij Ul~ の コ ;J \ ー ト(よほが 11
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J' ，雌が 10J'とみなされた(凶 19・20)。

気苓 4 "j室行

2胡に Cする郎己反乏脹号其月

[材料と方法]

調査場所と民集 JJilcはめ 3";1 t(~ 2節と l'lJ微にした。 何られた個体の測定等につ

いては第4章第3rmと同級にした。

[結果]

合計24[111の飢祭により Mt549例体，雌595制体，頭胸中長10皿皿未満の稚エビカ

169個体採集された 。 i~J において軟 '11 個体が認められたのは雌雄とも 6} Jから 10

月であった(ぷ 16 )。

コ号F努雪さ

本研究により宅内で飢祭された脱皮相の粁|時的な変化は， '1:，息地の観察にお

いても十分に通川できょう 。つ まり，野外で保1Rされた似体が脱皮十11IV に十11 、 1 ~

するときは j悦 j支 l~[ nijであり， 6 11以内に!悦成するとみなしてよかろう。また，

脱皮相11の例体は脱皮 11'[後で脱皮後211以内であると推定できる 。 また，脱皮

十IIIIの似体(よ脱皮後の '1'~'& Ilo~ 化 JUJ であり， J1~)主|、11 川の似休(よ脱皮後 13 11 J \~ Lを

経ていると考えられる。

アメリカザリガ ニ p. clμyんII では， ~ {iJf jY_における)悦成十11IV に十11 ‘ li する m~ f支

(Jijの1[1絞軟化は，脱皮の 2'"'-5 1 1 Jiijから飢討をされ，脱皮211 (lijからは体色の出化

を1'1:うことが報(つされており (須1['， 1982)，本経との共通J.1が多い。本位に

おける)脱皮に1'1:う体行部の変化やカルシウム|倣収等はアメリカザリガ ニ p.

clαrkii とほぼ 1，iJ級な辿伎で， 11 iJ燥な泊料を粁てよ並行するのであろう 。 また，ア

メリカザリガ ニ p. ι:lurkii では脱皮後， '1' /(立を似化させる作川のあるは(i等か
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-N. 16. 北 i1jj過の iNIにおけるザリガ 二 の 軟 111個体 の 11¥JjL状 ih!

ノ}¥illll はllU数(a )令 Ij次1I1illJ ( {I~ ( 1))・ 1 U 0人 b/は(% ) 
イ1:) J 1I (お)

一一一一←一 一 一

♂ ♀ ♂ ♀ 仁戸 平

1 99 1 fj:: 1)J 1211 0.8 。 。
0.0 

2)-J 1 0口 0.7 。。
3 Ji 2311 0.8 2 7 。。 0.0 0.0 

4) 1 2711 3.0 29 10 。。 0.0 0.0 

5月 2511 15 . 5 6 。。 0.0 0.0 

6月 8 11 16 . 2 83 60 1 6 2 1 9 . 3 3.3 

7 n 2811 2 1 .4 38 46 3 8 7.9 1 7 . 4 

8月 1711 20.4 49 100 3 4 6 . 1 4.0 

9JJ 15r1 16.7 72 50 4 5.6 2.0 

1 0 fJ 1 2 il 11 . 7 80 59 2 1 . 3 3.4 

1 1 月 3 f I 4.0 7 10 。。 0.0 0.0 

12月 9日 1 . 3 13 5 。。 0.0 0.0 

1992年 1月 13 IJ 0.8 。。
2円 7 f 1 0.8 。。
3月 15n 0.8 2 3 。。 0.0 0.0 

4月 25i1 1 . 3 。 。
0.0 

5月 2311 10 . 5 18 45 。。 0.0 0.0 

6)] 2711 20.4 45 33 2 4.4 3.0 

7)j 2511 18 . 9 1 9 26 2 2 10.5 7.7 

8) J 1011 1 9 . 6 40 53 2.5 1 . 9 

9)J 1911 14.8 23 35 4.3 2.9 

1 0) J 311 1 3 . 1 1 8 4 1 2 3 11. 1 7 . 3 

1 1 ) J 611 2 . 1 5 9 。。 0.0 0.0 

1 2) J 8 1I 1 . 5 。。

-凪 !lv~ "1 1毛10mm以下の (IAj(4).数.
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らのカルシウム|以収は 7211ケ1/'1]以内とみなされている (Culley， 1900)。 また 3

11 U 般の脱皮にイr う体行，~i~ の佼(じの辿!交に bgff をうえる t: 1人!として，ぶ jん1 と Aく 11'

のカルシウム泌 J交があるが，これらが低いと脱皮後の変化A伎が必く仕る こと

が州|られている (Culley，1990)。 本純における脱皮に {f う体行 i~1~ の全化や力

ルシウム|段以も 2 アメリカザリガ ニ p. cLw合II と|司係に )iL1 J-していると似定す

ると， ~ flliJ (r実験トと大きく 11:. 息域 l~ì が見なる場所では，脱皮十11 の粁 11主的変化

が今 I~ll のがi 以と多少ずれる IIJ 能性があり，~れli* を j白川するには， ~t 息場の水

温とカルシウム泌皮などについて沌怠が必袋であろう。

Kurata (1962) は'11必知における脱皮前の体長 (Y )と)悦皮後の体長(Y )の

!対係は 4 般的に P11川 IIli総式 (Y=aX+b)で表すことができ、その式を常数aの違

いにより以 1"にぷす 3)ffiりに lえ分できると考えた。

1) a> 1となる進化性等比成長

2) a < 1となる巡行性等比成長

3) a 二 1 となる等比 l戊 1~

a 極 の脱皮 (jIj後の 1ifiJt~ß Ij 1 J毛の関係は 1111帰式で心され、常数aに十tl吋する数値は1.

059であった(凶 17)。この仙を1.00と比較したところ有為庄は認められなかっ

た(t険定， P>0.05)。よって，本経は等比成長をしているものとみなされる。

多くの 1111投獄において脱皮前後の凪胸中長，向iI陶111長と成長係数の関係には

2つまたはそれ以上の 1111川凶紛がデーターに適川できることが多い

(Mauchline， 1977)0 2つの 1"1州11}総が交差する J‘日は変 Itllょいと名付けられており，

性成熟との|対辿がぶ l俊されている (Kurata，1962)。成熟した雌は flj~ l :. 産に多

くのエネルキ ー を代やしたり (Ennis， 1972) ，成長を fl: わない比 91~ m~ J主を ijた

うため， ~'I"I の脱皮あたりの成長 i止が縦やぷ J)~ 州制体に Jtべて似 くなるので，

これが変 1111)，l，~の )J;i I人|にはっている (Te皿pleman，1948)。ザリガニは引胸 '11長 l

皿皿以上に!ぷ jえすると抱卵 (!r'，j体力s，'H J.>~ してい るが (出 3 計約 2----- --1NJ )， 本(JJf'先で fU

られた */i以ではぶJ&(1~ と })X !本の成長の状訓は IliJ+;f<えであり 3 変1111)，l.~ (よ認められた

かった(1χ117・18)。 また， 1共l係式に雌雄ふもみられなか った。そ の)J;t1刈の lつ と

しては本紙の雌(よ};'(~ 01~ I悦Jえをわ:なわないこと (め 3市治 1NJ )カ)，1]'えられる 。 ま

た， A~ 般の成熟 nlfE が比例‘j に t~ やすエネ ルギ ー はは， hx 14:を川らせる何人きくは

ないのかもしれない 。 脱皮 l'jIj後の訊胸 111l~ の関係式において ， 11リ十長 の 1;liiiぷは Iう
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チダザリガニ P. L. tyOωbrulgz'i ( M c g r i f f， 1 9 8 3 ) ，ノ ーブルザリガ 二 A. astacus 

(Skuldal & Qvenild， 1986) でも桜 (i;されている 。

イ~ tlE は(本 l~ の J\)'/ 人に {r って))父 J~ 係数や脱皮 MiJ止か減少するため) )A件、σ)))~ 1之

泌伎は比牧I'IZJ1巨くなる 。 しかし大仰に jぷ J~ した成体でも成長係数は O になって

おらず， しかも )jえ{本は 11j1j:肢は)悦皮するため ，J& 長が頭打ちにはならないの

であろう。もし， '1=.息地においてド|然死亡が減少して生き残る似体力i多くなれ

ば，本極は実際に tlli殺された iは大のサイズよりも大明化することが予怨される 。

生息地において， ~)~えした伽I {本でも何年 一 度は J~~ J支して )J父長が頭打ちにならな

いのは，ウチダザリガ ニ P. L. trowbridgii でも却代されており (Shimizuand 

Goldman， 1981)，本紡*と 11iJ +.ぷである。

小川川と WJにおける脱皮附WIは軟 Ijl例体が認められた 6)J'" 10)1であると考

えられる。 II!，}J山民における脱皮lI~jJUjは 一政しており，いずれもノ1<7品が局ーめに推

移する H与 WI に I~l~ られている(ぷ 15 ・ 16 )。 また成長時WIが高ノ1<iM WIだけに|浪られ

る極は， 7M 1Tiに分イliする多くのザリガニ頬において報告されており

(Corey， 1988; Homot， 1984; Tach， 1941 など)，本報 告を支持している。

本極の成長 11与 WJ は水泌が I~・81 く推移する 11を WJ に|取られるため，成長よは階段状

になっている(以120) 。ザリガニが分布する Ill~ :感 情や温市に '1:息するザ リガ ニ

類、の多くは冬季に成長しないため，多くの栂でこのような附段状の成長状刈を

行なう (8oydand Page， 1978; 8rewis and Bowler， 1982 な と)。本経は脱が

顕胸'l~ Jミ19mm以|ーになると うど般行動を始め (Kurata，1962)，雌は以胸 ljl長 18皿

m以上になると抱卵がみ られるので (第3章第 1'" 3節)，これ らのサ イスで繁地

機能が 1-分に発注して成熟に述すると出われるが，この大きさに成長するまで

5 "-' 6 年を裂すると I~1 t~)- できる(1文120)0t~ !t できた ili ノi 似体 の山 )/~~ '11 1三(よほが3

4.2mm， JIliF.が 31.6mmで ItIt~~ により説 かれた似 líHvJ'! )/Lj~ '11 1去 (h‘が， 106.2mIll;雌， 12 

6.6 Ill m) とは大 きく J'~な っていた。 本紙はすでに述べたように， 1'1然死 亡さえ

起こらなければ，ここでは集された lr1大サイズによ主しでも )Al{かi1Jlf fちにな l

ず) --1~ fi[lはより λI11!化 できるものと 与えられる 。実 際に分イIJす る人J111!似体の大

きさと l七11決して， ，d ~~- された 仙 I)H 1三がかなり大き くなる l川象(よ，北iIlj;泣に分 (Ii

する IIIJじザリガ 二交f!0)ウナタザリガニ P. L. 白川ouru匂II でも H~ ;l~ されている

(浜町ら， 1992)。



ノ1:命R作成のため， 1 994 '.j:により約!交の 111iいは集法(泊5市計J3 u?i )で得た例

体から作成したヒストグ ラ ムは， ，，'i齢の例休れ UtJl~ が小さ く ，例(本数も多 く な

っている(IχI 2 1 )。しかし，忠則的な採~lIì によって何られた州{本から作成した

ヒストクラムを l卜• J~l 分イli に分断した年級併は，体サイスの Útd X=. や似体数がイ~ J:tl 

11リで 3 それは刊に飢??を {I~I {本数が少ない )J で ~Jî 措: である(凶 19 )。定期的な調企

で得られたか，1休の Ii1付 1(li約、liたりの tH.sl数は3.6ftnl体/nlであるのに対し， 1994 

11:に探J市したときの似体数術皮は 16.2似体/rri (第5章第3節)と約4.5倍の 差 が

ある。したが って淀川的位以集では，いわゆるサンプリングエラーが先生した

ものもあると寄えられ，これが )J;(凶となって，体サイズの偏 足 や個体数が不規

則になったのであろう。

ここで求めた成長式(7 )および(9 )は冬季にサイズが減少することを示してい

るが(凶 20)，これは biJ係な M:JWJ関数を利川した成長式をシャコ OtatosquiLla

oratoriα に述i川した Hamano(1990)が指摘したように，個体が脱皮して縮むこ

とによるのではなく， Jk iMの低ドにともなって体サイズの大きい個体から死亡

し，そのれ1;*コホ ー トの体サイズの平均値が小さくなるため，マイナス成長と

して長別されてしまうものと出われる。また s メド極ではコホー卜における比較

的大型の個体が冬季には転{iドに深く j借り込み 3 民 tlU半を低くしているため成

長式がマイナス成長を示すことも考えられる。

ザリガニ数は i世界各地で i目設舶が行なわれているが，代点的なものは北アメ

リカのアメリカザリガ ニ P. c/arkii，ウチダザリガ ニ P. l. trowb rufg ii ，ヤビ-

Cherax destruι:tor，マロンザリガ ニ C.tenuimanus，ノーブルザリガ ニ A.astaclts，ヨ

ーロツパザリガ ニ Austrototamobiustallψesであろう (Cukel'zis，1988; Huner， 1 

985; 

H 0 r r i s s y， 1 9 7 9; S h i m i z u a n d G 0 1 d m a n ， 1 9 8 1; S 0 k 0 1， 1 9 8 8 ) 0 lt t政的低緯伎

に分イliするアメリカザリガ ニ P.clarkii，ヤビ - C. dωtrudorやマロ ンザリガ ニ 仁

tenuimωlUS は 1----21j:で成熟 し，成長カ1III.いため集約rY'.}な池 111i!i舶が行われてい

る (Huner，1985; Morrissy， 1979; Sokol，1988)。 しかし， ll.-1半年度に分布する

ウチダザリガ ニ P. 1. tnw.)山'ùLgii ， ヨ ー ロッパザリガ ニ A. μstacltS ， ヨ一口ツ J~ ザ

リガ ニ A.taLliμsは成熟するまでに 21f:以上かかり ，JJ記長が比似|刊)[互いため(長

17) ，ノ〈然rti)J;lの if.(t:$竹llHによる *IlJR的な I印刷Jiil~ がぬされている (Laurent ，



1980)。ここで lりjらかになったザリガ 二の成長は，低年({:岐に分イドする J¥'1角ti対象

Hlと比べても))え j三が泌いため(ぷ 17)，アメリカザリガ ニ ? c1arkii ノ;手で行われ

ているスタイルでの必引は|リlらかに熊 llHであろう。ノ ーブ Jlザリガ 二 .4..

(lstaCltS とヨ ー ロッパザリガ ニ A.ρα/!J戸sは成長が遅いものの(長 17)，ヨ ー ロ

ツパでは特別に IJ，'，'jflttiにゆく 'JIされている。しかも，これらの I白地対象値は卜分な

資源管叫が行なわれている 1~ に，人工的に培地JrJ の生息地を治成して a 定量の

生産屋を佐保しているため，注業として成立しているらしい (Laurent， 1980)。

ザリガニをノk応対象極とするためには，ヨーロッパに分布する培地対象極と lnJ

伎に 3 生息地の資源を 1.分に竹山するだけでなく，新しい生息地の造成が必要

である。



戸 ==-==

表17. I~ミ純度城に分布するザリガ ニ類の雌における成長と j点熱

);比約 -1)-( -_;..:・1(1llω)• 2 緋{じか ら j~え州

までの11:数 h
H
Q
 

バ
H
H
〆l
 
l
 

志郎占
'e島
1

/ーブルザリガ二 TL 80 4-5 Cukerzis (1988) 

お旬ωsastacus 

ヨーロッパザリガニ

Austropotωωbius pallipes 

CL 25 3 Lowery (1988) 

ウチダザリガニ CL 25 2 Simizu and Goldman (1981) 

Pacifiωl低usleniusωJus

ザリガニ CL 18 5-6 本耐f究

白y伽roidesjat仰 I.CUS

.1雌が成熟に達する平均的な大きさ.

.1 CLは頭胸申長 I TLは全長を示す.



第 5章 個体群構造

緒

ある Hiのf1i}J;t を効率的に j庁長するためには，その例外~ ft下的 iti を 1 F_し く 地併す

ることが岳民であろう 。 とりわけザリガ ニ は雌が大 }~J 91~ を少数抱卵する繁地形

態であるため(め 3I';~: ffi 4 uIJ )， {IJ~I 体併に，'i める雌の ;";IJ 介を〉、11ること は資源符 11ll

の Lで人切な|川辺である 。 ただしザリガ ニ飢は -般的に繁角'!11品川!になると他リIJ

雌が不出発となり m火や恥 {it;に能もるため， 十分にほil之されよ，JltiEの制{本数
が jti 小庁I~ 制hされてしまう (tfiII Uがある(S k u r d a 1 et al・， 1986)。 よって似体併の

11:舵な竹 lt を j~ tjf: するためには，収集 jj 法に1".メょが必~である 。 ノ( }~'~ Ij I i投矧の

11'にはホッ力イエビ PwuLalllSkesslどrz やホッコクアカエヒ p.ωuぷのように季節

や休サイズによ ってfl.1じが会化する純 ~n も(r: (t=する (Charnov，1978・1979;

Squires， 1992)0 ~切に'1-.以よるザリガ 二 夫f、の'1'には ア ラパマサリカ ニ

OrClJHιfどS Vlfl・lβ のように雌かチui'JI'r'.)に深浅移動する他大nも久11られている(ト1omot 
and 

Gowing， 1972)。 これらのことから，ザリガ ニの例休 H下全体のYI.1ヒを符 11¥する

には，生息域全域にわたる季節目リの枠取りを夫胞する }j法がイj似jであると!ぷわ

れる。4:章で(よ北海道の小川川と i，~J におけるザリガ 二 の刊: 比を|りj らかにした 。

また，本将の β 命や 1"然タじ亡辿肢を J出}対することは， )J当 1 F_なれ;}J;~11 llHを行なう

ためにヂ 'Uかくな女11凡であるが，そのためには，小恒例体も含めて I":Jl ¥粘皮で定

hllY'.}な奴集をする必裂がある 。 そこで ， 本市では ，1t iIli .iuの小れIj川において， J点

J ~ ごと小川1) 似体を t% 1tし，それらを l りj らかにした。

気全~ 1 j室行

ノJ'-.ilTJ J r I l二二お け ーる t生 1七

[材料と )j~L ] 



l阿佐 j必}ijr，収集 JJij~ ， 1U られた州休の~JlIJ ~や，k~ 似のん ~L ~年はめ 3 i主治2的と 11iJ 

1ぷにした 。ただし川胸 '1'長 1Omm.--K rl出の椛工ヒは ~ti 微鋭卜で， うど以 1 Iムの f~ よ主 tk ;'>~ 

や'1-.封(t-fしのい，，'{に似拠 をi，"，1いた ，t'l.のlU~ JIJ (Il 0 1 d i c h a n d R e e v e， 1 9 8 8 )を iJ.は

った後に，近くの小illJ) 11ヘ版流した。これらの データーはよ成付へに)JIIえた。ま

た，雌については泊。I~ ，抱維の状訓だけを記録した。

[結*J

小川川は制本に Utlまれており，秋季には川氏が大 i11の治栄により裂われる 。

本生息地には巣穴はみられず，ザリガニは;特集や転イiの Fから何られ，他リIJ・

胞，f(t~I~J 体は 5JI~7JJ に n\ J.1lした(R 18)。訓伐により小川川では 533個体のほと

55 1 iliJ体の雌が収集された。子守(本サイズ，各収集)Jにおけるよftと雌の採捕数は，

19921f11JJ411を除きイj必汗は認められなかった(ぷ 18) ( ~ J1'1検定， Ps>0.05)。

以上の結決から，イメ l淵 ftl山 I~ のザリガニの，t'L 1ヒlよ1: 1であることが佐かめられ

た。

気写 2 j霊行

2胡乙こ孝二玉 け ーる JI全 土仁

[材料と Jj法]

調査場所や収集刀法は加 31・;1:tf1 3節と 11iJ阪にした 。また 採取似体は， ，)ij rmとfliJ

伎とに iJliJ~と 11t.~似を行なった後に，近隣の洲l ヘ以 jたした。これらの以集に加えて

木派))IJのけ j七を IIJ1Jべるために， 1990イj:1 0 ) J 2 4 1 1， ;J( 派0-1.9111，2.0-:1.9m， -1.0-

5.0mの符氷深川で 1m x 1 mの)JJr~ 作を 川 いた治氷収集を行な った。 行水 j袋fi;では

1 [ ;jに20J也jliをII支えi::し， JJlJ fl: !(tj Niは介計 60rriとした。

[*I~ * ] 
~~J では巣穴がみあたらず 3 ザリガニは )， 'd 11:にわた り3 転 (1 1'. や/~ ~の卜-で 以

wされた o ~MJ では抱卵. 1臼H(:雌が 5J Jと6) Jに1l}られ ，(i ，llで31 8 fI'11 ( I~ の怖と 370

O，~I 休の雌が何られた( K 19 )。符 休サイス，作Jネ*)1 での h:(t と雌の以~!lì 数に(よ
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未成(本・ h比(本・ 合言l

J包 ~IJ tぽ(凶

体数 /J~え(本

雌(凶(本数

表 18. ~化的j 道の小 M 川におけるザリガ 二 の性比(♂/♀)と掠地 11与具)j

ー一 一一一一一一一一

'1''1: 1[: (雄似体数/雌 (1M体数)

l
 
l
 
j
 

a'a

，，
 |
 

/
t
 

1991年 4月 29 I ~ 1 2.00( 4/2) 1.00( 3/ 3) 1.40( 7/5) 0/ 3) 

5月 1111 0.67( 4/ 6) 1.33( 4/ 3) 0.89( 8/9) 1/ 3) 

6月 29日 0.72(42/58) 1.20(18/15) 0.82(60/73) 6/15 ) 

7月 7 r I 1.17(28/24) 0.75(27/36) 0.92(55/60) (16/36) 

8月 2511 1.13(36/32) 0.70(19/27) 0.93(55/59) 0/27) 

9 t~ 22 f I 1.31(21/16) 0.80(12/15) 1.06(33/31) 0/15 ) 

1 0月 611 2.50(10/4) 0.67( 8/12) 1.13(18/16) 0/12 ) 

1 1月 23f1 2.50(10/4) 1.33(12/9) 1.69(22/13) 0/ 9) 

1 992年 4I1 2011 3.00( 3/ 1) 0.40( 2/ 5) 0.83( 5/6) 0/ 5) 

5月 17 1 j 1.64(18/11) 0.79(11/14) 1.16(29/25) 8/ 1 4 ) 

6 Ji 2 1 1 j 0.92(22/24) 1.00(14/14) 0.95(36/38) 6/ 1 4 ) 

7片 7 ~ 1 0.64( 7/11) 0.70( 7/10) 0.67(14/21) 4/ 1 0 ) 

8 }-j 5 11 0.94(29/31) 1.27(19/15) 1.04(48/46) 0/15 ) 

9月 8日 0.91(29/32) 1.29(18/14) 1.02(47/46) 0/ 1 4 ) 

1 0月 10 11 1.37(26/19) 1.40(35/25) 1.39(61/-14) 0/25 ) 

1 1 )1 411 0.60(21/35) 0.58(14/24) 0.59(35/59) 0/2 <1 ) 

1.00(310/310) 0.93(223/241) 0.97(533/551) ( i 1 /2.1 1 ) 

• tf~ 3 I主に従い) A~ JJえ14"，よ!lrtIJ旬'1'長 181J11ll点満) J& 1本{よ VJIIJWJ Ij' k 1 8 Ili Jll以上とし た .



よJlえf4>-・ j戊体・ 合員|

J包りIJ J旺!lpj

件数/J& f.{.. 

雌個体数

表 19・北尚道の洲!におけるザリガ 二 のNlt (♂/平) と繁地 u与WJ

'1''1. 1仁(hlt {凶体数/雌 floJ(本数)

l
 
i
 
l
 

--B
，f
 

---l
 

，J-s
 

1991年 5Jl2511 O.OO( 1/ 0) 6.00( 6/ 1) 7.00( 7/ 1) ( 1 / 1) 
6月 29f I 1.11(10/9) 1.42(17/12) 1.29(27/21) (1/12) 
7 J J 2811 O.OO( 0/ 0) 1.88(15/8) 1.88(15/8) ( 0/ 8) 
8JJ 1011 0.75(24/32) 0.76(16/21) 0.75(40/53) (0/21) 

9 J-l 1 6 1 i 0.78( 7/ 9) 0.75(38/51) 0.75(45/60) (0/51) 
10JJ 311J 0.63( 5/ 8) 0.80( 4/5) 0.69( 9/13) ( 0/ 5) 
1 1 JJ 3 fl 0.67( 2/ 3) 0.71( 5/ 7) 0.70( 7/10) ( 0/ 7) 

1 992年 5月 2411 O.OO( 0/ 0) 0.67( 4/6) 0.67( 4/ 6) ( 6/ 6) 
6 J-j 2711 1.06(19/18) 1.73(26/15) 1.36(45/33) (1/15) 

7JJ 2511 1.23(16/13) 0.74(17/23) 0.92(33/36) (0/23) 
8}-j 30 11 0.29( 2/ 7) 0.84(37/44) 0.76(39/51) (0/44) 

9月 20r I 0.50( 2/ 4) 0.63(15/24) 0.61(17/28) (0/24) 
1 0 J j 311 0.43( 3/7) 0.65(22/34) 0.61(25/41) (0/34) 
1 1よj 611 O.OO( 0/3) 0.83( 5/6) 0.56( 5/ 9) ( 0/ 6) 
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-第 3章に従い J ~ J& {~ (J vH )J旬'11J毛18凶mよj品J t& f.j" IよIiflJJ何tjl長 18 llllll J ‘~ Iとした・



表 20. _1ヒ出迎の洲lにおけるザリガ ニ の水深 1fj1)IJの↑生 lヒ(♂/平)

一一ー一一一一 一一

;}¥， t栄

0-1.9m 

2.0-3.9m 

4.0-5.0m 

一一一一

Itt 1じ(hit {161 f本数/雌個体数)

h比{本・

1.00( 5/5) 

3.00( 6/ 2) 

0.57( 4/7) 

1.07(15/14) 

未成(本・

1.04(27/26) 

1.25(30/24) 

0.64( 9/14) 

1.03(66/64) 

1.03(32/31) 

1.38(36/26) 

0.62(13/21) 

1.04(81/78) 

-第 3章に従い，未成{本は頑 j陶甲長 18mm未満，成{本は頑)陶Ijl長

18mm以上とした.



イi ぷ;，~が J!!~ かった (-:k 1 9) ( ~ Jf1検定， Ps>0.05)。また ，ノki京)JIJのrWJj企では 66

~M 休の よ((と 64 n l~ 1 休の ll~r が rl} られた。作ノk 深，JiJ における Mí:と雌の l~~li11数も名件サ

i ，:<で {j}~~ jt::.がliZめられはかった(-:k 2 0) ( '. J!'i検広， Ps>0.05)o よコて本 Il:_

以地の Jt'l:比も 1: 1であることが |リjらかになった。

気空~ 3 j三官

づ¥ぜ可 Jr Iにおける 主左前I

[材料とん-法]

1 99411: 9 ) j 1 5 I Iに北海道の 11本海に注ぐ小川川において(第 3阜第2節)，流粍

20mおきに 1rrfの竹取り (合計 50rrf) を行なった。スコップにより 1111内の上砂

を訪日さが~ 5 c阻まで Dtl!り返して I{生tまで運び ，これをホルマリンで凶定して実験

宅に持ち刈った。 t(1沙'11からザリガ ニを傑し U¥し，その以胸中長(凶 3)の iJIIJ

定と性の判別を行なった。なお， 't'1:の判万IJは第34三第 1釘iに従ったが，頭胸中長

10皿皿未満の fl，~11~~ は顕微鋭ドで '~l : の判別を行なった。 1~f られたデーターは成長状

況の解析(第4辛第3節)と 1，iJ般に雌雄別にヒストグラムを作成して名モードを

分解した後， ，'jij ;;î の成長式の W( 析に似拠を位き ， 名モードに ~I: 級 ftr を剖り吋て

た。また ，符11:級l咋の iuj績の比率からと1:命表を作成した。

[結果 ]

小川川にはヨコエビ数等が IIHJ)~するものの ，漁 夫f、などのザリガニを f!l J 食する

大12!動物は;1<.Ij 1にみあた らよ， μ交fjやほ手し知がザリガ こをl!lj[~した )f~ 跡もみら

れなかった oMt 405 nM休，ili1t 405 Ml休のiiI 8 1 0 (l 1~1 H~ が j Z 集され) ijl {/i I(!I 仙からパ1

nした例体数術肢は 1G . 2 nl~1 休/ 111であった。これによ って ヒス トグラムを 作成

し，九モードを ，1~ 刷分イ1I に分 Wí- したところ， JIt1E Mtとも 9仙のピークが認められ，

それぞれにイ1:級併を 、liてはめた(I文I2 1 )。また ， /I~ {1ft のJIt1r は収I~ カ)w;化するまで

)良部で仇:J主し (~1 3 1下旬14 uii ) ，さらに ijl~ から ~Wf fじした 伽I(本 が刈と 11 リ 除のJr~ !，忠を

心す 111版発生 JlJ!であるため (I1alllr，1992)，その幻i).}t )JII人 (11'，1(1~ 紋の 1 1 : '~之助(よ少

ないとどーえられる。 しかも，t1~ Il:_以j山は湧ノkの修作が強いため j日出は 1Ij. 11: :七 l
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iLた tfリゴ)--の il.f!JlisJ l! I 1ミl三I2 1. .1ヒぬ jむの小 ?"f川におい て 19 9 4 ij: 9) J 1 5 I 1に以柴

のMiHt分 M.(carapace length) 

二 [(j，よその lliJ)J uNを ノJ'¥ し て い る .jした 11:~J~ 分 (Ii をノ J \ し，
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ており，縦 itの派 )JIIも11}{I-: ~とであると(反応できる 。 そ こ で 、 Jí J. fl干の例体数

( = II ~ 刷分-(，jの I(IIIfu )を l としたときに，作付. 似 nf の nl~1 i本数か減少よ るl仁，字とし

て， '1:. (fギしを求めた(ぷ21)。この 11:rf: 本を Jl~ にタビ亡似体数 d x (ある 11:の'1: 

{f本一特1j:の 11:.ι本) とタじ亡 2十くqx(死亡例 (1~ 数/'1:イr- コド) 在計rttIノた (ぷ 21 )。
また，作曲↑iや11J1J仰Ij1 J去の変化に対する't_存率と死亡半の 11'11，a式を雌脱;)リに求め

Tこ・.

生存率(1 x )と年齢 (X) の関係

m :lx=0.8269-0.3718LOGeX 

雌:1 x二0.8569-0.3876LOGeX

ただし， x=Oのデータは除外した。

生存率(1 x )とI1JI胸 Ijl長 (bx )の関係

(n二 9， r=-0.997， P<O.OOl)・・・・・(11 ) 

(n= 9， r二ー0.997，P<O.OOl)・・・・・(12 ) 

Mf: lx=1. 748-0. 5242LOGobx (n=10， r二一0.997，P<0.001)・・・・・(13 ) 

雌:1 x二1.729-0.5154LOGtlbx (n=10， r=-0.997， P<0.001)・・・・・(14 ) 

死亡半 (qx) と年齢(x )の|剥係

m:qx=0.07596+0.7563x (n=10， r= 0.788， P<O.Ol)・・・・・・(15 ) 

雌 :qx=0.09589+0.6749x (n=10， ド 0.762， P<0.01)・・・・・・(16) 

死亡率(q x )と頭胸中長 (bx )の関係

雄 :qx二-0.02545+0.02722bx (n二10，r= 0.762， P<0.01)・・・・・・(17) 

雌 :qx=0.01233+0.02379bx (n二10，r= 0.733， P<O.Ol)・・・・・・(18 ) 

これらの式を脱と雌で比較したところ布怠走は認められなかったので(共分散

分析， Ps>0.05)，雌雄のデ ー タを 1つにして 11'11，，4式を rlJ計算した(凶 22):

生存率(1 x )と年齢 (X) の関係

1 x二0.8419-0.3797LOGeX (n二18，1'=-0.997， P<0.001)・・・・・(1 9 ) 

ただし， x二Oのデ ー タは除外した。

'I=.イメギ ( 1 x ) とvJ'IJ胸中長 ( b x ) の|対係

1 x二1.738-0.5196LOG"bx (n=20， 1'=-0.997， P<0.001)・・・・・ (20)

死亡半(q x )と年齢(x )の関係

qx二0.08593+0.07156x (n二20，l'二 0.775， P<O.OOl)・・・・・(2 1 ) 

死亡 2ド(q x )と ll!'iJ陶Ijl長(b x )の関係

qx=-0.006145+0.02547bx (n=20， r= 0.747， P<O.OOl)・・・・・ (22)
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凶22. 北尚道 の 小 ?lIf川 にお け るザ リガ ニ の生存 半と 11:齢， ({~ J長の |対(ゑお よ びタビ

体 長の |剥(糸.

j江主~は JUI f，lj他-の 95見{首相 11.l{Wをぶしている.
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表21.北尚道の小M川における こホンザリガ ニの生命表.

制{主lui杭(よ50111で，¥1三jりilJ1!l旬'"1毛は8121，の角 JEJJ~ 分 (11 U) 11[. J)J flt'!を)IJし¥/、て

年齢 \ 1ι j ~J v!I JJ旬'1'1乏 l~: ~ lIi数 '1: (f. ~.~ (叶上(凶(本 タl~ l' ・ í~1 1 体長~ タl~ l'半
X (川) 数/各年(凶{本数) (X -:01) (J x /Jx) 

bx 8x dx qx 

♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 平 ♂ 平 ♂ ♀ 

4.0 3.8 110 108 1.000 1.000 0.145 0.148 0.145 0.148 

6.2 5.7 94 92 0.855 0.852 0.300 0.231 0.351 0.271 

9.3 9.7 61 67 0.555 0.620 0.173 0.213 0.312 0.344 

13. 1 13.0 42 44 0.382 0.407 0.091 0.093 0.238 0.229 

15.3 15.4 32 34 0.291 0.315 0.064 0.102 0.220 0.324 

17.9 18. 1 25 23 0.227 0.213 0.027 0.028 O. 119 O. 131 

20.2 20.3 22 20 0.200 0.185 0.091 0.102 0.455 0.551 

7 23.2 23.3 12 9 0.109 0.083 0.055 0.028 0.505 0.337 

24.7 25.6 6 6 0.055 0.056 0.045 0.037 0.818 0.661 

28.4 27.9 2 0.009 0.019 0.009 0.019 1.000 1 .000 



以上の式からは ，11:う安本は印刷'111三3 イ1:W令に従い徐々に {111"し，タじ亡半は体

長ゃ {I:齢とともに L坪する似 IIuが認められた。

コ号?努ミさ

北アメリカのルイジアナ州のアメリカザリガ ニ Pyocambantsdark iiを定量的に

採集した結保その性比も 1.00であり (PennJr.， 1943)，本れ'i;Uと 1，iJ伎である。

しかし[1本に分イIIするアメリカザリガ P. ι.'Lαrkii の雌は繁地JUIに巣孔に縫

もるため，五i千三のJltiEi哀れIi:数は少なくなる (Suko，1956)。ノーブルザリガ ニ

Astaclts astacusの雌も繁勉WJになるとシェルターのドに能もりイ汁月発になるため，

夏季に 11¥ J>lする雌は liEに比べて少なくなる。 (Westinand Gyde皿0，1987b)。

ザリガこでも，繁舶 11与JUJには抱卵雌が不活発になり転行のド等ヘ能もる傾向が

強まっていたことが雄九とされる。 しかし，本調査ではJj形作を)1 J t ，た奴集を行

ない，枠内の恥イiをめくり，そこに隠れていた制体も含めて採1111を行なったの

で， 1市い~1l1i効率で雌を似ることができたものと考えられる。そのため， rJJ] 地

ズにおける手今季節の性比は 1: 1として表射されたと考えられる。

本生息地における Il:.f i-1111紘は，体サイズおよび年齢に従い徐々に低卜してい

る(凶 22・表21 )。しかしオハイオザリガ ニ Or，ωnどctes 12ど'gLectus ι'haどJlυdadyLus の生

存rtlJ*J~ は当_J- 11下に対する 110食)f_がとりわけ尚いために辰初に急激に減少した後

に，徐々に低ドしており (Priceand Payne， 1984)，本位とは見なっている 。

本生息地ではザリガ ニを1111食する生物がみられないため，九ナ 11下等の小包'}制作

の生き残りが良いのであろう 。 よって 3 ザリガ 二の生息地に 11日食荷が侵入した

場介は， 111i食ハ:のかかり や 寸い小 JV!例休が激減するむれがあ る。 実際に -Itア メ

リカでアメリカザリガ ニ p. ι・laルII のj門別池をお[しく治成するときには，この

砲の IJ(u) )な 111i良市 である胤似のμ人を |山ILするため， Wj I益法等により予め f.~\ 似

を殺しておき，それを 111111した後に，アメリカザリガ 二 P. c/ark ii を導入する

対策が論じられている (Cheinand Avauli， 1979)。今後ザリガ ニのj岡地を凶

るためには ， I J ¥ Jll'} ~，tll 体の 111i し ， 11:-(r 本を佐~するため， '1:-息地における外敵生物

の侵入 |山 II ~ には卜分な iI:心を Jムう必裂があろう。

ザリガ ニはJit(fMt:でか命が 1，iJ係であったが(1><1 20 l 加4~ m 3 tn'i ) )ザリガ ニ:r:!'!
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において β 命がJ!tiE雌 bîJ 倣であるための条 f'j:は 2 つであり 3 これか-4:~ 純でも池川

できるか険 l下j してみた 。 め 1 の条件は脱皮 ~Ú 肢が脳r J.1fだ 1，iJじであること，>>-ひ

b;(f による tlW の ~~c (，凶行選択がれわれていないことである(P r iじeand Payne， 198 

4 )。 脱皮は化亡の L121大|であり (Momot，1984)，より大川化した，より l官j齢と

考えられる伽I(~~ ，fll~ ， ~qc (凶打)1i択で{坐fII:で， うど践する佐半が lfJjくはるため，が命

の長いよfrのjii伝 fが伽Ií~~ H下に拡散して力命に fl:A~ がノt じると考えられている

(Andersson， 1962; Price and Payne， 1984)。ザリガこには， }ß~)支 Mi I_立には性

差がみられない(第 4~~m2îirj )。また，配似有選択があると，その緩の雌は繁

舶 WJ に雌との交肢の機会をめぐってよ在 1 ，サ l ~ の îll 仰を JII いる闘争力i 激化する

(Ameyaw-Akumfi， 1976; Ingle and Thomas，1974)。このため，繁勉WJにおける

雄の針!脚欠Hl例体の U¥J!~ Mi伎の j門}Jljは，その純における配{凶行ー選択のための闘

争の存 {f:をぶしていると考えられる (Bobjerg，1956・1970)。しかしながら>_

極において，繁納Wlにおける雌の釦脚欠射半は地 )jllしていない(第6章第 1・2節)

ことから，本純の削{凶行選択闘争は活発でないのであろう 。 これらの事実は

よ記の 2つの条件を満たしており，ザリガニの舟命には性差がないことを裏付

けている。



緒

第 6章釦脚欠損

rp ;投獄の卜脚 11 では~It仰( I~I 2 )が長大化する紐獄が多く，この4if併は うど抜

の J戊 J)J をノ1 : イ i したり成長に i形轡する等の豆~な問題である(A b e 11 0 etαl.) 199 

4; Skinner and Graham) 1970)。ザリガ ニ知においても) ~II)仰は生態学的役割

は大きく， うど段 11与に J立が雌を H~tJrJするため(第 3権第 i卸j)) tll1良行からの防衛

や巣穴を ~II! るため (Grow) 1981) 等に利川されている。また E 水産学的な見地

から凡てもザリガ ニ賀!の針|仰が体重に，liめる剖合は 15%前後と大き く

(Mo r r i s s y et αl.) 1990)) しかも釦!仰が欠射していると外見的にも見劣りして

rfij IIII~ filli 11むを符しく Hlねるため，釦仰のイJ-1mは然倒できない問題である。しかし，

これまでの側先でザリガ ニ郊における釦脚欠似に関する矢11凡は之しい。

Skurda 1 etαL.) (1987) は，ノ ーブルザリガ ニ AslacusωtaC1lsにおける個体数密

度と針!脚欠HlMi I交の|均係を lリjらかにした。また，釘i脚欠引は)~~ )支の IHl隔を短縮

化させ，失われた釦仰は 3--.... 41"1の脱皮で 1'1~L されるが，欠射した îlt 脚の再生に

多くのエネルギーを泊代するため，その似体の成長は遅れることも|リjらかにな

っている (Bittnerand Kopanda) 1973)。これらの研究は注業が既に成立して

いるアメリカザリガ ニ Procmbants clarkii) ノーブルザリガニ A. astac1ts) ヨーロ

ツパザリガ ニ AustφυtωnobiusTαlIites を対象として行なわれており，み;極におい

て，釦)山欠引状況が l剥伐された例はない。これは 3 針t)山欠Hl状川を数学的に併

析するためには，あるf'1~ J庄の fl，~1 (~， 数を紘(以する必~があるものの 2 サリガ ニ

生以 lJ!x か I~l~ られ， しかもり，1，1休抜か ltlJiな別似のノベきい 11:_以j山か 分か っていなか

ったためであろう。

本{j)f先では小れIj川(，1 t iflj )u J' / 11I村)と洲(北 iflj池山).Q111 r )において，それぞ

れ ~It 山l 欠 Hl 状川を fL ))IJ) (トサイス J)IJ) 11与JUJ))IJ )生以 j山 ~JIJ に M 析した d これらの

*，'i ;，j~から 11 1 ， j 11:.以j自における tlt)山欠 jlj状泌を lリjらかにし，欠Hiのだ'j:_)1; i 1人lについ

て検討した。



第三 1 j三百

什、三百rJ r I (.，こ才云けーる多It JJl11クこ J員二IJ.こがι

[材料と Jji1 ] 

制台場所やf*W Jj il~ は第 3.'江第 2節と|司被にした。ただし，以 1111 制体数を数多

く確保するため l泊f玉川数は lカ)Jに1[111以上とし 3 計36[111とした 。以i以似体は 3

以胸'11長 (l;;<13 )の測定， 't'1.の判別 3 針t}仰欠 111 状 ~JC の観察を行な ったのちに，

近隣の小川川へ放流した。~It仰の欠如状訓は，全く ílt}出lを尖っている個体およ

び Ilj生井 (Bliss，1960) が見られる個体を釦!山欠肘個体として記録した。ま

た生息地では，抱卵例(本の 9J1}陶'111毛は 18m皿以上であり (第3卒第2節)，雄も頭

胸中長 18皿皿紅!立になるとうど後行動を始めるので (Kurata，1962)，雌雄の頭胸

中長 18mm以上の伽[f本を成体 (adult)，18 mm 未満の例体をよ JJx.休 (young) と

して記録した。ただし， vfi胸 rpl~ 10mm点満の椎エビは内 !IHでのれ:f-U JJIJ :が難しい

ため(第 3阜ぬ2節)，本阜では記録や解析の対象外とした。

1% tfH した似体は~冬 WJ (11)J --5)])，繁殖WI (6 H --7 ) J )， 交j変則I(8]] --10 

月)に分けて比 t鮫した。本生息地のザリガニは， ;1< i品が 110C以上に昇温する 6

)1----10)]にかけて脱皮を行ない， 110C点満の 11)J--5)Jには脱皮しない(第4立

第3節)。したがって， 11)J --5JJ を地冬 J~J とした。本 If:.息地では 5 ) J --7 )-jに飽

卵雌が山別し， 8)J----10rJには交肢が行なわれる(第 3単第2U[i ) 0 6) J --7けは胞

卵がみられ，しかも ijif立l(rI約 、liたりの 個体数的 j交も比較的 l向 くなる 11告知!なので

6月----7)Jを繁勉WIとした。また，交後行動が行われる 8)J--10)] (よ交妓JU]とし

。
た

[紡*]

小れIJ 川にはヨコエビ~'I ，ヤゴ~!などが生以するものの ， f.(~ 1:.f!なとサリガ ニ を

tlH食すると与えられる大叩動物はノ1<1[1にはみあたらず，山知 やほ2しガ!がザリ力

こを 1111.食した )I~ 刷、も ;I~J j ;~. にはみあたらなかった。また 2 ザリガ ι υ)m六もみら

れず，本，NIはもっぱら似(iの t，'に隠れていた。

剥伐のがi*， h.(rの成体 527MI (本 3 雌の j戊(本 529flM (~;:， h:i[--+之JA(本691 (1M (本，雌~;
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成体642伽l'f本が 1¥jられた ()<22)。小れIJ川において) 1I与JtJJ(繁 y，ti!U I )うど政!り1) ~ 

冬JUJ)) YI. ( h;f(:) tltft:))サイス(成体) ~J成体)をい JJ Ij した 11 1 12のデー タ-1I'f.に

つ いて，それぞれの)，~ ~ i の ~II !U~ 欠 Hl 数を比 11攻したと こ ろ，イi 心んがな く ( -. J J1 

検定， Ps>O.05)，とくにどちらの釦仰が欠1Uしやすいとは考えられなかった心

したがって，以降は)，:あるいはイi~It仰や|川 tlt 仰の欠引を!- ~̂ ))IJせす，いずれも単

に欠itJnl~1 体として以い解析した。また， f今季節における小川川と次節で)iliべ る

~~]の例体数件{}交を比較すると ，J成体では"リ織であったものの ，~-:: J点{本では小川

川における似体数術肢が i~1 を I ~ 11I1った (I!<I 23・ぷ23) 0 ~It 仰欠射の頻度を雄と雌

で比較したところ(!刈 23':&24 )，成体の~冬 JUI を除きイi えま }à は認められなか っ

た(ぷ 25)。つぎに，ム(H1Mi肢を j点体 ，~Jぷ体!日l で lじ~攻したところ) t1iでは千i

怠廷があり，雌でも繁 ~(iJUIにはイi怠差があった(以123・表26)。欠肘頻度を小川

川と洲で比 l鮫したところ ，Jぷ体では うどJ妥JUJのよfEと地冬JUlの雌を除けば，有志 差

があった。しかし，未成体ではイfJa差はなかった(凶 23・R27)。

第三 2 j霊行

ま胡乙こさ己主Lする1s1:I‘眉却タこゴf員ヰ犬毛兄

[材料と方法]

調査場所や採集 }JUiは第 3市第3節と同線にした。ただし)t* 11日制体数を多く

i確保するため調査の r"l数は 1カ)jに1r日l以上とし，台三|ーで191111とした 。 以i収個体

は，前節と !JIJ線な訓IJi.Eと記録を行なった後に，近隣の iNjへ版流した。

iMJは11)J--5)Jにかけて氷 l(tIに結氷がみられ，ノkiAAの似ドに作いザリガ ニは

転イiの 1'.に派 く治り込むためか qi位 I(JI相 、liたりの例体数も l仁11均的少な くなる 。

また本生以 j也のザリガ こは I"Jij1mと11リ係な脱皮，繁判I'iサイクルをぶすので(鈎 3

1立第3節) m 4 t;t tf1 4節)，は 1111 した伽!体は~冬 JUJ (11) J ~ 5) J ))繁地lUJ(6) J "-7 

) J ))交接 WJ (8) J '"" 1 0 ) J )に分けて比較した 。

[結果 l

?I~J 消にはエゾサンショウウオ lJyuubiusretardαtusが生息するが) f.({ ~Ú はみあた
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した flM体 の /1¥J>L MI肢 と Ilhl{~~ 数出 j長の |剥係.
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表 22. 北海道の小 M川と湖!におけるザリ )Jニの 性別以 111i数

ι::::::F ，ーーー-二-

小川)11 iNJ 

) J 11<~分 利食 J& {.本 未成(本 制金 h~ (牛 米 j戊(本
I! '1数 !!_!l数

♂ ♀ ♂ ♀ c:(1 ♀ ♂ ♀ 

II月'" 5月 組冬山! 14 104 97 1 7 1 102 1 0 72 6 1 1 2 2 9 

6月'" 7月 繁地 JtJl• 1 3 267 257 293 330 7 154 1 1 9 9 1 103 

1月'"10月 交後 WI 9 156 175 227 210 2 377 375 65 93 

合計 36 527 529 691 642 1 9 603 555 168 225 

'抱卵 i躍が山別し，しかも悩{本数倍度が高い時期jである 6片'"'-'7 ) Jを紫旭川と定義した.



『司~

炎23. -1ヒ尚道の小れIf川と刈における単位的i禎(111 ) !'iた りのザリゾf. {Ib! (七紋由民

小 M)11 ;MJ 

) J I~~ )} Jl比(本 未成 {4" Jl父(本 A~ J& {4..: 

♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ cf1 ♀ 

1 1月~ 5月 組冬 JUJ 0.25 0.24 0.42 0.25 0.28 0.24 0.05 o . 1 1 
6月~ 7 )1 繁勉 JUJ• 0.82 0.79 0.90 1. 02 0.62 0.48 0.36 0.41 

8月'"1 0月 交償却j 0.63 0.70 o . 91 0.84 1 . 05 1.04 o . 1 8 0.26 

抱卵雌が IH現し，しかも個体数術皮が高い時JlJJである 6月 '"'-'7月を繁勉 W1と定義した.



表24・北海道の小河川と洲jにおける片釦胸lまたは[iltI針tJmj ;が欠 JHしたザリ刀 二 の 11¥}Jl半(見)

;;::「--= 

小il!]J j I 
~NJ 

一一一一一一一~.~・-司『ー・岨・ーーー四圃・. 一一
月 区分 J& 1本 未成{本 h父{4，. 米 hえ(本

♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ 

11 月 ~ 5月 越冬 JUJ 16 . 3 14. 4 4 . 1 9.8 1 2 . 5 1 . 6 16 . 7 3.4 
6 月~ 7月 繁勉 WJ・ 21.7 1 5 . 2 14.3 10. 9 13 . 0 1 0 . 1 9 . 9 8.7 
1 月~ 10月 交償却j 28.2 28.0 1 4 . 1 1 6 . 2 8.2 8.0 23 . 1 22.6 

-抱卵雌カi/1¥ JJiし，しかも個体数密度が高い l時期である 6月 '"'-'7月を繁勉則と定義した.



表25.北尚道の小川川と洲lにおける ilt1m1の欠指したザリガ 二 の 11¥JJt (凶体数を j峰雄で比較し

た検定結*.

他は) Fisher、の Jl:他他半検定による他半をノf¥す

小川)11 JJl 
月 区分

j戊{本 未 J&{.本 fぷ{本 未成(本

11月'" 5月 越冬共)J .0343 . 1 2 1 4 .2930 .4871 
6月'" 7月 繁殖期・ .5654 .3164 .5086 .6069 
1月'"1 0月 交後 JOJ .4293 .0535 .0169 .2001 

'抱卵雌が LH 現し，しかも個体数純度が高い時期である 6 月 ~7 刀を繁勉- 即!と定義した.



表26. ，1ヒ尚道の小れIJ 川と ~NJ における ~It 1m1の欠 fHしたザリプj二 /1¥Ht {I~i 件数を凶作( vft )J同 q!1< 

18111JU以上)とよ成体(iiJ'l iJ旬 Ij! J毛181U1Jl点満)で 1l-_IIJ交した険淀川以.

他は 1 F i s h e l' の d:他他半検定による他半をノJ"¥す

-ー=ー-ーー一ーーー-

小川 JII JJJ 
月 区分

♂ ♀ ♂ 平

!1月'" 5月 組冬 JUJ .0149 .0794 .3052 .4574 

6月'" 7月 繁地 JUl• .0005 .0036 .9997 .9999 

1月'"10月 交後 Wl .0006 .2 164 . 8 1 1 5 .8986 

-抱卵雌が 11¥lJLし， しかも個体数的 j庄が高-ぃ 11与!lJJである 6月 "-7)Jを繁地却iと 定義した.



表 27. 北海道の小 M 川と ~Nl での ~It 胸l の欠射したザリガ ニ の 11\現制件数 の 険 定 結*.

l自は， F i s h e l' U) J E倣他キ検定による他半をノJ¥す

/ー三==

hえ{本 )~ J~比(4.-
月 区分

♂ ♀ cf1 ♀ 

11月'" 5月 魁冬 101 .0168 . 1 1 7 8 . 1 8 1 2 .3359 

1月'" 7月 繁殆 JUI• .0000 .0000 .9698 .9304 

1月'"1 0月 交後 JVI . 3146 .0050 .9853 .2508 

-抱卵雌が 11¥fJ~ し，しかも個体数倍度が高い時期である 6 月 ""7 月を繁勉 WI と定義した.



らなかった o ~I~IIドにはザリガ ニ の巣穴はみられず，本紙は)，I， ~ (1:する転 fiやfA染

の卜ーにj付んでいた 。 IViJfiのtllj!以， i~JJ では h.ft J)~ (小603(li，1休， Jitfr JA休555(I ，~I (本， 4ft ~~ 

J)~ (~~ 1 6 8 (I ，~I (本 ，n脱水成休225 ~，~l 休が何られた(k 22) 0 ì ，~J において ， lI，j Wj (繁げl

JVj ，うど肢WJ，~冬 JVj )， 't'l: (Mt:， 雌)，サイス (成体 3 よ)JX体) をlぺ)JIjした計 12

のデータ一昨について，それぞれの )L:イiの針|仰欠H1数を 1t 11攻したところ，イi定

廷があったのはうど政 WJの雌の)J.X体のみ(てJ!1検定， Ps<O.OOl) で，ほかの 11 

群についてはイi必疋がなく (てjJ1検定， Ps>0.05) ，とくにとちらの~It仰が欠

射しやすいとは考えられなかった。 したがって，以降は )1:あるいはれ jiltJ仰や 1IIIj

ilt仰の欠 H1を1)()}IJせず，い Fれも !itにかく引例体として扱い解析した 。

~j での針t}山かく H1 の ~11 肢を Mtと雌で比較したところ， )戊{本の交妓 JUJを除き ，{-fA主

差は認められなかった (1刈23'J<25)。つぎに，欠1t1頻度を!J.え W) ~ tJx体闘で比

較したところ，イj!J.差が認められなかった(凶23・表26)。

三号子第雪さ

ザリガニ:rtl における針1)山欠 ~H }J;f凶には同極の個体!日lの闘争によるもの，交岐

に伴うもの) tll1食者によるものが知lられている (Bobjerg，1956; Ingle and 

Thomas， 1974; Stein， 1976)0 I山j剥査地区にはザリガニを泊先に 1111食する動物

がみあたらなかったため，欠拡i例体の WJ却する)J;-:f凶は例(本!日j闘争や交後行動と

考えられる。ザリガ ニ対!の似体 U¥J闘争の行動儀式は針|仰をつかみfyぃ，相手の

針tJ仰に攻撃を)Jllえると桜 (ijされており (Ameyaw-Akumfi， 1976)，ザリガ ニにお

いても例体1:'"闘ノft-が ilt)山欠11]の)J;iI人|にな っていると出われる。

)&休とよ jぷ休における illJU~ 欠 H1 11'i 伎には， ;I~ J で(よ泣いがなかったものの ， IJ 

i"j川では!戊休の 欠H1がよ)}え休のかくH1を LI'!Iって いた(1文123・点 26)。これには次

のような 2つの JIj! 111が与 えられる。まず ，ザリガ ニはJ;X:JミにfI'. い Jl~~ )主 ~1i I交が低

1"するので(加4t;tm2Uj)， -J定ilt仰が欠 H1すると川役 dるまで(/)11，1)-11¥1はIA熟

した比較的大)~iJの伽|休の )j が，よ);比熱の l 七 'k~ I町小 JY! の似体よりも J~ くかかる。

そこで 3 。ょに主11JUJJ欠H10)起 こる Jlu肢が 1，リじであ って も，J&休の hが欠Hl(I，I，J (トの

みつかる以肢は dagsj くなるだろう ο もう lつの JIIt111として ) )}~休 の(よろが (， Ú らか

のJIMI11で夫際 にf.1I仰 を火う M11良が 111iいことが考え られる。交 j去の 1J..なわれる 11ふ
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JUJに注 I1してみると， うど政 WJ (8 Jj ~ 10 J J )では雌脱とも|りjらかに J~え体の欠 Hl

がよ J~具体の欠 j11 を L 1"1っている ( 1χ123・ぷ24)。 この こ とは ilt山l欠HJ7)~ hx体の うど

以 JUlの行動と術政に Ix:J係していることをぶ唆している υ イ;Nlの火以1J' ill)Jにおい

て tlt1J4Jを川いて +11r を j~ lWしようとする行動を /j¥す(治 3ぷめ 1~í'J )。 この1J: ~J 

段式が うど肢 JUl の成体に ~It 脳l 欠 H1il!)} (.本が多くみられる似凶であろう。

-Jj， 1，11] '1:息地 Il¥jでilt仰欠 fL1の頻度を比較するとよ成体では疋がないものの

成体では速いが認められ，小川川におけるかく仰が多いと考えられる(凶 23・表2

7) 。小川川と i，~J の生息'七lI'd を i七 lP:交すると l りj らかに iMJ の Jj が広い。 iMl でのこうし

た「生息'!~IlHの広さ」は 3 州休日りの 1""iJJょを少なくし， ~It)仰を失うほとの闘争の

激化を|幼いでいると出われる。さらに ，J&体とよ}戊(本の欠J討を比較したとき，

小川川では 1，1，]肯の欠H1にAがあるものの湖では差がない(凶 23':&26)。このよ

うな r，Lj生息地問での針!脚欠射状況の違いも生息空間の広さの違いによるもので

あろう。



第 7章 食性

緒

ザリガニカ1の食，t/j:は， +是々な JjI凶から研究がill_め られてきた。天然での fl11料

を知|る iは初の l試みとして，ノk 布I~ fl6J r1した似体に待値の fllrを ljえ，阪自tlしたもの

をぷ然の自I1と与える'_l験がれなわれた (Abbrahamsson， 1966; Goddal'd， 1980; 

Mason， 1974; Seroll and Coler， 1975; Westin and Gydemo， 1987a)。その

後，口|付作物の検鋭によりザリガニ郊の負 ，tl を~保 する試みが行なわれ，その

自I1料は，巻11， 1~ 01， 111先;:ヵr!，オタマジャクシ等の動物質 (Abbrahamsson，19 
66)， ，ffl-i物繊維 (Lakeand Newcombe， 1975; Suter and Richardson， 1977) や

必類 (Flintand Goldman， 1975; Hessen and Skurdal， 1984) の他物質，ア

トライタス (Momot， 1984) であり， tなflll:T↓はデトライタス (Hessenand 
Skurda 1， 1984) であることが解明された。それからは，円|付作物組成の季節

変化 (Capelli， 1980) や，ザリガニの渋 filJJ 1:が他の生物の成長にヲえる影響

など個体抗生態学としての耐火が行なわれている。 Flintand Goldman (1975) 

は，北アメリカのカリフオルニア州のタオエ iMJに'J=.息するウチタザリガニ

Paι:ifas!'αC1tS leni山cuLustrowbruLgii が付着法実nを阪食することにより;東方1の噌殖半
が|向上し，ザリガニの渋fl11?I~ 1))は i~J の三差点術域に ~n ~な役;引を， Iî めると報告し
ている。また Ca m b e r s et aL.， (1 990 )と HansonetαL.， (1990) は北 アメリカ

に分布するアラパマザリガ ニ Ol'lalk'des lJirilisが巻 LJにうえる flU企J(により，巻

!lの成長速伎が 1~ りする飢紫色lli 米をぶしている。このように白川竹内による j白
州対象純であるウチタザリプf二 P. L. trowbrulgii 等 で は必然における u:十1:と '1:

態系における役:I;IJの{Jjf究か )!Lんでおり，給自11i!f角(1の )"¥J象制!であるアメリ力ザリ
ガ二 Proι・ωnuarusclarluiちでは人 Iflll 料の (i肝炎が ll~ り *Il まれている 。
アメリカザリガ ニ P. clw合II やマロンザリガ ニ Cllerux ft:JWl;JI(/}I/{S では人 ，0-fil↓ 

料の転換効率の (iJf火力)i jなわれている (Hunerand Heyers， 1979; Nose， 196 ~lL 
また人，~ fill料における必れ つにi(iの liH先も行なわれており

2 ステ υ-_Jl 
( D J A b f' a!ll 0 et al.， 1 985 ) ，タ ンノtクY'JI (T a r s h i s ， 1 978; W i 1 1 i b l' 0 l' d II S et ul・， 1 
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975; Z a n d e e， 1 966 a )， JJR)j}j (T a r s h i s ， 1 978; W i 11 i b r 0 r d u s etμl・， 1975; 

Zandee， 1966b; Zandee， 1966c)，ビタ ミン とミネラル (D'Abrarno etαl・， 1985)， 

カロチ ン (Wolfe 孔ndCornwell， 1965) 等が人仁川料にヂ IIJタく で あることが

つきとめられている 。 さらに， ftl ~料における角~系の七通 IC;; h} 0) Mf火力iB タ ン

パク!日(D' A b r a m 0 et (1/.， 1 9 8 5; H u n e r a n d L i n d q v i s t， 1 9 8 4; II U 11 e r a II d 

M e ye r s， 1 979 )， JJR JW (D' A b r a m 0 et αl・， 1985) についても lt~ り利まれている 。

またザリガ ニカ1の成長をa近する栄養バラ ンスをうど lりjする試みも行なわれてい

る(D' A b r a m 0 e t aL.， 1 9 8 5; H U n e r， 1 9 8 4 )。長制対象純では紛化従エビの版流

も行なわれているので，維エビのためのり川人 1".fll~ 料の|泊先も試みられている

(Westman， 1973)。

ザリガニの食性に関する研究は乏しく，能足 (1978) が秋川県鹿角巾の小河

川で民集した数例休のは内作物を険鏡した例があるにすぎない 。 しかも，その

耐火では本絹の食性を卜分に WrIりjすることができなかった 。 観察した個体数が

少ないうえ，ザリガ ニ燃は ・般的に食物を昨きながら命べるので 3 中なる肖内

科物の検鋭では fll~ 1 1: 物の純夫(i がイ~ I り j である湯合が多いためである 。 そこで~ {iJf 

究では天然での tH餌行動と肖|付校物鋭祭を併せて行ない，その食性を解明した 。

また，肖内特物の充満j交の状況と，その季節変化についても観察した 。

気三~ 1 宣行

づ¥ぜ可Jr I f.，こ二Fこ云 Lする事亨 i村 z:; 司令j 角~キ斤

[材料とんiit ] 

調fiは 1990イ1:から 1992イドにかけて， 3力JJ 11jに 1JSt f J . な っ た 。 i初任 j山 r~ ，収集

}j itは針}3 市加 2tifi と I"J 係にした o ノ I ~ 以 i山は樹木に 1)11 まれており，秋季には klII

の治Jt~が小川川の川氏を鋭う 。 また，治*や/高校(よ J ，'â イ 1 : に波り IJ ¥ ;'IlJ ) 11の川 j庄で

みられた。 :-J:}斗 j山にはノrj(IJ:. ~1~i ~勿がみられず， ji JV!の IIIJ)，1;.生物としてヤゴとヨコ

エビ類だけが生以していた 。 ザリガ 二対(よ・般的に{文 U¥J，H!自IrをfJーなうので

(Crocker and Barr， 1968)，以朱は午前7:00から 9:00のIIldにわ:な っ た a また以

集した似体は ， すみやかに 15見ホルマリンで II~I iiごした 。 ノーブルザリガニ
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Ast，αcusαstacus (よ，脱皮するか，1体は食欲が減;uし，三そりになることが知|られてい

る (Hessenand Skurdal， 1984)。 そこで)悦皮 Il.j:WIの似体(治 4r;'i: tf11 仰の脱皮

十11分刻による村1I II )は訓'1~とから除外した 。 ~本民仏J， I H~ (よvJi)刷'1
'
1~ (1文13 )の (J!IJ

~と性の lリ ))IJ ，雌に ついては抱卵の状例制然を行な った。，t/l・の‘1:リ))IJ(ょぬ 3単tN2

ffjの)j~t とIr d +.ょにした。また， VJ1胸'1'長 10mmぶ?I埼の縦エヒはfl:判>，IJのj基準とな

る交肢)伎の発注が不卜分であり，内 1114で性を区別することが難しいため(第 3

単第2節)， ~rt 微鋭を不iJ川して性を識別した。

1 992 {I: 8 ) J 1 0 I 1にほ集された 13似体の雌と 12側体の雌(平均以胸Ijl長 15.8皿m，

範Utl 9. 4 -2 1 . 3 m m )は 200Cに訓 jill11した宅内ノk柏で， -&: nl~ せすに 7r 1 11¥1制台した。

これらえそ りにした例休を 8)J1611に小川川ヘ版流し，その後 111与II¥j，彼らの阪自lf

行動を制労ぎした。制祭後， 11文 ~fti 例{本を Itltll]し，り|付谷物を検鋭するため速やか

に15おホルマリンで 1，51定した。

[結W]

小川川の平均ノtziMは3--5)Jが6. 5 oC， 6 --8)]が17 . 2 oC， 9 --1 1 ) jが 12.80C， 12 

--2) jが2.6
0

Cで，そのぷ IlIiは 12)jから 3月にかけて結氷した。計 12lllJの係集に

より 92個体の雄と 116MJ 体の雌が奴集され，そのうち 16個体の雌は砲卵してい

た(表 28)。探集された例体のは内容物は砕かれた他物繊維(凶 24-f) と粒状

物質(凶 24-g) であった。これらの物質は t性，胞 ~I~ の有無，体サイス，季節に

かかわらず認められた。室内ノk併にて空間にされた悩体は小川川へ版流された

直後，すぐに腐食した治~や治以を食べた。これらの個体の同|付作物も粒状物

質と植物の繊縦状物質で，定則的な探集により得られた個体の円|付作物と -致

していた(凶 24)。

気苓 2 信行

ノJ'"i可 Jr I G-こオニヨけ-る J実-良時 信行三Eイヒ

[材料と Jj法]

第i節で採集した{V，I(，本のり允 j|:li肢を記録した o ft il~ I交('I'J 1付作物 fii/はの終 11)
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図 24. ザリガ ニ の胃内科物.

A'よ小 inf 川 で j~wされた個体で) B'よ室|人JJK情で絶食さ U '!~ }!lした後，小 i"J

川に h~ ~k していJ~f 111I後に 11jill1した(同(本.

gは新料) fは繊維状物質を示す.

スケ ー ルは O.05mm.
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光 j前j長

表28. 北 iM道の小 M川に Il:_}Iぷするザリガ ニ の?今季節におけ る iij允満度

tヨ==ニ

性 季節・ l

J采110

{凶(本数 Ili J~J 

日~.{ )J何'1f 1長(m m ) fllt! f4" 委主

範凶 肖先 i前j長日

o 0.3 0.6 1.0 

春

夏

秋

司

σ
「

h

d

F

n

u

n

ノ
』

nud

nfM

内
《

u

n

/
臼

会ふ

21.0 

21.2 

1 8 . 1 

26.2 

14.1-30.2 0 

9.2-26.5 0 

4.6-26.7 0 

20.6-30.3 

ハU

ハU
n

H

U

0

0

。
。

Fhd

円

h

U

2

1

ハU

nノ
』

円

‘

u

円
/
」

1. 00 

1.00 

0.98 

0.27 

P 春(未抱卵雌) 26 

春(抱卵雌) 1 6 

夏 54

秋

冬

26 

1 0 

24.5 

24.8 

23.7 

21.0 

26.3 

19.5-30.1 

20.5-30.1 

11 . 8田 31.5

6.5-32.4 

22.5-29.6 

ハU
n

u

n

u

n

U

ハU
n

u

n

U

ハU
Q

d

。

。
。

ハ
h
U

円

h

u

q
‘

u

円
ノ
」

nHu

nf
-
'
I
A
p
h
i
u

n
/】

1.00 

1.00 

o . 99 

0.9-1 

0.27 

4 

0 

.1春， 3月'"'-'5 Jl ;夏， 6月'"'-'8n ;秋， 9月"-'1 1片 i 冬， 1 2片 "-'2月.

け「内容物の谷・国/肖の容量」を 11視観察により， 0， 0.3， 0.6， 1.0の

4段階に区分した.



は4段附 (0，0.3， 0.6， 1) にl足分し， 11視により行制liした。

[市山県]

円充満!交の季節変化を~ 28にぶした。~今季節における充満度 lょ，雌維で iりj ら

かな .l'f=:烈は認められなかった。しかも抱卵似体と通常の雌においても同充満度

には大足がなかった o イ下， KL，秋季ははブ'c?，出肢が 100お近くであったが， idも水

泌が低ドする冬季はこれをド1i~1 り， 0.27%になった。なお，雌雄の体サイズは

?今季節においてイj;，ぷ .;~~ がなかった (Mann-Whitney の U 検定， Ps>0.05)。

三号第三さ

治集と治校は小川川に治ドしてから，それn体の栄長系が 11与IHJの経過ととも
に減少してゆくが，その後の腐食に1'1:い， m~ には栄養fiI1i の高い微生物類が増

制するため，その栄 1~ ぷの総 h} が 11j び笠宮になる (OdUID ， 1962)0したがって 2

ザリガ ニ は，それら腐食した手伝染や治校を食べ， 1司II，Jに，微生物も食べてい

ると考えられる o Fenchel (1970)は腐食した治集には粒状物質が認められ，

これは微生物の塊であることをつきとめている。よって，本側先で観察された

粒状物質は微生物併であると考えられる。これらのがiWから， ~I淵倉地区にお

けるザリガ二はデトライタス食行であり，彼らの tなnlf料は微生物により栄養

素が豊富になった治集や治以であると考えられる。 Hessenand Skurdal (198~) 

もザリガ ニ飢の 1::なfltr料はデトライタスであると報竹している。 Sato(1990) 

は，小川川の湧ノ'}<J北においてザリガニがエゾサンショウウオ l!YJwbiusrdanlatus 

を1111食していたと初代している 。 そのため， I~/J ~i j位|メーの 11iJ J11}小物であるヨコエ

ビ類も flli食されている 'If能札がある。 しかし Gl、oves(1985) (よ，ザリガ ニ 知、

は a 般的に谷川のような!肋きの鈍い ~ I : ~)なら ~IIi 食できるが，ヨコエヒ tfiのよう

なすばやい似Jきをする 11:~}は~IIi らえられないと似;つされている u よ っ て，イ-~ Nl 

にとっても，ヨコエヒ灯!は幼きが 1，1・く， 111iたよることはぷであろうと考えられ

る。

A~ 剥台によりザリガ ニ は冬季には活発に段目lr していないことがゆj らかとなっ

た。これはノj(~ llI t の似 1'- に fl い， ?，r，-f l : が {L~ 卜- していることをぶしている。なお ，@
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市はげがプ6j|(liしていて，冬季にはこれが減少する削 I(Uは LakeSLeinsfjorden 

のヨーロツパザ リガ ニ A. ピlSUlCllS でも似 (iJされている(I1essenand Skurda 1，1 

984)。

北アメリカ では ，ノk川でアメリカザリガ ニ p. ιルrkii を主主11(1している場所が

あり，そこでは -J交わij れた陥が起源のデト ライタスが良 好な fll~ 料となっている

( G a r c e s a n d A v a u 1 t J r .， 1 985; M 0 m 0 t et aL・， 1978)0ノk川で長勉した個体 の

成長速度は，通常の ~Q 11:のi(4での成長 (Chienand Avault， 1979) や，素似り

の池でぺレツトをJ生fll~して fl， iJrlした倒体の成長 (Cangeetαl・， 1982) よりも良
好である o そのため北アメリカでは水川でアメリカザリガニ p. CLαrkii を飼育

し，付加11i''.}に人 r.fll~ 料を投自q する養勉スタイルが a 般的である(G 0 ye r t et aL. ， 

1975-6; Mills and McCloud， 1983)0ただし ，これらの培養地スタイルは成

長 が特別に速く， ql位 11]1相 、liたりの生 産性が l高い種での例であり，比較的成長

の遅い(第4冶第 3節)本経に t記の手法を導入することは難しい。



第 8章

水産増養殖・資源管理方法

ザリガニは，もともと 11本ではクルマエビ Pen似 us ;，ゆωIIι・us，ガザミ Portunus

trituberculatus，シャコ oratosqu iLlαoratoriaのように A 般的な食)I J経として利)IJされ

てきた尚業資源ではないので， 一般化するためには，利)I Jノj法や販売 βj去を催

記する必~・があるが ， IU能性は卜分にある o そこで段初に ，これらの利川形態

やj坂売戦附を悦 1iし，次にこれらを踏まえた I開設舶，資源行 J出子i.tを検討する。

ーザ.リズfニニグ〉不リF円 6ニーコし、て士

凶際化や 11 本 II~I 民の '1: i，f，ノ1<~向上に作い ，泊j 外の特 産科 i型を 11 本に 導入する

ことが泊先に 1jわれている。欧米ではザリガニ類が ー般的な料埋となっている

ため，近い将米，わか 1fi1にもザリガ二料開のブームが起こる IU能性は高い。実

際，東京等の lffj級料flHJ ， l~ ではザリガニ料 f型が1'1 1 されている所もあり，ザリガニ

を，その食材として利川することは nj能である。ただし ，この場介は 11本凶内

にも分イliし，本経よりも大恒化するアメリカザリガニ Pruι:ambarusclarki・iとの競

合が予処!される。また 2 北iM;ロ， W北で本極を 11:p1.し，これを自1511;"部へtl1佑し

消貸することは難しいのではなかろうか。むしろ流通形態としては，ザリガニ

の生息地が 1~1~ られていることに行 11 し，地ノ乙の手/l 応 1111 料出にすることが適当で

あると出われる。また ， ì~' 外なことにみ;揺は鋭角~ /1::物としても人気が l高く，東

J;〈，人:I似の ペットショップを"1IL\ として I~':j (111iに11)(rJIされ ている。そこで本絡を

食材として利川することに仰らず，希少な飢11'1::~)として流通させることも IÜ
能であろう。

}ザどリフゲ ニニグ)rVj[ラモ EHl乙1llA- ~こ---~し l ~ぐ

それまで ・般的では伝か った ftJi1';(1 ，いわゆるおj'f.(t NI を ~Æt )tllさせるためには 3

j以必戦 III~ を | ・ 分に伯楽する必吹がある 。 片・行(よザリプj二がj世ん-(l〕YlFijJIllゃを!ln 
川の 11:.物として AiJ)IJできる IIJ能，t'l:が I'，，'Jいことに?i: I 1し) -1じiIlj)uの}，/111 J山伏 にて

収集したサ ンプ ルを試験[内に 2)lliりのんiU~ で流通させてみた 。そ れらのがj 以



桜山し，ザリガ ニ をノ1<ln来としてtJEえた j必fYの経済性に つ い て 検討した 。 また

検討がi*から lJ:も介 J'lI的と!ム(われる流通 JiU~ を J起案してみる 。

-地方名産料理としての販売

北海道，.Jj券の脱出 IIIjのホテルの料山 jI!、Ji11に仏刺して， 1992イ1:7 J 1に試験的

にザリガ ニ恥い'IIを作成してもらい，この fji(llIiを計算してもらった(ホテルの名

称や JE維な巾fIIIl等は常業 Lの百円 台により|りjらかできない。なお，当ホテルでは

かつて本位をホ テルの食世として tUしていたこともある)0 その結栄，本種は

ウチダザリガ ニ Pa叫んlSt，αCUSleniusculus trowbridgiiやアメリカザリガ 二 P.clαrkii と

比べて泌央 くないため_RI沫であり，フラ ンス料却の食材として卜分に通JHする

ことが確かめられた 。 また ~l 光治:の多い 5 Jjから 10J ]であれば，ホテル側とし

ては体長5cm以上のザリガ ニ を i似体あたり 500--1000111で購入できることが計

鉾された。また，フランス料 j~l では脱皮凶後で体各部が軟化した状態の個体 s

oft-shellが特別に珍，fiされるため，この状態の個体を継続的に供給できる の

ならば 1似体あたり 750--150011jで良い取れると算山された 。

-ペットショップでの販売

東京の日本庄淡水魚を '1'JL¥に倣う熱*f.~{ J，~ に依頼して，全長 5--7cmのザリガ

ニ50個体を試験的に版先してもらった(J占1:の希望により llii名は lりjらかにして

いない)。小売りの巾仙lは体長に応じて 3000--500011] /似体とし， 1以売却!聞は 19 

92 il:の5J J '1' it.J ，...._， 6 J 1 '1' 1uとしたところ， 1カJ1以内に完先された 。 また， 当jJi

~IÛ ではアメリカザリガ ニ P. ι'lw合 ll ， ウチダザリガ ニ P. L. trowuruLgii，タンカイザ

リガ ニ P.L. leJliμsculus もm(ヅ乙しているが，ザリガ 二 のりl己れ iJ'きが j11もり訓 だっ

たそうである 。 また， 111 (1111 if!' rl~~ 1 ~ ， 1 000 l' J / nl~1 (本 で ~1J を l て く れれば ， IJ¥先jlij

の保持が取れることも (11在litされた 。

-合理的な流通方法

ザリガ ニ は村 Jf(~ "11" 料 I'l~ や制 '{f川の ' 1 :. 物として j似必 II J ii色であり 2 しかも似体‘li

たりの 1i1(!lI j が lfJi いため粁治的にも以~が介うことは l リj らかである 。 よ っ て l

のJJ法としては -ItifJj ill の 111 川 i~l~ のホテルと民的して 3ii 手の idl YLシー ス ンに fT
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わせ， -4< 1'U を特jl(~ "11¥料1"111として供給するのが fillH IY')であろう 。こ れは通常，比

業の機 会 に之しい 111I!'d I¥Hにおける地域似興にも訂りできるものと出われる 。 ま

た，ザリガ 二 をペットショップで j以必することも "JIiじであろう 。 必お) lu近で

は本経が，'，'，'1fllhで11:('J 1されることに 1Iを{、Iけ，ザリガ ニー をJ卜(iill切に以集する業

打が 1I¥'{っている。 彼らは資制iの乏しい/J ¥ )_>l般と誕生以地ばかりか) t1M三が栄 IL

されている l liJ心; 公 |村等においても倣 I史的な採集行為を行ないれ泌を f~i i討させる

ことが多いらしい(111 "1 )私信)。このことは本経の需要が IJ白いことを間践的
に証明している。よって，ザリガニを安定的に 'l=.庄できれば， )主業として成立

する則仰は大きいものと者えられる。

. -日?安直 文、J:sr<. 

以上のザリガニについての流通 Ituでの現実を踏まえて) 1首長殖 ・資源管埋対

策を検討してみた。

-養 殖

養殖池を利Jllしての集約 ((1な長殖は， O. 7 -2 1 . 4 ocと低めに雌移する水温条件

下では本種の成長が極めて緩やかなため(第4単第 3節))経済的な収支が合わ

ないだろう。また，本位は釘t)仰がかく射するほどの I司極附闘争を行い(第6章)) 

しかも!脱皮 H与JU]には体各部が秋化するため(第 4章第 l節))この I"JWIにJt食 L

や釘t}肉欠射カ5~1i 発する恐れが姐く ， 集約 |切な長舶をますます厳しいものにして

いる。これらのことを考え介わせると集約 的 な養殖は，他めて JI:I今f型的である

と考えなければならない 。 なお，本極は j血Lから供給される泊.Mに山 Aとするデ

トライタスが t な fM である(め 7 ネ ) 。そのため 3 長引池にもl j れた h~i 物を導入す

ることや ~'J )JIJな給自Ifを与える こ とは不必であろう 。 むしろ本仙の L食がデトラ

イタスであるため) )，J1] 1 )1 1 の材、呼から適度の ;'I~ ~があり) '1:.，1斗 j出の水系で腐食す

ることが fll~ 料航t1~のためにイj ~1J であろう。なお，特別な給自I~が f 必裂な jli は ，

fll ~ 料の純白を i 'í lJ 減することになるので長引をすすめる 1 ~ で {j ，fIJとなる 。 これら

のことには けすると，ザリガ 二 氏 iJJ;tのイi))Jな不IJ川 /J法は 3 広い luj仙の 11:. I~~ j攻を

.iU成し，給自I~ ~~.; を行なわない tll h文 I'r') な虫色刷や後述する泊 11 : な汽 ;ïJ~(1"t JIHの '夫'胞が

好ましい 。 また，イ<.fiflはね米I'r-)には生きた状態でのむf，f.(~ 愉法や) qt (1111の，'，¥'jl ¥ 11与
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JVJを選んで n¥仙するため水科ijでの話誌が千rなわれることも予処!される。そのと

きには，本純が冬季に伐んに ~H 自1~しないけ tJl (ぬ7r;t )をイiJ川し 3 ぶjilliを低め

に設定することが好ましいであろう 。 低ノ'k?lUILにより似たが州市IJされるので I愉た

や省長川の水が比 '1攻I'rJi')れないと)5"えられるためである 。

-増殖

ザリガ ニ を人 L~， jJ f1卜・で繁納させたところ， jrr化率は組めて忠 く，1個体当

たりの抱卵数が33"-'69粘と少なく，しかも繁舶の 1111~訟は 1{I:に11111だけであるた

め(第3L1 ) ，例え人 r卿化技術が向上しても大討の椛エビを生)ft.することは凶

雑である。よって人[t!H rl'jを生注し，これを添加する増地子i1iは適切ではない

と出われる。そのため好ましい Jt~ 猶予法は生息地の環境 n 体に働きかけ，その

収容 )Jを底上げするような hi1iであろう。なお ，.Jド極は川川において巣穴を借

築して，そこに隠れているが(第2単第2節)，巣穴はヂ l可欠なものではなく湖

等で巣穴が ~II! れない生以地では傑の t，' 等で生活している 。 このような生息地で

は，環段以作))が僚のはに似({していると考えられる。よって， ;~J 等で隠れ家

が不足しがちな場所では 3 シェルターとなる傑の設置が布効な j目猶予段となろ

う。また 3 小 ilfJ 川では減点 id の減少に fl~ って制{本数倍!交の減少が認められたの

で(第2車第3自i) ，小島i校な生息地ではポンプ等で湧ノk の Jl み l~ げを行なえば，

水量とともに生息空間も広がり似体数密度を地)Jllさせることが IIJ能であろう 。

さらに， 'l: }~~ '<~ Iltlを広げることは，狭い生息地が )j;i凶となって先生する釦脚欠

出(第6章第 1・2節)を減少させることにもなる。

-資源管理

あるx'iiJJ~( をむがj に ÆIJ 川す るた めの riL としては，九t if(l WJの，1党Aや漁獲対象の

fhリ|出がある。

メド極の繁勉JUJは作手からJ1ィドにかけてである(加 3t;1 )。 そのため， もし， J)X 

体のJltitを漁獲するのであれば純エビの以 n¥が終 fする， 9) J以降が好ましい 。

また， 4~ fln (よ j~~)~ lI't後で(小ょうそ{本が軟化していると (214t1mi f!?j U))ihi 位十II1に州

、liする状態)， I?，ij 1'11
1
1 (llli (11'(が|付 I~ するため ，脱皮 11 、lÿJUJである 6)J~ 10)1 (め-lt'jt治3，

4inJ )に泌JUIを投入とするのが fTjli!lWであろう 。 これらのことを唱え什わせると，
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9， 10)}'こ江(tJI位をわてなうことはれ iJJ~t1守JI11 1-_， lJ:もタfましく，それ以外の 11与JUJは

然漁にすべきである。

ザリガ ニ は山'jj陶'11長 18mmJメ 1-0で成熟するため(加 3市))これ以上のサイスに

成長した例休を if.u准刈象サイスにする必民があろう 。 また 3 より政しいJHi百を

講ずるならば， メド純の 1紫州II!)) ;がωいことを似拠として，雌は全 I(lj完全漁にする f

きである。

-今後の方向性

ザリガ ニ は漁獲が作幼であり，ある程度の JJ<分さえあれば数カ J1 聞の謡養に

|耐えられる。よって) 11:以 地に近い場所で食材とし てやj川するための民集，首

長，輸送以術士写には，村山lなr.犬は必要ないと jぷわれる 。ただし ，観賞 Hlの生

物として荷ISdj r~~ へ U\ 仰するための長 WJ Il¥jの輸送校術に ついては ，知見 が乏しい

ため，今後は適正な輸送技術の開発が謀題となろう。



要約

北尚道と*~It の - 1t (~i~ の小 illJ 川や i，~J に分イIiする 11本 1，ljJイjfrIlであ るサリカ 二

Cmnbaroulω jatυJllC・us ( d e II a a n ， 1 8 4 1 )に ついて行似性物学的(，)f火を訂ない，そ

れらを 8単に分けて記述した。

第 1r江 体行部の名称および体測定基準

ザリガ ニの体作郎名称について えみたし，また， ~1I1定基準としては頭胸 fjl 長を
採)1]することをえじめた。

第2常 生息場

ザリガ ニは，北出.iU~' L I~Yó r!jの小川川では川 j;三郎のノk際に 2つのIJI:JI I自j5を持ち，

水平に )l~ IJりする巣穴を ~111 っていた。ポリエステル樹脂でよ花火の唱を取り観察

したところ，その )I~ 状は住みや hÏl ~白等が認められ怯雑であ っ たが )J 本 i切には íYJ

'f. J型または iU J '}ど叩を日していた o また， m穴の民irlfijはド側が l白線4火で LI削が

半IIJ型で，いわゆる「かまぼこ」型であった o その大きさは， $Mが平均で 42.1cm，

長さが平均23.6cm，泌さが、11.1")) 4 . 5 c m ，作 biが干上旬246.8皿Qであった 。

秋川県大館 rUの分イIII~j 1)14生息地の小河川ではザリガ ニのfLM体数i密度と鴻水の

関係を調べた 。 名作において湧ノrJ<L.1は I~!tl 1~ : をÆíじてほぼ~~していたが，各年

の個体数衝 J交は繁刑 II¥JWJが終 fする反季 (M3!';i)に明大し，低水副知!である

え さEには術 J交が侭 1"した o 泌 1.1<I止は粁 {I:的に減少し，これに flい似体数'i密度も

似ドした o よって，汲水 1':'Iよ本f1nの'1:， {iに'I!人な;;伝子中を地ほしていることがけ

かめられた。

21334主繁折li

北海道の小川川と洲jの繁げt}，'J WJは1，iJ +.ぷであ った。 9，10)1に うどj去した雌は 9)j 

'""-' 11 JJにかけてセメン卜)仰が先述し， 7・7.11:の4.， 5) 1 に作 91~ が 1 J'われる 。 J戊{本自JE

は2'"'-'3力)j 11¥1にわたり卯や卿{じした椛エヒを JJv.ii，Hに抱いて(米越し， 8) Jに縦 一

ヒを JJJ.，，1¥し，繁封，'!JUJが終 f寸る o IIIJj J位以での'1:物''}~ i'r0 lJ.小 )~'l Iよ，ともに 18mmで



あ った。 また，秋川りよ人的'iIb・の分イli1+1 l)l~生以 j山 の 小 れ IJ 川に お い て も Ild 係な繁仙

のサイ クルが 1l，tめ られ， i包リI~ 数(Y ) と山'1)陶 11'l~ (X， m m )の |対係 を;Jくめた とこ

ろ Y =- 50.G9 十 4.704X の λ が何 ら れた 。 秋 111 り14 の小川に お い て も性物 乍 l旬以小)f~

lよ18rnillであ った。こ れら 3J出|メ.の繁舶同JUIや ノ1:~杉1) I主的 111小j杉がJ~ )illしていた の

は， ).1<?品条件が IliJ係であ ったためと考えられた 。

第 41~! }脱皮および成長

ザリガ ニ を '~I付 J.1< 梢で filiJr1し，脱皮に1'1:う体行部の変化を飢祭し，その特徴
を|切らかにした。その結*，脱皮直後の似体は，体長に同れがない，ゼラチ ン

状の物質が 111般に{、jおする， -ty 11'側部の Ip放が透明化する，背'11 O!~ 部を 含 む rp

7校全体が軟化す る，の特徴がみ られた 。こ の特徴を似拠とし て ，北 尚道の小川

川と il~J Hiにおける脱皮 11与JUIをtJdJベ た。 r山]地区の脱皮 11寺JVIは111Jじであり，雌雄と

もノk泌が lfJjめ に1ft移 する JUI111，1 で あ る 6Jj----l0Jj(こ 脱皮が おi 祭された 。 r~d 地 区の

m~ HL 11与WIが11iJじであったの は水温の季節変動が"リ係 であ ったた め と考え られた 。

室 内水梢 におい て ，11"1の脱皮に {lう頭胸中長の成 長 と11f It日の脱皮頻度を観

察した。脱皮前のJ1II胸 111長 (XNlmm) と脱皮後の頑j陶ql長(X 1¥ ， 1 ，皿皿)には雌

雄とも l直線r"l対式が何られ， . ~'1: ;fi がないため数他をまとめて以卜の式を得た o

XNパ =0.7512+1.059XN，ま た ，脱皮 (jijのifnJ陶'11長と成長係数 (Y，100x脱皮後

の顕胸 lfl長/J~~ )支出jの以胸'11長，見)の関係式も雌雄 差 が認め られないため，ま

とめて計算し Y二118.卜 0.3993XNとなった 。 1{I: 1I1，Jの脱皮以位も雌と雌で|司慌

であり，椛 エ ヒ(VJ! J向'111三 10 皿m~ 満)が 2---- 31'11 (平均雄2.41"1，雌2. 51~1)' ~ 

J点{本 (!It、JI旬lj1 1三18mm点満) が1...... 2[1'1 (平均b:(E1 . 5 1 r '1 l雌 1. 31"1 ) ，す べての 成体

(頭J1~ø lj 1 長 18mm以 1-)カs1 1"1であっ た。こ れ らの がi以か ら--1-， flnのvJIjj~ø 111 1三は 111:

!日!で 10...... 30 % f'E I主j成長し てお り， ~ J}え fl ，~1 (1~ で も J)え l~ がiIti i rちにな らないこ とが

分かった 。

北 (11])û の小川川 にお け る ))~ l~ を W( Iリlす るため 1990年--19921j:にか け て hjJ J M 

1"1 の採集を行な ったむ 1~ t ら れ た ni，ll+~ の~iJ'l J/旬 111 l~ 手Il J)えか ら11:齢 と人 きさの|矢l係 を

Wr +)I"し， 1ストの J)~ J~ J~ を 1 \1 t}したo hK， Ll=10G.G(1-exp(-0.02987(O.083J3l十0.

9444十0.3279sin(0.5236L-0.6947))))，雌， L L二126.2( l-exp( -0.02-113(0.08333 

t+1.213+0.2768sin(0.5236L-l.548))))で 3 し1は卵7化後LカIJ 1 1 0) vJ! J ]i~ø I jI 長 (mm)



また 3 そのが命はよ.ft11 J. ，雌 10J.であった。

約542 例外~{l下{JGjiJi

北iMili の小れIJ 川および ;I~J におけるザリガニの刊: 比をオとめた。 111 ，j 1位lζ におい て

J性比は，行体サイ ス，行 JJにおいて 1: 1であり ，繁 >iQ1I与JUjである在季から夏季

においても(第3市)'t'l: 1じが変化することはなか った。 湖沼 ではノk派市月IJの性

比も調べたが， これも行水深 仰で 1: 1であ った。また ，北海道の小川川におし

て午命ぷを作成した。 年齢(x) や以胸Ijl長 (bx ，皿皿)に対応し たタヒ亡半 (q x ) 

や生存率 (1λ)の関係パを求めたところ性 ぷはみられず ，これらを合わせ，

以ドの関係式を得た。 人 =O ， 8419-0.3797LOG ~ X， lx=1.738-0.5196LOGじ bx，qλ二O.

08593+0.07156.>.， q>.=-0.006145十0.02547ム。生作本は年齢や成長に従って徐々

に減少する傾向が認められ，タヒ亡率は 11:齢や JJX長に比例 して地 )JIIした。

第 6単針tI山欠tH

北海道の小川 川 と湖lにおいてザリガニの ilt脚欠如状況 を|リjらかにした。 IJO'1: 

)~地には十IIì 食行がみられす， )1:イi針!仰の欠如数に差がみられなかった。また IJ，j

地区の個体数倍 j交を比較 すると小 川川が湖jを L[nlった。小川 川において，針tJWI

の欠如頻度には雌雄差が無かったものの ，J点体(以胸 11'長18皿皿以 L)はよ成体

(頭胸Ijl長18m皿点満) の欠HlMi J交を t[1]1 った。 ~~J では釘!仰 の欠 ftl 頻度に性 差が

みられず ， J戊体と未成体でもイi 怠廷がなかった。また小川川と ;I~J の釘tntll 欠釘頻

度を比較するとよ成体ではjEがないものの， Iぷ体 では 小illJ川の 欠Hl半が湖jを L

[111った。釘tI山欠Hl}J;t [刈(よItdNL 11¥1の|品1/f十や脱力'lJltilのill仰を肥料ナることによって

行われる公{夜行動力))J;i [klであると与えられた b また， ill J山欠 Hl /~H 位(よ生息 ツド 11\1

の広さにノヒイ i されていることが / J~ 1俊された。

第 71主食，t'l:

~t iflj 辺の小川川においてザリガ ニ のり I)~ 作物の険鋭と JH f!q f i 1)) &Ilぷを行なっ

たところ，その 1:な自q* ~~は tl!Jt .M(ともに， 1;や Lυ)付iイベ0) 1~'t~ 民 に 111 米するデ ト ラ f

タスであった 。 また ，'1:以j世には fil~ * ~↓ が !， IJ ~ j:にわたソて 山山 に ({(1: ~ - るため ，

イ~flflは木 jJIllの似 1'.~- る冬ヂを除き ，飽食し て い た。これらの飽 良状態(よ出.ff tfrで
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Ilu級であり， .J包卵 {II~I 体においても飽食していることが紘認された。

~~ 8 i';'f ノKlfi.t同長船 .rt iJht竹 llHJi U~ 

本，f'llの流通形態としては，北 ifli;包やよね北の北部における名作品料 1111の食料と

して不IJ 川するか，内I~ I U ，~i~ のペットショッアで飢白川生物として j以売することが

適切であると結論された。これらの流通形態とザリガ 二の生物学的特性を路ま

えて地養刑，資 iJJ~tTr !IHのJii去を検討したところ， メド極は集約 I'r'.lな給自tr養舶には

イミ|付きであると与えられた。また，人[経 rtllを生息地に泌 )JIIする i白地も射実的

ではなく， ) 1:. )斗地の J出iえl以作ノjを)底上げする子itが合 i出I'r'.lであると判断された。

すなわち，人 r的に湧ノkをJlY/メえさせたり 3 生息地に隠れ家を供給することであ

る。また，資 iJh(代 JII!}j ~t としては，雌の保護や， ri1j品川i値が L討する 6月--10 

)J以外は漁獲|時WJを制限することが有効と忠われた。
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-1¥ (ijf ~先の進行に対して 1 ・ 1?: に自Il 指導ドさり，か つ)J;(~'~~校 11~ のツ? をいただいた

九州大字決 "'f1~i) ノ'kPI学tAj .数宅松 illi1!彦、li， 数 般に，心から制l礼 111し 1-，げる。

論文の作成にあたり、校1mのツ;をとられ) {j仏なU)Jパを J!討 った九州大学炭宇部

q， l必|リJ{， ~数段、政びに必山{命山助教綬に深謝します。

み~ (i)f火の多 くは北 rfTj;n }l/ 111村の小川川と 11リ脱出IlIfの湖jで引な ったが，劇場で

の訓査にあたり多大なる協力をいただいた然日Iji~j ネーチャ ー センタ一的野隆

-ÚI~ 代表) 11リセ ンターの i俄LJのJj々 )N HK ':11広 Jft.送Jril (‘lj 11を)の池川 信治氏，

駒山|ネj部I山1J(_ ;1く)}{1支術 iZ以伯母 J肝の林 Wi之氏に }'jく感謝のぷを夫する。また ，

秋山県大出'i，IJ・の小川川での rJ，'Jfiにあたってはじ)i IlII 役場の米 I)~ 山秀雄氏) {火

山LlIL立大館少イj:.1<1然の家の何本政夫氏の並々ならぬ往jJ協力を j!討った 。 心より術1

4しrllし上げる。

4 論の以 IJUに|刻して) '11位以 (J)f'jY_ I守の Ú~ JdAか らイf11~ な ωJ 再や 教心を与えてド

さり，本稿の-/~i) を fを読し て 1 " さった 九州大学名作教俊 一三 宅 ú 作博 í~ ) ;1<)}左
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